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　白しろ島しま一いち花か中学三年、十四歳の秋──誰だれもが進路や将来に向けて迷ったり悩なやんだり、突つき進んだりしている時期に。

　運命の瞬しゆん間かんが訪おとずれました。

「なに、これ…………!?」

　まさに青天の霹へき靂れき、目から鱗うろこ。

　高校見学を兼かねて、ちょっと遊びに行ってみた花はな咲さき高校演劇部の定期公演『Ｌ・グレイの肖しよう像ぞう』は。

　舞ぶ台たいから直接伝わる熱気、気合いが、お腹なかの底にビリビリと響ひびくような衝しよう撃げきで。

　今まで、ドラマや映画くらいでしかお芝しば居いを観みたことのなかった私には衝撃が強すぎたのでしょうか。興奮がおさまらず、その日の夜には高熱を出しました。

　それくらい、キラキラ。

　主演女優が綺き麗れいなことはもちろん、舞台に立っている人すべてが全力で輝かがやいていて、舞台そのものもキラキラしたオーラに包まれているようで。

　それでいて、生身の人間がやっているってちゃんとわかるライブ感。

（すごい……！）

　初めて、舞台の迫はく力りよくを実感し、圧あつ倒とうされ──すっかり魅みせられて。

（ここに入ったら、私もこの舞台に立てる!?　誰かを感動させることができるの!?）

　とにもかくにも、そのときに決心していたのです。

「私もここに入る！」

　あまりにも唐とう突とつに訪れた、人生のターニングポイントでした。

　ちなみに演劇経験、ゼロ。
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　入学式を終えて数日経たつと、高校は落ち着きを取り戻もどし始める。

　入学したてであれこれ戸と惑まどうことばかりだった私たち一年生も、そろそろ本格的な授業が始まっている。

　ＨＲが終わったばかりの校舎はまだ生徒がたくさんいてざわざわしていて、高校に入りたての興奮が冷めやらずにいっぱい詰つまっている感じ。

　花咲高校一年Ａ組。

　ここが、これから私たちがお世話になる教室だ。

　幼よう稚ち園えんからずっと一いつ緒しよの小こ雪ゆきと高校でも同じクラスになれたので、ちょっと安心した。

　入学式のあとは各クラスのオリエンテーションや生徒会主しゆ催さいの部活紹しよう介かい、学力テストがあって──入試が終わったばかりだっていうのに早さつ速そく学力テストや進路相談が始まるって、鬼おにの所業だと思う──いよいよ今日の放課後から、部活動の見学や仮入部が始まる。

　運動系に少し強い部があるくらいで、特別部活動が盛んな学校ではないから、まあ普ふ通つうのペースだろう。

　でも私には、この数日間の長かったことったらない。

　もっと早く、この日が来てほしかったくらい。

「一花、そんなに慌あわててどこに行くの？　一緒に帰ろうよ。ノート買いたいし、ちょっと寄り道しない？」

　小雪に声をかけられて、私は教室を飛び出しかけた足を止めた。

　花咲高校の制服は可愛かわいくて、女子のシャツは水色の長なが袖そでで、ボタンが青。これがちょっと珍めずらしい。

　あとはブレザーにプリーツスカート。これが基本で、あとは寒い時期にカーディガンを着たりと、アレンジはかなり自由に許可されている。

　シンプルな制服だから、好きなネクタイやリボンをつけてくる生徒も多いし。

　私はとりあえずあまりアレンジせずに制服を着ているけど、小雪は杢もくグレーのだぼっとしたカーディガンを着ている。お洒落しやれな小雪によく似合ってていい感じ。

「ごめん小雪、行きたいところがあるの！」

　本屋や雑貨屋をふらふら見て、喉のどが渇かわいたらお茶して──小雪の言うような寄り道も大好きだけど、今日は、待ちに待った日だから。

　うずうずして、もう一秒たりともじっとしていられない。

「先行くね、じゃあ、また明日あした！」

　廊ろう下かを、ほとんど走るみたいな勢いで歩き出す。ミディアムボブの髪かみが、風を受けてふわふわと揺ゆれる。

　だってここは花咲高校。

　やっと、演劇部に入れる！




　　　　＊




　教室棟とうとは違ちがう棟むねにある部室に行くと、閉め切ったドアに『本日の稽けい古こ場ば・中庭』という張り紙があった。

　だから、昇しよう降こう口で靴くつを履はき替かえて来てみたのだけれど。

「ええと……私は演劇部を捜さがしていたはず……」

　中庭の隅すみに立ち尽つくし、しばしの間自問自答する。

「だよね……？」

　人間、あまりにびっくりすると動きが止まるものらしい。

　使っているのは木刀なのか、打ち合う音が鈍にぶく響く。

　時代劇とかだと、キーンとか、刃は物もの特有の綺麗な冷たい音がするけど──。

　四月半ば、夕暮れ時の中庭に、木刀と木刀がぶつかり合う音が広がっている。

　何故なぜそんな光景が、緑の匂においが濃こくてちょっとむわっとしているくらいの中庭で繰くり広げられているんでしょう。

　ここはとっても平和な、公立の学び舎やのはずですが。

　校舎の窓まど際ぎわには、騒さわぎを聞きつけたらしい、まだ学校に残っていた生徒たちがわらわらと見物に集まってきている。

　でも、私以外、誰も中庭に出てこようとはしない。

　正解だと思います。

「ここ、で、合ってるよね……？」

　中庭にある大きな木の下は、天気の良い日のお昼時には生徒に大人気だという。

　小さな池もあって、ちょっとした公園並みの広さのその中で、木刀を持って剣けん戟げきを繰り広げる男子高生がふたり。

　しかも本気モード。

「──なんて不似合いな……」

　木刀を振ふり回しても大だい丈じよう夫ぶなくらい中庭が広いから良いような──それでも尚なお良くはないような。

（とりあえず……なんで戦っているんだろー……）

　喧けん嘩かにしては物ぶつ騒そうすぎる。
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　剣戟についてはよくわからないけれど、ふたりとも強いことは、一目でわかった。

　切り結ぶ力がものすごくて、目が真剣。

　ひとりは、防具は着けていないものの剣道着を着て、どこからどう見ても剣道部の人だ。

　応戦するもうひとりは黒髪で身長が高く、学校指定のジャージを腕うでまくりし、構えもなんだか堂に入っている。

　私は思わず息を吞のんだ。

　目つきも剣士そのものといった鋭するどさで、その目に乱れた前髪がはらはらとかかる様子を見ていると、背中がぞくぞくする。

　集中力がものすごいのかもしれない。全身から、ゆらゆらと気き迫はくが立ち上っている感じだ。

　慣れているっていうのかなー──なんていうか、板についている。

　今風に恰かつ好こいい上に、これだけ木刀が似合う人も珍しい。木刀を真剣に持ち替えたら、女子に大人気であっさりと天下を取れそうな気がする。

　冷静な表情をしているせいか、この人にはまだ余よ裕ゆうがあるみたいな気がする。剣道部のほうは、冷や汗あせを浮うかべて対たい峙じしているというのに。

（あれ？　この人、どこかで見たことがあるような……？）

　変化があったのはこのすぐ後だった。

（あ）

　黒髪の人が一いつ瞬しゆん、わざと見せつけるような隙すきを作った。

　剣道部が誘さそい込まれたところへ、すかさずとどめの一いち撃げき。

　ためらいもなく、容よう赦しやなく。

　ばし、とすごい音がして、剣道部の人の持っている木刀が弾はじき飛ばされる。

「──一本」

　黒髪男子が、振り上げた腕を静かに下ろす。

「部長。言いつけ通り、剣道部から一本取りました。これでいいんですか？」

「お見事、お見事。なかなか見ものだったね。おもしろかったよ」

　両手で拍はく手しゆしながらその場に現れたのは、アンダーリムの眼鏡をかけた、ものすごい美形だった。今まで、立ち合いの邪じや魔まにならないよう、隅にいたみたい。

（女の人!?　違う、男の人だ）

　だって、着ているのが男子の制服だもの。ブレザーに、ズボン。

　それでも一瞬女性かと思ったのは、顔だちがあんまり綺き麗れいに整っているから。

　少しの風にもさらさらなびく茶色の髪と言い、白くて透すけるような肌はだと言い、お人形さんみたい。

　部長と呼ばれたその人が、黒髪男子に軽く頷うなずいて見せる。

「敬けい介すけは合格。おめでとう」

「あざっす」

「それにしても剣道部の部長があっさり一本取られるって、少し情けなくないかい？　しかも敬介はまだ一年生だよ？」

　それはないだろう、と、汗を拭ぬぐっていた剣道部が顔をしかめる。

「そっちの都合で、いきなり防具なしの木刀勝負なんてやらされても困る。大体こっちは、道場の外で打ち合うことすら滅めつ多たにないんだぞ。岸きし川かわは実じつ践せん派の……ええと、何だっけ」

「古武道です。傍ぼう流りゆうですけど」

「だろう？　剣道とは基き礎そからして違うんだよ。その上本気で戦えって、無む茶ちやばかり言いやがって」

「でも、楽しかったでしょ？　ふたりとも、いい顔していたよ」

　部長に問われて、剣道部部長がにやっと笑う。

　否定できないらしい。

「まあな。それじゃ俺は稽けい古こに戻もどるからこれで。それと岸川」

「はい？」

「その気になったら剣道部に来い。お前、素質めちゃくちゃあるわ。気合いを入れれば全国に行けるぞ」

「──せっかくのお誘いですが……」

「敬介はうちの新人だ。剣道部にはあげないよ。それじゃ、ご協力ありがとう」

　残念だな、と肩かたをすくめて、剣道部の部長が去っていく。

　騒ぎを聞きつけた教師が駆かけつけてくる前に、勝負は終わった。

　今のは一体何だったんだと言いながら、見物人たちもばらばらと消えていく。

　私は、勇気を振り絞しぼって目の前にいるふたりに向かって声をかけた。

「あのー……ここって、演劇部ですよね？　入部希望なんですけど……」










　恐おそる恐る、そう言ってみると。

　ぱっと振り向いた男子ふたりのうち、眼鏡のすてきな部長が、一瞬にして私を検分するのがわかった。機械もないのに、スキャンされている感覚がわかる。

　身長がそれほど高くない分、スキャンにかかる時間は短かったみたい。身長一五〇センチ前半、私の成長期はこれからの予定です──たぶん。

「声が小さいし、滑かつ舌ぜつも良くないね。残念だけどうちは、素人しろうとは募ぼ集しゆうしていないんだ」

「え……？　あの？」

　ばっさり斬きって捨てられてしまい、私は戸と惑まどいを隠かくせない。

（素人？　え？　プロじゃないと駄だ目めってこと？　ここ、部活じゃなくてプロの劇団か何かだった……？）

「新入部員はほしいんだけどね」

　あ。良かった。部員てことは、部活で合ってたみたい。

　部活っていうのはまず見学して仮入部して、そのうち正式な入部届を出すものだと思っていたんだけど。

　何もしてないのに断られるというのは正直、予測してなかったから、私、プチパニック中。

「来てくれてありがとう。その気持ちだけいただいておくよ。さようなら」

　美形さんの声はやわらかくて、それでいてなんだか相手を従わせるような、不思議に色っぽい響ひびきがあって。

「あ、はい、さようなら……」

　釣つり込まれるように頷いてそのまま帰りそうになって、はっと我に返る。

「じゃなくて！　え？　入部できないんですか？」

　部員を募集していないなんて、聞いていなかったのだけれど。

　さっきから敬介と呼ばれている黒くろ髪かみの人が、髪をわしゃわしゃかき乱しながらはーっと息を吐はく。

「……演劇部が人手不足な理由がよくわかった。そんな風だから毎年廃はい部ぶぎりぎりで部費を削けずられるだの部室が一番狭せまいところに押し込められるだの、いろいろ面めん倒どうなことになるんだ。大体、なんで中庭で勝負させられたんですか俺。意味わかんねえ」

　わ。

　なんかこの人、すごいギャップ。

（さっきまで、怖こわいくらい気配も顔つきも厳しくて鋭かったのに）

　物言いはちょっと飄ひよう々ひようとしていて、良い意味で軽かろやかで爽さわやかだ。

　木刀を肩に軽く担かついで、部長相手にぶつくさ文句を言っている。

「あは。だって、教室や廊ろう下かでやったら絶対怒おこられるじゃないか。剣けん道どう場じようもいいけど、僕のイメージは外だったからさ。贅ぜい沢たくを言えばもっと絵になる場所が良かったんだけどね。山とか川とか」

「映画でも撮とる気ですか。まあ、なにやっても、部長が全責任取ってくれるならそれでいいんですけどね……いや、俺も絶対巻き込まれるんだから、あんまり良くないか」

　ぶつぶつ呟つぶやいていた木刀男子が、ふと私を見て軽く微笑ほほえむ。

「えーと……白島、だっけ？　入部希望って、本気なのか？」

「そうだけど……なんで名前知ってるの？」

「──俺、白島の隣となりの席の岸川。岸川敬介」

「あ。ホント、岸川くんだ」

　道理で、なんか見覚えのある人だと思った。

　高校って色々忙いそがしい上に初めて会う人たちばかりだから、まだ名前と顔が一いつ致ちしていない人も多いんだよね。

（……そういえば、隣の席の人だ）

　背が高くてすらっとしていて、ぱっと見、それこそ剣道とかバスケとか、がっしりとしたスポーツをやっていそうなイメージの人だ。

「岸川くんは、なんでここに」

「俺、今演劇部に入部したところなの」

（さらっと言ったよ、この人！）

　入部を断られた私の前で！

「岸川くんは入部できたの!?　なんで!?　男子だけ募集しているの？　私も入りたい！」

　岸川くんに詰つめ寄りたいところだけど、それには悔くやしいことに身長が足りない。

　背せ伸のびしながら、両手で拳こぶしを作って力説する。だって、私はこのために花咲高校に入ったんだから！

「そりゃあ演劇に関しては完全な素人だけど、駄目？　あ、もしかして女子は募集していないの？　それならいっそのこと男装するから、男役ってことで！」

「おーい」

「今までお芝しば居いをした経験はないけど──だって小学校も中学校も演劇部なかったし、お遊ゆう戯ぎ会でもくじ引きに負けて裏方ばっかりやってきたし、でもやる気だけはあるから！　男装を押し通せと言うなら、とりあえず身長を伸のばすところからやってみるから！」

「戻って来ーい」

「だから入部させてください！」

　勢いよく頭を下げると、岸川くんがため息をついて部長を見た。

「……松まつノの木き部長、どうします？　こう言ってますけど」

　腕うで組ぐみをした部長が、ちょっとだけ唇くちびるの端はしを上げて微笑みの形を作る。

「……仕方ない。お手並み拝見と行こうか」

　部長の言葉に、岸川くんが心底あきれたような嫌いやそうな、なんとも言い難がたい複雑な表情をする。

「ええ～……前置きなしに、あんたの変なテストやらせんのかよ」

「たった今テストをクリアしたばかりの人間に、変だと言われるのは心外だね。一年の、白島さん？　簡単なことだよ。演劇部に入るには、テストを受けてもらわなくちゃいけない。どうする？」

　よく手入れされてピカピカの眼鏡が、オレンジ色の夕日を受けてきらっと光る。

　岸川くんが長身を屈かがめて、こそっと、やめたほうがいいよ、って耳打ちしてきたけれど。

　私はぶんぶんと頷うなずいた。

「はい、よろしくお願いします！」




　　　　＊




　四月は、夕方になるとまだまだ寒い。

　陽ひが落ちるまでにはまだちょっとあったけれど、だいぶ冷え込んできたので、場所を中庭から三階の渡わたり廊下に移した。

　普ふ段だんは、ここが稽けい古こ場ばになっているらしい。

　教室より広くて横よこ幅はばも大きい。放課後になれば人ひとけも少ないし声もよく響くし、舞ぶ台たいの稽古場としては案外使いやすそうだ。

　渡り廊下の端にあるベンチに腰こしかけて、部長さんが楽しそうにぱん、と両手を打ち鳴らす。

　岸川くんはそのすぐそば、ベンチの前にポケットに手を突つっ込んで立っている。木刀はベンチの上。

　私は、渡り廊下のど真ん中。

「じゃあ、簡単なところから始めようか。一番好きな芝居の、好きな台詞せりふを言ってみて。なんでもいいよ、大たい抵ていの作品ならわかるから」

「え」

「ただし、ドラマやアニメは避さけてくれるかい？　映像は舞台とはまた表現方法が別物だからさ」

「あ」

「すぐに出てこない？　まあ、好きな作品が多いなら、すぐには決めかねるかもね。その気持ちはとてもよくわかる──それなら、基き礎その中の基礎にしようか。ちょっと泣いてみて」

　泣いてみて、と言われて、すぐに涙なみだが出てくるほど器用じゃない。

「えっと…………？」

　何をどうしたらいいのかわからない。

（突とつ然ぜん泣けと言われても……一体どうしたらいいの!?）

　私がおろおろしながらただ立っていると、沈ちん黙もくだけが流れていく。部長の顔からすっと笑えみが消えて、無表情になった。岸川くんが、気の毒そうな目をして私を見ているのがわかる。

　部長が、冷ややかな目つきで、ちょっとゴツい男物の腕うで時ど計けいを確かく認にんする。

　もともとの造作が整っているから、こういう風に無表情になると、凍こおりつくような迫はく力りよくがあって怖い。

「──二十秒」

「え？」

「きみが台詞を言えずに固まって、二十秒過ぎた。アウトだよ。役者はたとえ台詞を忘れてもアドリブで乗り越こえるなり、動きや表情で間を繫つないだり、なんとかして流れを止めないよう努力しなくちゃいけない。きみは何もできずにただ固まっていただろう？　そんな役立たずはうちには要いらない。だから失格」

　部長が、ベンチから優ゆう雅がなしぐさで立ち上がる。

「敬介も、今日はここまでにしよう。それじゃあ、お疲つかれさま」

　部長が岸川くんを連れてさっさといなくなってしまい、私が事態を把は握あくするまでにはしばらくかかった。

「──どういうこと？」

　失格って言われた。

「……つまり、どういうこと？」










　家に帰って夕食を食べて。

　黙もく々もくと課題を済ませてからお風ふ呂ろに浸つかって、私は夕方のことを思い出していた。

「失格……駄だ目めってことだよね」

　ちょっとくじけそうになる気持ちを、お風呂の温かいお湯で洗い流す。

　お風呂に入ると、嫌な気持ちをリセットできる気がする。

（確かに、テストのときに何もできなかった私が悪い。失格って言われてもおかしくないわ。岸川くんはテストをクリアしたから入部できたんだし）

　あの剣けん技ぎは、岸川くんの特技なんだろうか。だから剣道部の部長と手合わせ、なんてことになったんだろうか。

「だったら……私も、なにか特技をアピールして……！」

　お湯の中から勢いよく立ち上がりかけて、しおしおと座り直す。

「──私の特技って、何だろ」

　ぶくぶくと、バスタブに沈しずみ込みそうになる。

「そう言えば私、入学願書の長所の欄らんに、書くことが何もなさ過ぎて苦労したんだった……」

　いや、待て待て。落ち着いてよく考えて。

「私の、長所……特技……特とく徴ちよう」

　特徴なら、ある。

（花咲高校で、今の私以上に演劇部に入りたがっている人間はいないはず！）

　それだけは、自信をもって言える。仮入部スタートの日だっていうのに、私と岸川くんの他ほかに入部希望者は来なかったみたいだし。

「部員募ぼ集しゆう中ちゆうで、人手が足りないって岸川くんも言ってたし」

　良い匂においのバスソルトを溶とかしたお湯にたっぷり浸かって、身体からだを芯しんからほこほこに温める。

　よし。

　パワーチャージ完かん了りよう。

「長所探しは、小雪に助けてもらったんだっけ」

　幼なじみは、ある意味私よりも私のことに詳くわしい。

「前向き。ポジティブ」

　興味のあることにはどんどん突き進んでいくから、ポジティブって書いておきなさい──そう言われた。

「──そうよ。一度目が駄目なら二度目がある。二度目が駄目なら三度目がある！」

　一度失敗したくらいで諦あきらめられるようなら、それはそれでいいけど。

「でも、私は違ちがう。夢の実現に向けて、突とつ撃げきあるのみ！」

　バスタブの中で、頑がん張ばるぞ、と小さく拳こぶしを振ふり上げた。

　くらっと目が回って、くたっとバスタブの縁ふちにもたれかかる。

　そろそろ上がらないと、のぼせそう。
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「岸川くん、おはよう！」

　息を切らしながら挨あい拶さつをすると、岸川くんは驚おどろいたように目を瞠みはっていた。

　全力疾しつ走そうしてきたので汗あせだくで髪かみもぐちゃぐちゃ、あとで直さなくちゃ。

「お、おう。おはよう……えらい元気な登校の仕方だな。白島って自転車通学？」

「ううん。電車！　駅から全速力で走ってきたの！　岸川くんに話があって！」

　朝早くから昇しよう降こう口で、息を切らして喋しやべる私は、きっと周囲には変に見えているだろう。でも気にしない。

「話？」

「うん！」

「あー……頼たのまれたって、テストに合格しない限り入部は無理だよ。ああ見えて、部長は頑がん固こなタイプだから」

　そう言って先に行こうとする岸川くんの目の前に回り込み、両手を合わせる。

「そうじゃなくて。再テスト受けたいの！」

　岸川くんが切れ長の目を瞠る。

「再テスト？」

「お願い、協力して！」

　岸川くんが、一いつ瞬しゆん黙だまり込んで、もう一度訊きく。

「……再テスト？」

「そう」

「ちょっと待って」

　岸川くんが長い腕うでを突つっ張ぱって、押しとどめるようなポーズを取った。

「入部テストの再テスト……それって有り？」

「無し？」

「いや、無しってことは……有りか？」

　今度は岸川くん、頭を抱かかえちゃった。

「いや、違うだろ。でも、有りってことは……無いとは言い切れないけど有りとも言い切れないし」

「どっち？」

「──それ、俺に決める権利ないと思うんだけど」

「岸川くん的には有り？　無し？　演劇部の部員として、どう思う？」

　じっと見つめると、岸川くんがちょっとたじろいだような様子を見せた。

　昇降口で靴くつを履はき替かえても、教室は一いつ緒しよ。席は隣となり。

（絶対逃にがさない！）

　隣の席だと、こういうときは便利かも。

　岸川くんにとっては災難かもしれないけど、これも偶ぐう然ぜんであり必然。

　私にとってはラッキーなことだし、受け入れてもらうしかない。

「え……あの、俺にそんなこと言われても」

「だって、岸川くんしか頼める人いないの。あの人が、演劇部の部長さんでしょ？　あと演劇部員て岸川くんしか知らないし」

「そりゃまあ、確かに」

「私がいきなり押しかけて再テストお願いしますって言っても、部長、たぶん聞いてくれないと思うの」

「俺もそう思う」

「そこでね、岸川くんからちょっとだけフォローしてもらえると、すっごく助かるの！」

　あとはもうひたすら頼み込むべし！

「お願いお願いお願～い！」

　拝みついでに、ちょっと悪あく魔まの囁ささやき。

「──演劇部って、人手が足りないんだよね？　あれから、入部希望者来た？」

「うっ」

「猫ねこの手でも、あったほうがましじゃない？」

　左手を猫の手の形に握にぎって、にゃごにゃごと振って見せる。

「荷物持ちとか通行人役とか。舞ぶ台たいに立てなくてもいいの、最初は。何か手伝えたりするだけで充じゆう分ぶんだし」

「そう言われても……俺、面めん倒どうなこと嫌きらいなんだよなあ……」

　正直者め。

「そこをなんとか」

　のらりくらりとはぐらかす相手には、もうひと押しが必要だ。

「岸川くんだって入学したばかりでしょ、どうやって入部テストクリアしたの？　ていうか、あの手合わせがテスト？」

「俺は、剣道部の部長から一本取ることが入部条件……つまり、テスト代わりだったんだよ。中学のときから部長とは知り合いで、芝しば居いの基き礎そは一応叩たたき込まれ済みだから」

「演劇って、剣道まで必要なの!?」

　それはイメージと違って意外過ぎる。

「違う違う。俺が変わり種なだけ。俺は役者がメインじゃなくて、殺陣たて師しのほうが希望だから」

「たてし？　って、何？」

「んー……時代劇の殺陣の実演とか振り付けとか。ひらたく言うとアクション俳優の一種？」

　岸川くんがすらすらそう言うけれど、全然脳が追いつかない。

（アクション俳優？　普ふ通つうの俳優、プラスアクションってこと？）

　そんな私を見て、岸川くんがちょっと肩かたをすくめた。

「まあ、ざっくり言えば、芝居の中の戦せん闘とう部門受け持ちってこと。俺、そういうの得意だから」

「ああ、それはなんかわかる」

　納なつ得とくして頷うなずく。

「昨日の岸川くん、すごく恰かつ好こよかったもの」

「え」

「凄すご腕うでの剣けん士しって感じでドキドキした。あと、勝敗が決まる直前に、すっと一瞬静かになって隙すきを作った瞬間があるでしょ。見ていてゾクゾクするくらい恰好よかった！　ああいう手合わせを間近で見たの初めてだったんだけど。私、瞬殺だったね、あれには」

　岸川くんが面おも映はゆそうに鼻の下を指先で擦こすったり、そわそわしたりしているうちに、授業が始まってしまった。

　教科書を開いていても気が気じゃなくて、つい、ちらちらと岸川くんの横顔を見つめてしまう。

　目と目が合う。

　束つかの間ためらう様子を見せた後。

　仕方ないな、っていう風に岸川くんが、教科書の陰かげで、指で丸の形を作った。
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　待ちかねた放課後になって部室棟とうへ向かうと、ドアには『本日の稽けい古こ場ば・三階渡わたり廊ろう下か』と書いた紙が貼はってあった。

　毎回何故なぜか毛筆で、ものすごい達筆だ。でも文面は、何故かちょっと日ひ替がわりメニュー風。

　掃そう除じ当番で教室に残っている岸川くんよりも先に渡り廊下に向かうと、そこにはすでにジャージ姿の部長が来ていた。

　部長の名前は松ノ木司つかさ。校内では、『演劇部』と言えばこの人を指すくらいの有名人らしい。

　ベンチに優ゆう雅がに腰こしかけて足を組み、本や資料の束を辺り一面に広げて、ところどころにチェックを入れている。

　私は制服と髪の乱れがないよう心持ち整えてから部長の前に立ち、大きな声を心がけて口を開いた。

「一年Ａ組白島一花、入部希望です。再テストお願いします！」

　部長、ノーリアクション。

（ですよね。なんとなく、そんな気はしていました）

　覚かく悟ごはしていたから、戸と惑まどわない。間ま違ちがえない。

（昨日部長さんはなんて言った？）

　流れを止めちゃいけない、動きを止めちゃいけない。

「もう一回、チャンスをください！」

　部長さんは視線ひとつ動かさない。

　渡り廊下は壁かべがガラスになっているから、中庭よりも木の枝が近くてまるで緑色の壁かべ紙がみを貼りつけたみたい。

　葉っぱが風に吹ふかれてざわざわ揺ゆれる春の夕方、部長さんの周囲だけがひっそりと静まり返っている。

（想像以上に部長のガードが固い……）

　掃除を終えた岸川くんが、ようやく渡り廊下にやってきた。こちらもジャージに着き替がえている。

「部長」

「やあ、敬介。遅おそかったね」

「掃除当番に当たったもんで。白島、教室にいないと思ったら……やっぱり、もう来てたのか」

　私は必死にアイコンタクトする。

（岸川くん、お願い！　助けて！　想像以上に取りつく島なし！）

　やれやれ、と眉まゆ尻じりを少し下げた岸川くんが、部長に向き直った。

「テストだけなら……まあ、いいんじゃないですか？　今日も、他ほかに入部希望者はいないようだし」

　私はぶんぶん頷いてアピールする。

　端は役やくでも出番がちょっとだけでもいいから、舞台に関かかわってみたい。あのキラキラを体験してみたい。実感してみたい。

　部長が、はあ、と心底面倒くさそうにため息をついた。

　目線は本に落としたままだ。

「え～？　いやだよ、時間の無む駄だじゃないか。見ただろう？　昨日のあの無様な結果。僕はそろそろ予選大会用の全体プランを決めないといけない。時間がないんだよ。つき合ってる暇ひまはない」

「その予選も、今のままじゃ人手が足りない。裏方だけじゃなくて、役者まで知り合いを借り出す羽目になりますよ。去年の秋は、受験生だった俺も大道具の搬はん入にゆう搬出、手伝わされましたから」

「そうかぁ……さすがに役者は借り物じゃ嫌いやだねえ……まあ、そうなったら僕のひとり芝居……あ、でもそうなると敬介の出番がないか……うーん」

　部長が渋しぶ々しぶ、私に目を向ける。

「仕方ない。じゃあ、もう一回だけテストしてみるとしようか」

「やった！　ありがとうございます！」

　思わずばんざいして喜ぶ。

　好きな作品なら、台詞せりふを暗記してきた。

　なるべく、はきはき喋しやべることも心がけている。

　準備は──素人しろうとなりに──万ばん端たん。

（さあ来い、再テスト！）

「喜き怒ど哀あい楽らくやってみようか。じゃあ、喜んでいる様子を表現してみて。サイレントでいいよ」

（昨日とテスト内容違ちがうのね!?　一ひと筋すじ縄なわじゃいかないのね!?）

　とりあえず喜んで見せろということだなと、勝手に解かい釈しやくしていいんだろうか。

（観客によくわかるように、大げさにした方がいいんだよね？　……たぶん）

　サイレントということは、台詞はなし。

　にっこり笑ってぴょんぴょん跳はねると、すぐさま鋭するどい声こわ音ねで指示が飛ぶ。

「次、怒おこって」

　怒った表情を作るけれど、その次どうしたらいいんだろう。

　確か、動きを止めちゃいけないんだよね？

「ただ黙だまって睨にらむのがきみの怒り方なのかい？　その程度で終わり？」

　そう言われても。

（ど……どうしたらいいの……？）

　漠ばく然ぜんと怒ってって言われても──一体、何をどうしたらいいのやら。

（怒いかりの動き……地団太とか踏ふむのはちょっと子供っぽい？）

　あわあわしている私を見かねたのか、岸川くんがそっと助け船を出してくれた。

「白島。今誰だれに対して、何を、どれくらい怒っている？」

　あ。

　そういう風に作っていけばいいのか。

　その言い方はわかりやすい。

　英語の５Ｗ１Ｈ『いつ、どこで、誰が、何を、何故、どのように』と同じ感じで組み立てていけばいいのかな。

（やり方、わかった──岸川くん、ありがとう！）

　私は、怒るとわりとすぐ冷静になるタイプだから。

　怒りが引かない間ぐっと目に力を入れて部長を睨みつけ、それから──ぷいっと顔を背そむけた。怒りすぎた相手の顔なんて、もう見たくもない。

「はい、ＯＫ。じゃあ次は『哀』いってみようか。哀かなしい気持ちね」

　哀と楽の表現をそれぞれ済ませたあと、更さらに指示が来る。

「感情表現はそう悪くない──目立って良くもないけど。じゃあ、演劇部に入りたい理由を、表情だけで伝えてみて。これができたらひとまずクリアだ」

「…………うわあ。すっげえ無む茶ちやぶり」

　岸川くんが、ちょっと眉み間けんに皺しわを寄せたけれど。

　これは、大だい丈じよう夫ぶ。

　できる。

　自信があって、唇くちびるが自然に綻ほころんだ。

　だって、あのときのことは、よく覚えている。

（定期公演で初めて観みた。主演の女優さんが綺き麗れいで、全体的にもキラキラだった）

　あの瞬しゆん間かんを思い出すと胸がドキドキして、うっとりした気分になる。

　頰ほおが紅潮して、ほんのりとした笑え顔がおになる。

　見ていた部長の目がかすかに瞠みはられ、岸川くんも驚おどろいたように息を吞のんでから、ふっと明るくなった。

　部長が、横に置いていた、書き込みだらけのノートを開く。

「──昨日とは大おお違ちがいだね。粗あら削けずりにもほどがあるけれど、まあ、見られなくはないかな。基き礎そをがっちり教え込んで磨みがき上げればさ」

　ふんふんと鼻歌交じりでノートにペンを走らせた部長が、手招きでちょいちょいと私を呼び寄せた。

　ちらっと見えたノートには、なんだか訳のわからない図形や線がびっしり。

（大きな長方形が舞ぶ台たいで、ぐねぐねしているのは……配線って書いてある……？）

　何これ。

「今、衣装係がいないんだ。ボタン付け、できる？」

「え？　ええまあ、家庭科で習った程度に」

「それじゃあ、針と糸は使えるか……まあ、衣装の繕つくろいもの程度は任せられるかな……あと洗せん濯たくとアイロンと。うちは人数が少ないから、役者もある程度裏方を担当してもらうよ」

「あ、はい」

　うわあ、スピーディーに色々なことが決まっていく。

「とりあえず、仮入部で。予選までに、僕の合格ラインに辿たどり着いて。そうしたら、正式な部員として迎むかえよう」

「仮入部、ですか」

「何か不満でも？」

「いえ……入部への道は遠いなあ、と思って」

「今のきみのレベルじゃ、妥だ当とうなところだよ。再テストをしたこと自体、破格のサービスなんだからね」

　この上から目線、いや口調が、部長だと全然嫌いや味みに聞こえない。むしろ王子様のノーブルな囁ささやきのように、聞こえないこともない。

（話の内容は全然王子様じゃないけどね……）

　部長の散らかした資料や本を寄せ集めながら、岸川くんが、笑いを嚙かみ殺す。

「部長って、一見器用そうに見えるけど」

　確かに、なんでも軽々こなせそう。

「針と糸持つと布が血で染まるタイプでしたっけね」

　あらやだ意外。
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「それで、その予選大会っていうのはいつあるの？」

「六月の半ば過ぎ。中間テストが終わってその後」

「それじゃ、まだ結構時間あるね？　二カ月くらいあるし」

　部長は職員室に用があるというので、渡わたり廊ろう下かで挨あい拶さつを済ませた。

　私は岸川くんと並んで、昇しよう降こう口へと向かう。

　こうして一いつ緒しよに歩いてみると、身長差が大きいのがよくわかる。私は高一女子の平均よりちょっと小さめだけど、岸川くんは規格外に大きいような──足して割ったら、ちょうどよくならないかな。

　生徒のほぼ全員が下校したあとの校舎は、がらんとしていてちょっと怖こわい。廊下も、いつもより広く感じる。

「ところが、そうでもないんだ。脚きやく本ほんが決まったら即そく稽けい古こに入れるけど、その間に俺ら一年は合宿もあるし、テスト期間中は部活禁止だし」

「テスト、五月の終わりからだったよね」

「うん。キャスティングして本読みして、なんだかんだ言って、本番までにトータルでひと月ちょい。計画を立ててやれば大丈夫だけど、あまり余よ裕ゆうはないかもな」

「そういうものですか」

「そういうものです。まあこういう大会は、一度経験すればなんとなく流れが摑つかめるはずだから」

　靴くつを履はき替かえたところで、思い出した。

「そうだ！　岸川くんのおかげで再テスト合格できたんだった！　ありがとう！　お礼言うのが遅おそくなっちゃってごめん」

「いや別に俺は何も」

「岸川くんがいなかったら、あのまま追い返されて撃げき沈ちんしてたかも！　ああもう、本当に感謝！　私、岸川くんと隣となりの席になれて良かった」

　感謝感激、雨あられ。

　岸川くんの両手を取って、ぶんぶんぶんぶんシェイクハンド。

（あ）

　岸川くんの手を握にぎり締しめたまま、ふとあることに気づく。

（岸川くんの手って）

　男の人の手だ。大きくて指が長くて、ちょっと乾かわいていて。

　女子特有のやわらかさが全然ない。

「ごつごつしてる」

　岸川くんが、手を引っ込めようとした。

「……ごめん、竹刀しないだこがあるから、触さわり心地ごこち悪いだろ。ガサガサだし。右手はまだましな方なんだけど、左手はもうちょっとひどい」

「竹刀だこ？　どこ？」

「見る？」

「見せて！　どれ？」

　岸川くんが、両手を開いて見せてくれる。

　うん、確かに左手のほうがマメが多いみたいだ。私、マメなんてできたことあったかな。

（小学校のころ、逆上がりの練習でできたことがあったような……）

「これ？」

「これとか、こっち。剣けん道どうだと、左手しかマメができないとか言うけど俺は木刀も使うし実じつ践せん派の流派だから、結構両方できる」

「頑がん張ばってる証しよう拠この手だね。その実践なんとかっていうの、もう長いこと習ってるの？」

「祖父じいさんが師し範はんだったから、物心ついたころからやってる。なあ。白島ってさ」

　岸川くんが、間を置くように言葉を区切った。

「何？」

「自然に褒ほめてくれるよな。前の手合わせのときもそうだったし」

「そう？」

　だとしたら、無意識だ。

「嬉うれしかったんだよ、俺。手合わせのときは正直、職員室でめちゃくちゃ絞しぼられたから」

「あー……うん、あれは場所がちょっと悪かったよね……」

　あと、本気モードすぎたことも原因だと思うけど。

「あれが手合わせじゃなくてガチの本気だったら、ニュースで流れるレベルだよね。木刀持ち出してるし、岸川くんも剣道部もふたりとも、腕うでに覚えはあるし」

　警察も呼ぶ始末になっていただろう。最悪、停学処分程度は食らっていたかもしれない。

　余談だけど、停学処分は自宅謹きん慎しんとは違ちがう。自宅謹慎は文字通り自宅から一歩も出るなってことだけど、停学処分中は、授業に出席できないだけで、学校には登校しなくちゃいけない。

　クラスメートとは別の部屋を用意されて、そこで反省文を書いたり、課題をやったりするそうだ──中学のときの先せん輩ぱい談。

「白島、観察眼があると思う。細かいところまで見てるし、観察眼があると芝しば居いの強みになる。部長のキャラだって、わりとすぐに摑んだだろ？　あの個性的な性格を」

「……そうかな」

　まだまだ充じゆう分ぶん、ミステリアスだけどな。部長って。

「再テストだって、俺が思っていたよりずっと良かった。粘ねばり勝ちおめでとう。再テスト受けたいなんて言われたときは、どうしようかと思ったけどさ」

「鶴つるの気持ちで、この御ご恩おんは忘れません」

　わざと茶ちや化かして言って、顔を見合わせて笑う。

　岸川くんはこれから道場に行くそうなので、校門の前でバイバイ。

「岸川くん。これから、よろしく」

「ああ。こちらこそ」
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「おはよ、小雪」

　家の最も寄より駅で小雪と会ったので、そのまま一緒に登校する。

　別に時間を決めているわけじゃないけど、自然と一緒になることは多い。家も近いし。

「眠ねむい～。高校生になると、通学に時間がかかるのがあれよねえ。走ってすぐに着く中学は楽だった……」

「私の家も小雪の家も小学校まで歩いて三分、中学までは走って五分」

「楽だったわよねえ」

「確かにね」

　小雪は朝に弱いので、まだ目がとろんとして眠そう。

　女子友同士だと、前もって約束して時間を合わせる人も多いけど──私も小雪も、わざわざそういうことを約束するのはニガテだ。幼よう稚ち園えんに通う前からの付き合いなので自然とタイミングが合うから、約束する必要も感じない。

「え!?　昨日岸川くんとやけに喋しやべってると思ったら、そんなことしてたの？」

　通学している間に、『演劇部に仮入部するまで』をダイジェストで話すと。

　午前中は低血圧でローテンションなはずの小雪が、機き嫌げんよくくすくすと笑い出した。

　なんか、相当おもしろかったみたい。

「うわ」

　ひゅうっと吹ふいた朝風のせいで、髪かみが乱れる。

　小雪が、背中まであるストレートの黒髪をちょっと指で払はらった。

　ヘアアイロンなしでもまっすぐなこの髪質が、私は昔から大好きだ。

　ひやっと冷たくてまっすぐで、触り心地も抜ばつ群ぐんだしね。

　癖くせっ毛の猫ねこっ毛でふわふわしている私の髪とは大おお違ちがい。

「ふふふ、一花らしーい。一回断られたくらいじゃ諦あきらめきれなかったの？　一言教えてくれれば見物に行ったのに。中庭の騒さわぎも、全然知らなかった」

「中庭のあれは、放課後だったから。短時間で終わったし」

　見物人には、先生方によってさりげなく緘かん口こう令れいが敷しかれているっぽいし。

「それにしても、入部テストの再テストねえ……その部長さんも、さぞ驚おどろいたでしょうね。ははは」

　私のこういうところがツボに入ると、小雪は時々言うけれど。

（こういうところがどういうところなのか、全然わからないんだよねえ……小雪のツボって謎なぞ）

　ラッシュで激混こみの電車に乗っている時間は、乗り換かえ含ふくめて二十分くらい。

　そのあと駅から高校までを、十分くらい、てくてく歩く。遅ち刻こくしそうな日は走る。

　でもラッシュで目当ての電車に乗れないこともあるから、結構早めに家を出るようにしている。入学早々、遅刻したくないもんね。

「それにしても、うちの高校ってそんなに文化系の部活動盛んじゃないでしょ？　運動部はそこそこのところがあるけど……あと、吹すい奏そう楽がくも毎回いいところ行くって聞くよね。一花が演劇部かあ……予想外のところ行くわね。中学校では図書クラブだったのにね」

「入部は秋から決めてたんだけどね。でも、花咲高校に受かるかどうか微び妙みようなラインだったから」

「一花、いきなり第一志望変えたもんね。はあん、そういうことだったか」

「そういうことでした」

　小雪は私と違い、最初からこの学校が第一志望だった。

　彼女の高校選びの基準ははっきりしていて、まず第一に通いやすいこと──近すぎても遠すぎても駄だ目め。乗り換えが面めん倒どうでなくて、そこそこ寄り道できる距きよ離りがベストとのこと。

　第二に、制服が好みであること──三年間着ることになるので、制服は確かに割合重要かもしれない。

（確かに、うちの制服は可愛かわいいし）

　そのあと細かい条件がいくつかあって、それに全部当てはまったのが花咲高校だったらしい。

　私としても、高校が通いやすいのは助かる。

　小雪の選んだ通り花咲高校は制服以外にも校則があまり厳しくなく、自由な校風だ。

（まあ、一部、自由すぎる人もいるけど……）

　校門を通って、生徒が大きな校舎の中に吸い込まれていく。

　早めの時間帯に登校してくるのは、朝練のある生徒たち。その次が、電車通学の生徒たち。

　自転車通学の生徒は、わりとぎりぎりの時間帯が多い。

「ま、お互たがい合格して良かったけどさあ」

　小雪が、意味ありげに語ご尾びを伸のばす。

「──演劇部って、変人揃ぞろいだって噂うわさ、聞いたことあるんだけど」

「……少なくとも、ちょっと変な人にはもう会ったよ……」

　喋りながらゆっくり歩いてきても、もう校舎の手前。

　同じ制服を来た生徒たちが、不思議なものを見た、というように首をひねる──か、あるいは見なかったふり。

　──何だろう？　何かあるのかな？

　気になって、ちょっと視線を皆みんなが避さけている方角へ向けてみる。

（──朝から何をやってるの、あの部長は……！）

　内心、頭を抱かかえたくなった。

　小雪が私の方を見ずに、それを凝ぎよう視ししながら小さく言う。

「あれ誰だれ。何してんの」

「噂の、演劇部の部長さん」

　さらっと答えると、噓うそでしょ、という顔をされたので黙だまって頷うなずき返す。美人なのに変人、変人なのに美人、という言葉が脳のう裏りを駆かけ巡めぐっているのだろう。

（小雪、常識はずれな人は嫌きらいだからなあ……）

　今の部長に対しては相当な葛かつ藤とうがあるはず。

　私も小雪も、他ほかの生徒たちも、校舎正面にある一点に視線が釘くぎづけ状態だ。

　校舎脇わきの木の下で、部長が髪を振り乱みだして自分の世界に没ぼつ頭とうしている姿は、鬼き気き迫せまるものがあったから。

（部長が木の下にいるならもっとこう、爽さわやかな風ふ情ぜいを漂ただよわせるとか、せめて物もの憂うげに読書しているとかにしておいてほしかったなあ……）

　胡坐あぐらをかいて地面にじかに座った美び貌ぼうの部長は目を血走らせ、膝ひざの上に広げたノートに一心不乱に書き物をしていた。あの様子だと、たぶん寝ねていない。

　何故なぜ木の下で。

　何故書き物を。

　何故そんな鬼気迫る雰ふん囲い気きで。

（妖よう怪かいじみているとまでは言わないけど、どうしても、普ふ通つうの人間っぽさからは外れているんだよねえ……色々と）

　目の下にはくっきりと隈くまが浮うかんでいるにもかかわらず、相変わらずの美貌なだけに、もう少しＴＰＯというものがほしい。

　どこかで売ってるかな、ＴＰＯ。グラムいくらくらいだろう。

　生徒たちの中で、部長からあからさまに目をそらして動どう揺ようしながら歩いていくのが一年生、華か麗れいにスルーしているのが二、三年の先せん輩ぱいたちだろう。

（さすが、先輩たちは部長の奇き行こうに慣れている……）

　小雪はそうもいかない。

　松ノ木部長に対しては、私のほうが、ほんのちょっとだけ免めん疫えきがある。数日分だけど。

　それから、不自然にお互い黙りこくったまま、下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえる。

「──今からでも考え直さない？　平和な女子高生が、なんでわざわざ変人の巣に飛び込む必要があるの」

「考え直さないよ。私は、演劇部に入りたくてこの高校に来たんだから」

　廊ろう下かで岸川くんとも行き合って、その苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたみたいな表情から、

（岸川くんも部長を見ちゃったんだ……）

　とわかった。

　廊下を歩いて教室に入る寸前、小雪がゆっくりと口を開いた。

「ねえ、一花。もう一回、考え直……」

「さないってば」
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　扉とびらを開けるとそこは、物置だった。

　というのが、全然言い過ぎではない──むしろ、物置という形容は私的に、最大限の好意を払った表現だ。オブラートに包んだというか、精せい一いつ杯ぱい気を遣つかったというか。

　埃ほこりっぽい匂においに、思わず鼻の頭に皺しわを寄せる。

「どうぞ」

　岸川くんが扉を押さえたまま、私に中に入るように促うながす。

「ありがとう。お邪じや魔まします……」

　制服姿で鞄かばんを持ったまま、私はおずおずと部室の中へ足を踏ふみ入れた。

　部室棟とうは文字通り部室が並んでいる別べつ棟むねで、教室棟と比べて日当たりが悪くて狭せまい。

　部屋の中は、紙類や、得体の知れない何かを詰つめ込んだ紙かみ袋ぶくろやビニール袋で床ゆかも壁かべも埋うめ尽つくされている。

　よし、とりあえず腐ふ臭しゆうはしない。

「獣けもの道みち並みだけど、一応通り道はあるから。好きなところに鞄を置いて。時々雪崩なだれが起こるから、そのときは素す早ばやく退たい避ひしたほうがいいよ。どこに何があるかは部長が把は握あくしているから、なるべく物は動かさないこと」

「鞄を置く、努力はしてみるけど……」

　床から私の目の高さくらいまで、そこら中に紙の束が山になっていて、足の踏み場もない。

（ちょっとでもバランス崩くずしたら、遭そう難なんする……！）

　鞄を置くのは諦あきらめて、胸に抱え直す。私の身長では、ここで生き抜ぬくのはかなり厳しそう。

「ここ、何…………？」

「部室」

　噓だあ。

　パッと見の第一印象は物置だけど、一番近いのはあれかな。

　一度足を踏み入れたら生きて出られることはない、と都市伝説で有名な。

「……富士の樹海……？」

　そばにあった紙袋の中をそっと覗のぞいてみると、中には脚きやく本ほんをプリントアウトしたらしきものがぎゅうぎゅうに詰め込まれているみたいだった。むしろ圧縮されているみたいな気もする。

　いつかこの部室は、重みで床が陥かん没ぼつするんじゃないだろうか。

「あと、部室の鍵かぎは基本的に部長が持っているから。何かあったら部長のクラスへ行って。部長が捕つかまらなかったら職員室だけど、顧こ問もんは幽ゆう霊れい先生だから」

　幽霊先生、という言葉の響ひびきに、ちょっと笑う。

「ああ、幽霊先生ね」

「あ。その顔だと、幽霊先生の噂、もう聞いたんだ？」

「うん。幽霊みたいに気配のない、ほとんど誰も顔を見たことがない先生なんでしょ？　だから幽霊先生」

「え？　もうすぐ幽霊になりそうな爺じいさん先生だからじゃなかった？　棺かん桶おけに片足突つっ込んでる系の」

　当の幽霊先生ご本人を、私たちは見たことがない。だって幽霊先生だから。

「あれ？」

　私と岸川くんは顔を見合わせる。

「どっちなの？」

「どっちもかな？」

「部長って、クラスどこ？」

「二─Ｂ」

　あの人、普通の授業はまじめに受けているのかな。全然想像つかないけど。

「大たい抵ていの部員が、ここはまあ、集合場所程度にしか使わない。着き替がえはロッカールームのほうが広いし」

「うん。そうだね」

　男女別に共有するロッカールームがあるから、体育の授業のときは女子は大抵そこで着替える。男子は今のところ、教室でそのまま着替える派が多い。

「ところで、なんで鞄置かないの？」

　ずっと鞄を抱えているから、変に思われたみたい。

　置かないんじゃなくて、置く場所が見つからないだけです。

「場所が、見つからなくて」

「貸して」

　岸川くんが、壁かべ際ぎわの棚たなの上にスペースを見つけて、鞄を置いてくれた。

「ありがと。ところで、岸川くんと部長さん以外の部員って、まだ見たことないんだけど……全員二年生？　三年生もいる？」

「ええと……二年に音おん響きよう担当と、照明担当の先輩。それと、一年にあとひとり。三年はいないんだったかな」

「本当に少ないね」

「今のところ、白島入れて六人。役者勢が去年揃そろって卒業しちゃったからね。白島が入ってくれなかったら、予選大会の参加は厳しかったかなあ」

　トントントン、と開けっ放しの扉をノックする音が聞こえる。

「おーい、演劇部」

　振ふり向くと、見慣れない人が扉にもたれかかるようにしてこちらを眺ながめていた。

（知らない……ううん、この顔は知ってる──誰だれだっけ）

　入学式のあとの新入生歓かん迎げい会かいで、挨あい拶さつをするために壇だん上じように立った瞬しゆん間かん、あまりの恰かつ好こ良さに女子から黄色い悲鳴が上がった人だ。

　今も首や腰こしにアクセサリーをじゃらっとつけて、ツーブロックの髪かみをブリーチしてワックスでつんつんに固めて、ある意味誰よりも自由に高校生活を楽しんでいるように見える。

「確か……五十嵐いがらし生徒会長！」

「そうだ。大変良くできました、と言ってやりたいところだが……人をそういう風に指さしていいと思ってるのか？　うん？」

　笑いながら室内に入ってきた生徒会長に一気に壁際まで追い詰められて、心臓が飛び上がるくらいびっくりする。恰好良さというよりは、その迫はく力りよくに。

「ひゃっ！」

　しかもこの部室狭いから、逃にげ場がない！

（なんでこの人、この部室をすいすい歩けるの！　演劇部でもないのに！）

「す、すみません、失礼しました！」

「ん。よろしい」

　そのまま、五十嵐生徒会長に頰ほおを、ふに、と摘つままれる。

「柔やわらけ～。良い触さわり心地ごこちだなぁ。一年の女子か。名前は？」

「へぇ～ふみの、ひろひまいちふぁでふ」

　頰ほっぺたをうりうりされたまま答えたので、変な感じになった。

　すごい。

　なにがすごいって、初対面なのに頰に触られて、全然嫌いやな感じがしないところが。

（恰好いいから？）

　一瞬そう考えたけど、違ちがう。

（……ぬいぐるみみたいに扱あつかわれているからだわ）

　あるいは、道みち端ばたで猫ねこに会って、思わず構ってしまった、くらいのスタンスっぽい。

　て、私は猫か。

（全然頰っぺたが解放されない。岸川くん、助けて～）

　と目線を送ると同時に岸川くんの、生徒会長よりも落ち着き払はらった声が割って入ってきた。
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　絶対に絶対に、岸川くんのほうが生徒会長より精神年ねん齢れいが上だ。

「……生徒会長。うちに何か用ですか」

「えー。もうちょっと遊ばせろよ。お。お前、例の新入部員だろ。入学早々剣けん道どう部の道場破りしたっていう」

「別に道場破りしたわけじゃありません。部長が勝手に言い出したことですし、一応止めたんですよ。まあ、それでおとなしく引き下がってくれる相手じゃないんで……あのあと職員室で、三人揃ってこってり絞しぼられましたから」

「三人？」

「部長と俺と、剣道部の部長も」

「まあ、そりゃそうか」

　生徒会長が納なつ得とく顔で頷うなずいて、岸川くんがため息をつく。

　中庭でいきなり、しかも木刀使って真剣勝負を始められたら、先生たちも怒おこるしかないと思う。そういう練習のために体育館とか武道館があるんだし。

「生徒会室にも苦情が届いてたぜ。あいつは所構わずなんでもやるから、巻き込まれないようにしないと、この先苦労するぞ」

「もうすでに手て遅おくれのような……それより、白島返してください。生徒会長が堂々とセクハラもどきをしていいんですか。それと、部長はまだ来ていないのですが」

「あー、うん、別にいいよそれは。俺は連れん絡らく事じ項こうを通達しに来ただけだから気にするな。あいつがいたらいたで、話がややこしくなるだけだし」

　俺って優ゆう秀しゆうな生徒会長、と五十嵐生徒会長が胸を張っている。

　なんか、まじめなんだかテンションが高いんだかよくわからない先せん輩ぱいだ。

「はあ……」

「演劇部は、今学期いっぱいで廃はい部ぶが決まったから。それを伝えに来ただけだしさ」







　相変わらず開きっぱなしの扉とびらの向こうで、バサ、と荷物を取り落とす音が聞こえたと同時に、室内が凍こごえるくらいに寒くなる。

「廃部………………………………？」

　部長の背後に髪を波打たせる怒いかりのメデューサが見えたのは、私だけじゃないだろう。

　部長が、本当に妖よう怪かいじみてきた。




　　　　＊




「廃部だなんて冗じよう談だんじゃないよ！　僕の嫁よめを引き離はなしてどうするつもり!?　この冷血生徒会長！」

「司の嫁えんげきぶは金がかかり過ぎんだよ！　舞ぶ台たいの照明つけただけで電気代が跳はね上がる上に輸送トラックのレンタル代だの脚きやく本ほん使用料だのと！　次から次へと部費を喰くい荒あらしやがって、この金喰い虫が！」

「脚本はオリジナルで節約してるよ！　嫁に金かけて何が悪いんだい、尚なおくん！」

「高校生にもなってその呼び方はやめろ」

　部長と生徒会長が火花を散らし合っているのを、私は茫ぼう然ぜんと眺めていた。逃げようにも、この部室内では逃げ場もないし。

　同じく逃げようのなかった岸川くんに向かって、ちょいちょいと手招きする。

　気づいた岸川くんが屈かがんでくれたので、ちょっと背せ伸のびして耳打ちする。

「尚くん？」

「生徒会長の本名、五十嵐善よし尚なお」

「あのふたり、知り合いなの？」

「幼なじみなんだってさ」

　幼なじみ。

　私と小雪みたいな感じかな。

（仮入部したばかりで廃部は困るな。苦労してやっと仮入部できたのに）

　そう思っていたのが、表情に出ていたみたい。

　岸川くんが、軽く頷く。

「俺も一応困る。これから先、部長にみっちりと芝しば居いの稽けい古こをつけてもらう予定だったから」

「部費がどうとか言ってるけど、演劇部ってお金かかるの？」

「ピンキリだけど、でかい額が飛んでいくのが舞台の設営に照明や音響の装置に電気代、舞台装置の搬はん入にゆう搬出にかかる車代、会場への交通費……衣装とか細かいのを入れればまだまだあるよ」

「充じゆう分ぶんわかりましたもういいです」

　ひそひそ囁ささやき交かわしている私たちの目の前で、部長と生徒会長の舌ぜつ戦せんも続いている。

「学校として全体的に、部活動の縮小を図はかることになったんだ。仕方ないだろう」

「だからといって、生徒の意思を無視していいと思っているのかい！　それでも生徒の代表なのかい！」

「お前んところがダントツで部費をむしり取っていってる率高いんだぞ!?」

「生徒の希望も通せないなんて、能無しもいいところだね。生徒会長の名が泣くよ」

　ハッと部長が冷れい笑しようすると、生徒会長のブチッと切れる瞬間がはっきりと見えた。

「そっちこそ、あらかじめ渡わたした部費の中でやりくりしやがれ！」

「できる限りの節約はしているよ！　もともと雀すずめの涙なみだくらいの部費しかくれないんだから仕方ないじゃないか！」

「だったらいっそプロの劇団に入れ！　部活に多大な期待をするな！」

「僕は高校生の今だからこそできることを大切にしてるだけだよ！　そっちこそ、生徒会長なら部費を増やすとか弱小部を擁よう護ごするとか、もっとまともな行動取れないの!?」

「こっちの気も知らずにお前この野や郎ろう……！」

「知らないさ！　僕は一いつ介かいの演劇部部長に過ぎないもの！」

「よーし、そこまで言うなら考えがある」

　喧けん々けん囂ごう々ごうのやり取りの末、息切れしながら五十嵐生徒会長が宣言する。

「今度予選大会があるよな。そこで優勝してみせろ。文句のつけようがないくらいの好成績を叩たたき出せたら、特例で存続を検討してやる」

「予選大会優勝──ああ、いいとも。もちろん、受けて立つよ！」

　メラメラと燃える部長と生徒会長を交こう互ごに見つめ、私はおろおろすることしかできない。

（予選大会で!?　優勝!?　本当に!?）

　岸川くんは片手で口元を覆おおい、ため息をついていた。

「まじかよ……役者勢はあらかた卒業してるし、白島入れて部員は六人しかいないってのに」

　般はん若にやの形相の部長が、バッと私を振ふり返る。

「そうと決まれば人員確保！　白島さん、大急ぎで基き礎そをクリアしてもらうよ！　超ちよう特急でいくからね、覚かく悟ごして！」

「あ、はい、えと、頑がん張ばります！」

　ひとり冷静な岸川くんが、ぼそっと呟つぶやいた。

「いや、どう考えても無理だろ」




　　　　＊




　授業と授業の間の休きゆう憩けい時間は、お喋しやべりタイムだ。

　私の前の席に、小雪が向かい合うように座っている。

「ていうことになってね。昨日は大変だったの」

「──私は、本当に大変なのは、これからだと思うわよ。予選大会なんて、新人がそうそう突とつ破ぱできないわよ。大だい丈じよう夫ぶなの？」

「うーん……近きん隣りんの高校七校で一ブロックだって言ってたから、七校中トップにならなくちゃいけないってことだよね……」

　小雪が朝コンビニで買って来た新作のジュースを一口味見させてもらいながら、私は軽く頷いた。

　うん、メロンミルク、メロンの味が濃のう厚こうでおいしい。教室にもメロンの香かおりが漂ただよっている。

　時間が経たっているので、さすがにちょっと温ぬるめだけど。

「六月の話だし……まあ、なんとかなると思うよ」

「私は、なんとかならないと思うわ」

　小雪の言葉が、予言めいていて怖こわい。

「一花、身体からだは平気？　動きがカクカクして変よ？」

　私は苦笑いした。

「こうして座っている分には、大丈夫なんだけどねえ……」

　肩かたがバキバキして、足もビキビキする。

「階段、つらいね。駅の階段、死ぬかと思った……」

　小雪があきれたように首を振る。

　だって全身筋肉痛で、歩くのもしんどいんだもの。朝、ベッドから起き上がるのにも一苦労だった。見かねたママが引っ張って起こしてくれたくらい。

「ちょっと一花さあ、基礎練だけで筋肉痛になっちゃって、ホントに大丈夫なの？」

「演劇部なめてた……柔じゆう軟なん、発声、ランニング、早口言葉にストレッチ……これ全部毎日やるんだって。もうさ、もはや運動部じゃない？　この運動量」

「演劇部って、走る文化部って呼んでた人いるわよ」

「その通りだよ。他ほかにも喜き怒ど哀あい楽らくの表情や感情作ったり、サシミになったりするの。演劇に必要な体力って、相当なものだねえ」

　小雪が机の上で身を乗り出す。

「え。ちょっと待ってちょっと待って、サシミって何。いきなり魚屋っぽいんだけど」

「舞台で役者同士が重ならないように、わざと斜ななめになるフォーメーションなんだって。うち、サシミになるくらいの人数いないけど基本だから覚えておけって」

　姿勢よく座っているのもつらいから、教室の机にぐでーっと突つっ伏ぷす。

　休み時間ごとに少しでも休んでおいて、放課後の練習に備えておかなくちゃ。またあの基礎練フルコースが待っていることだし。

「ただでさえ一花は初心者だっていうのに、容よう赦しやないわね」

「そりゃまあ、時間ないからねぇ……」

　昨日から始まった部長の特訓は、本当にスパルタだった。

「一花、運動神経もそんなに良い方じゃないのに……続けるの？」

「続けるよ。部長がね、演劇のことになると人格が変わるのよ。鬼おにだよあれは。鬼。舞ぶ台たいは僕の嫁よめってしょっちゅう言ってるし」

「いきなり何。あの先せん輩ぱいが変なのは、重々承知してるでしょうに」

「だぁって～……基礎練できるようになるまで、脚きやく本ほんお預けなんだよ？」

　まあ、まだ脚本が完成していないというのもあるけど。

「生殺しって感じ～……」

　机の上で力ちから尽つきた私を、小雪が南な～無む～、と拝むしぐさをした。

「授業が始まるまで、成じよう仏ぶつしてなさい」




　　　　＊




　お腹なかがぷるぷるする。

「……せーの！」

　勢いをつけて掛かけ声をかけるけれど、私のお腹はぴくりとも動かない。

　そばで黙もく々もくとウォーミングアップしていた岸川くんが、目を丸くする。

　廊ろう下かでウォーミングアップするとさすがに床ゆかが固くて痛いので、ヨガ用のマットを借りている。こういうものは、部室を発はつ掘くつするといくらでも出て来る。

　ある意味宝の山？

「……白島、まだ腹筋できないの？」

　仰あお向むけになった状態からお腹に力を入れて起き上がろうとするんだけど、うまくいかない。誰だれかに足を押さえていてもらえれば、何回かはできるようになったんだけどな。

「腹筋って、昔っから苦手で……背筋ならそこそこできるんだけど」

「やってみ」

　体をくるんとひっくり返してうつ伏ぶせになると、岸川くんが片手で足を押さえてくれた。

「いくよ？」

　よ、と勢いをつけてそっくり返ると、上半身は綺き麗れいに持ち上がる。

　それなのに、なんで腹筋はできないんだろう。

「ああ、わかった。白島は、腹筋のやり方がわかっていないだけだ。筋肉がないわけじゃないから、コツさえわかればできるようになるよ」

「それ、本当!?」

「本当、本当。そのためにも、まずは腹式呼吸をしっかりしないと。発声の基本だから」

「うん、頑張る！」

　部長特製のトレーニングメニューを、頑張ってこなしていく。

　その部長は、用があるとのことでまだ渡わたり廊下に来ていない。

　発声練習は、まず『アメンボ赤いなあいうえお』で始まるあいうえおの歌や、『ういろう売り』を覚えることから始まる。

　いわゆる長台詞ぜりふというやつで、これがめっちゃ長い。全部は一いつ遍ぺんには覚えきれないので、最初はプリントしたものを持ち歩いて覚えるのが部長曰いわく『演劇部あるある』らしい。

　ういろう売りはゆっくりと喋ると滑かつ舌ぜつを良くする練習になり、早口で読めば早口言葉にもなる。

「大体、さあ」

　傍そばで腕うで立たて伏せを始めながら、岸川くんが訊きく。

「白島はなんでそんなに演劇部に入りたがるんだ？　今まで舞台に立ったことは？」

「ないの」

　ドラマとか映画とかアニメとかを観みるだけの、完かん璧ぺきな観客サイドだったんだけど。

　でもね。

「公演を観たの。去年の秋に。『Ｌ・グレイの肖しよう像ぞう』やったでしょ。女優さんのひとり芝しば居いで」

「ああ、文化祭の定期公演？」

　女優？　と、岸川くんが小さく呟いた。

「岸川くん、観てない？」

「……いや、観たよ。ていうか、楽屋の手伝いに入ってた。人手が足りないっていうから」

「私は最初、ここを受けるつもりはなかったの。私のランクでは合格圏けんぎりぎりだったし。でも小雪がここを第一志望にしていてね、下見ついでの文化祭に誘さそわれたの」

　小雪の従兄いとこが当時の三年生だったから、小雪は校内案内もしてもらっていた。

「私はそこまで付き合うつもりはなかったから、暇ひま潰つぶししようと思って、ふらっと体育館へ入ったの」

　それがまさに運命の分かれ道だった。

　アイルランドの劇作家オスカー・ワイルド原作をアレンジしたひとり芝居。主役の青年ドリアン・グレイを美女レディ・グレイに置き換かえたせいか、クラシックな雰ふん囲い気きの漂う華はなやかなお芝居だった。




　レディ・グレイは己おのれの美しさを武器に、やりたい放題の放ほう埒らつな人生を送っている。不思議なことに、彼女はいつまで経っても、どれだけ乱れた生活をしても老いることがない。いつまで経っても若く美しいまま。

　レディ・グレイはある画家と契けい約やくして、自分の代わりに、画家の描えがいた肖しよう像ぞう画がに年を取らせていたのだ。

　彼女が男たちを手ひどく振ふったり、もてあそんだりすると、肖像画のグレイは醜みにくく変化してゆく。彼女が生きた分だけ、肖像画は次し第だい次第に年老いていく。

　醜い肖像画を嫌きらった彼女はある夜、肖像画を壊こわそうとするが──翌朝発見されたのは、恐おそろしいまでに美しいレディ・グレイの肖像画と、醜い老ろう婆ばの無残な亡なき骸がらだった──。




　物語自体のおもしろさにも引き込まれたけど、何よりインパクトが強かったのは主役のレディ・グレイの綺麗さだ。

　襟えりの詰つまったドレス姿も、とっても似合って日本人には見えなかったくらい。すらっとしていて、歩く姿も優ゆう雅がで。

「レディ・グレイの謎なぞめいた美び貌ぼうも、作品にすごくよく合ってたし。何より、ひとりでお芝居しているのに、相手がいるみたいに見えたのが不思議で不思議で。それと、感動したのがカーテンコール！」

「カーテンコール？」

　岸川くんが首をひねる。

「何か特別なことしたっけ？　いつも通り、普ふ通つうにお辞じ儀ぎしただけだったような……？」

「女優さんの他ほか、黒い服を着た人たちがいっぱい舞台に出て来て、一列になってお辞儀したでしょ」

「ああ、そうそう。裏方もね」

「それがすごく素す敵てきだったの」

「え？　挨あい拶さつが？」

「ううん」

　もどかしくて、私はちょっと子供みたいに首を振る。

　あのときの気持ちを伝えるのは、とても難しい。

　でも、知ってほしい。

　私がどれだけ感動したか。

「舞台はちょっとラストが怖こわい話で、全体的にもミステリアスな雰囲気だったけど、カーテンコールは明るくて、皆みんなにこにこしながら舞台でお辞儀して、お客さんも拍はく手しゆいっぱい送ってたでしょ？」

　今でも鮮せん明めいに思い出せる、あの光景。

「皆晴れやかな表情をしていて、やりきった感っていうのかな。なんて楽しそうなんだろうって羨うらやましくなるくらい充じゆう実じつした感じでね、キラキラしてた」

「舞ぶ台たいが？」

「舞台も、舞台に立っている人たちも。スポーツの試合やってる選手って綺麗でしょ。スポーツ以外にも、一いつ所しよ懸けん命めいやっている人たちって、私には綺麗に見えるの。その中でも、カーテンコールのキラキラは格別だった」

　やり切ったよ、と舞台の上から伝えて。

　おもしろかったよ、と客席から応こたえる。

　何でもないシンプルなやり取りのように思えるけど、その陰かげにはすごい努力が隠かくされている。

　この部に入ったら、とても素敵な秘密を教えてもらえるような気がする。

　舞台に関かかわる人しか知らない、とっておきの秘密を。

　胸が温かくなって、同時に魅み了りようされた。

　一いつ瞬しゆんで、花咲高校の受験を決めたくらいに。

「私も同じ場所に立ちたいと思って。それからは猛もう勉べん強きようだったよ。もうちょっと下の高校が元の本命だったから、急に志望校変えるって言ったら親も担任の先生も驚おどろいていたし」

　これが偏へん差さ値ちをいきなり10とか20とか上げなくちゃいけないとなったら、早々に諦あきらめていたかもしれないけれど。

「手の届く範はん囲いだった。ちょっと頑がん張ばれば大だい丈じよう夫ぶな範囲で、絶対に無理な条件っていうわけじゃなかった」

　受験戦争は、中学生が味わうリアルな競争社会だ。

　受験までの数カ月。

　綺き麗れいごとでは済まない、現実との闘たたかい。

「この部に入るっていう目標があったから、頑張れたの」

　だから私は。

「腹筋ができないくらいじゃ、へこたれないの」

　ストレッチでぐぐっと腕うでを伸のばしながらそう言うと、とっくに基き礎そ練を終えていた岸川くんが、ふっと小さく微笑ほほえんだ。

「──うちの部長ってさ。見た目ああだろ？」

　いきなり話が変わったので、反応するのが一瞬遅おくれる。

「……え？　見た目？」

　構わずに岸川くんが続けた。

　確かに、超ちようのつく美形だけど。

「芝居に興味もない女子が、部長目当てでまとわりつくことも多いみたいなんだ。部長は芝居に興味ない相手にはとことん冷れい淡たんだから、割合早く決着がつくんだけど」

「そうなの？　美形には美形の苦労があるんだねぇ」

　美形じゃない悩なやみっていうのはあると思うけど、美形は美形で大変らしい。

　岸川くんが、何故なぜか声を殺して笑っている。

「白島って結構気が強いっていうか、負けん気が強いっていうか……見た目はふわふわしてんのにな」

「そう？　……それ、褒ほめてる？　けなしてる？」

「ん、褒めてる褒めてる。見直したっていうか……うん」

　岸川くんが大きな手を、私の頭にぽんと乗せた。

「頑張れ。応おう援えんするから」




　　　　＊




　ちょっとして、慌あわただしく部長がやってきた。

「あ、部長。部長？　どこ行くんですか？」

　渡わたり廊ろう下かを突つっ切って階段を少し下り、そこでいきなり立ち止まった。

　くるっと回転して戻もどって来る。

「お疲つかれさまです。あの……本当に疲れてます？　大丈夫ですか？」

　部長の様子が、なんだか変。いつも変だけど、今日はさらに輪をかけて変。

「……ああ、うん。お疲れさま……」

　会話もワンテンポずれてるし、ぼんやりしているみたい。

（風邪かぜで、熱があるとかかな？）

　心配になって、声をかけようとする。

「あの、部長」

　それを、岸川くんがそっと止めた。

「白島、静かに」

「え？」

「部長が芝しば居いに入りかけてる。そろそろ脚きやく本ほんができるころだし、企き画かくを立てたの部長だし。作品世界に入りかけてる顔だ、あれは。邪じや魔ましないように、そっとしておいたほうがいい」

　部長からちょっと離はなれたところで基礎練を続けてると、不意に部長が動いた。

　渡り廊下の真ん中に立ち、ふっと小さく息を吐はき出して顔を上げる。

　その途と端たん、部長の周りの空気が一変した。

「あ」

「ほらな」

　岸川くんに言われて、小さく頷うなずく。

（顔つきが違ちがう）

　冷たく険しい表情をして、私たちのほうを見てる。

（怖い）

　思わず、ぞくっとした。

　立っている姿勢からして、いつもの部長と違う。その部長が、岸川くんを見てにやりと唇くちびるを歪ゆがませた。

「──かかってくるがいい、小こ僧ぞう。お前ごとき、この俺が喰らい尽つくしてくれるわ……！」

　低い、低い声。いつもの部長の声じゃない。

　渡り廊下に響ひびき渡り、私のお腹なかの底にまでビリビリと響く。

（なんて声量なの）

　マイクを使うよりも迫はく力りよくがあって、空気が震ふるえる。

　この声を、ひとりの人間だけで出しているのかと思うと、圧あつ倒とうされてしまう。

「たかが人間のくせに、邪魔だ。その能力を人間が持っているなど目め障ざわりだ。お前たち人間は、この俺の力に恐おそれおののいていればいいのだ…………！」

　部長が何者を演じているのかはわからない。でも、感情はひしひしと伝わってくる。

（悲しくて、怒おこってる……）

　もしかしたら、泣いているのかもしれない。

　それくらいの哀かなしさを、全身から[image: ]ほとばしらせている。

「二度と俺の前に姿を現さぬよう、今すぐ喰らい尽くしてやる……！」

　少しでも離れることが寂さびしいと、台詞せりふに出さずに訴うつたえて来る。その激しい情熱の波。感情の嵐あらし。

　それが目の前で生み出されている。目まの当たりにしている。

（この感じは知ってる──覚えてる）

『Ｌ・グレイの肖しよう像ぞう』を観みていたときと同じだ。

　観ている私が、丸ごとすっぽり飲み込まれてしまいそうな感覚。

　あまりの気き迫はくに、頭がくらくらしそう。

　すると、部長がぱっといつもの部長に戻った。

　あの迫力たっぷりの気配が綺麗さっぱり消えて、ぶつぶつぶつぶつ口の中でなにかを呟つぶやいている。

[image: ]

「違うな、これは僕じゃないな……こっちを敬介にやらせて僕があっち……どうかな。バランス取れるかな。ふむ……一応そっちで進めてみて、それから決めるか」

　いつもの顔で、部長が私たちを振ふり返る。

「ん？　どうしたんだい、ふたりとも。そんな隅すみっこに固まって。何かあった？」

　そりゃあ、何かあったっていうか、そのおおもとは部長ですが。

「僕はちょっと打ち合わせしたいから、お先に失礼するよ。じゃあね。基礎練頑張ってね」

　さっさと部長が姿を消してしまったので、残された私たちはしばらくの間、茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「──脚本制作、難航してるって言ってたけど……」

　さすがに岸川くんも、呆あつ気けに取られている様子だ。

「──あの役、俺がやるの？　あれ何だ？　絶対人間じゃないよな」

　悩み始めた岸川くんの横で、私は頷くことしかできなかった。

「……脚本、早くできるといいね」

　これ以上、部長が奇き行こうを重ねないうちに。




　それでも。

（あれだけの空気を、一気に出せる人なんだ……）

　激しい熱の、余よ韻いんが残る。

（部長って演出家だと思ってたけど、役者としてもすごい人なんだ……！）

　脚本をもらって憧あこがれの舞ぶ台たいに立つことが、ますます楽しみになった。

　うん。

　頑張るぞ！
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　地元県から離れて、ただいま、軽かる井い沢ざわ。

　大型バスから降りると、辺りは瑞みず々みずしい空気で満ち満ちていた。

「さすがだね！　空気密度が濃こいっていうか、緑の匂においがする！」

　すーっと深呼吸をすると、胸の奥まで爽さわやかな良い匂い。

　見み渡わたす限りの緑、緑、緑。

「オリエンテーション合宿で、軽井沢に連れてこられるとは思わなかったわねぇ」

　小雪も、目を瞑つむって深呼吸を繰くり返している。長時間バスの中にいたから、全身に吹ふきつけてくる新しん鮮せんな風は本当に気持ちいい。

「軽井沢って、来るの初めて！　やっぱりちょっと涼すずしいっていうか、寒め？」

「ね、空気が違うわね」

　来る途と中ちゆうバスの中から見た感じだと、軽井沢は森だ。大きな森の中に小さな家を造って、人がそっと住み着いている感じ。

「一花。まずは部屋に行って荷物置こう。それから、レクリエーションするんだったかしら」

　ペラペラのしおりを手に、私が答える。

「そうみたいだよ」

　中学校の修学旅行と違って、高校の合宿は、いちいちクラスで内容について話し合ったりしない。班決めも出席番号順だし、日程表を渡わたされて、即そく行動という感じ。

　宿しゆく泊はくする施し設せつは真っ白な壁かべのコテージで、一部屋に四人ずつ部屋分けされている。

　同じ部屋の女子四人と、階の違う男子四人の合計八人で一班。岸川くんも同じ班だ。

「わ、小雪、見て見て！　お部屋、二段ベッドふたつだよ。可愛かわいい！」

「あ。本当だ、可愛い。シャワーもついているし、ビジネスホテル並みね」

　同じ班のヒロミちゃんとアヤちゃんも、予想以上に部屋が可愛くて嬉うれしそう。軽井沢って、こういうちょっと洋風のナチュラルテイストがよく似合う。

「ねー、白島さんと笹ささ本もとさん、どのベッド使うー？」

「ジャンケンで決めよう、ジャンケンで」

　窓まど際ぎわの二段ベッドの下が私で、小雪が上に決まった。

「さー、着き替がえたらレクリエーション。私たちの班は何をやるんだっけ」

「アスレチック巡めぐり」

　あらかじめ決めておいたレクリエーションが湖でのカヤック体験とかボルダリング体験とかじゃなくて、本当に良かったと思う。

　私達の班が選んだアスレチック巡りもそこそこ体力を使うけど、少し肌はだ寒ざむいくらいの軽井沢の森の中なので、かえって気持ちいいだろうと思う。

　ただ。

　ひとつ、問題があって。
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「小雪～……あのね、今気づいたんだけどね」

　情けない声を上げながら、私は太いロープにしがみつく。

「なあに？」

「──筋肉痛でやるアスレチックってつらい」

　だろうね、と軽々と一足先に行きながら、小雪が頷うなずく。小雪は運動はそんなに好きじゃないけど、特別運動音おん痴ちでもない。

「一花、まだ筋肉痛治ってないもの」

「うう～……筋肉痛プラス長時間のバス移動が悪かったのかも」

　ほかの皆みんなみたいにわあわあ元気にやる気力もないから、ほぼ全部のアスレチックを、這はうようにして最低限の体力で攻こう略りやくしていくしかない。

　それでもまじめに取り組んでしまうのは、生まれ持った性格なんだろうな。

「見学してれば良かったのに。まじめにやらなくたって、誰だれも責めやしないわよ。レクリエーションなんだし」

「それはそうだけどさ……せっかく来たんだから、楽しみたいなと思って」

「まあ別にいいけど。軽井沢のアスレチックって、結構レベル高いのね」

　よ、と勢いをつけて頂上に登った小雪が、私に頑がん張ばれ頑張れと声せい援えんを送ってくれる。

　ヒロミちゃんたちは、きゃあきゃあ言いながら遊んでいる分、アスレチックの進み具合は私と似たようなものだ。

「良かった。ひとりで足手まといになってたら困るもの」

「一花を置いて行きはしないから安心して、とにかく登って来なよ。何かロープに摑つかまっているっていうより、絡からまって遭そう難なんしているみたいに見えるわよ？」

「ええええ!?　それは嫌いやだ、恰かつ好こ悪すぎる」

　慌あわてて頂上に登ろうとするのだけれど、腕うでもなかなかつらくて、思うように身体からだが動かない。

　とっくに別の、もっと難易度の高い、空中アスレチックに移っていた男子たちが走り寄って来た。

　私より背が高くて体も大きいのに、びっくりするくらい身軽に動く。

（──どういう仕組みになってるんだろう）

　同じ班の男子が私の恰かつ好こうを見て、下から声をかけてくれた。

「白島さん、もしかして絡まってるの？　大だい丈じよう夫ぶ？　助けようか？」

「ううん大丈夫、絡まってない絡まってない。お気き遣づかいありがとう」

　ちょっと離はなれたところで休きゆう憩けいしていたらしい岸川くんが、その声に気づいてこちらを振ふり向いた。

　特に何も言わないけれど、目の奥が笑っている。

　もうやだ。










　夕食のバーベキューのときから、小雪の様子はちょっとおかしかった。

　かもしれない。

　夕食後にシャワーを浴びたし、就しゆう寝しん時間までは基本的に自由時間だ。

　その間に、やることがある。

　合宿中は基本的に学校指定のジャージだけど、部屋着やＴシャツは各自好きなものを持ってきているから、今は動きやすい部屋着。

　私は部屋を出る支し度たくをして、小雪に声をかける。ヒロミちゃんがシャワーを浴びていて、アヤちゃんは洗面所でドライヤー中。

「ちょっとラウンジに行って来るね」

「ラウンジ？　何しに行くの？」

「基き礎そ練。部屋の中だと発声練習できないから。ラウンジはね、就寝時間までは自由に使っていいんだって。運動部の子たちもそこでミーティングしてるみたい。岸川くんと約束してるの」

　さらっとしたワンピースの部屋着姿でベッドの上にぺたんと座った小雪が、不ふ機き嫌げんそうな表情で私を呼び止めた。

「──あのさあ。こういうのもなんだけど、そろそろ諦あきらめた方が良くない？　毎日毎日、筋肉痛になるまで基礎練してるけど。一花、まだ脚きやく本ほんももらえてないし仮入部扱あつかいなんでしょ？」

「基礎練できるようになったら、脚本はもらえるよ。あとちょっとのところまで来たし」

　小雪が重苦しい、嫌なため息を吐はき出す。

「最近、一花が何を考えているのかわからない。どうして演劇部なんかにいきなり熱中してるの？　第一、向いてないじゃない。演劇部なんて部長からして変人だし」

　部長が変わってるっていうのは否定しないけど──何だろう、何かがちくっと引っかかった。

　もやもやしたものがわだかまる。

　小雪には、演劇部を目指した理由は話していないけど。

「小雪。何が言いたいの」

「大体あの部、おかしくない？　素人しろうとの一花に筋肉痛になるようなことばっかりさせて。無理させ過ぎじゃない。六月の予選、優勝しないと廃はい部ぶなんでしょう？　もう勝負は見えてるじゃない。やるだけ無む駄だでしょうに」

「無駄……？」

　それは。

　言われたくなかったし、言ってほしくなかった。

　少なくとも、親友の小雪にだけは。

「岸川くんもまともに見えるけど、あの演劇部の人間ってことはさあ……一花、最近岸川くんと仲良いみたいだけど、注意したほうがいいわよ。一花を演劇部に引っ張り込んだ人でしょ」

　小雪の声が、言葉が、ざらざらして胸に痛い。

（基礎練頑張っているのを見て、応おう援えんしてくれていると思ってたのに……）

　そんな風に思われていたのかと思うと、びっくりするぐらいショックだった。

　だって小雪は、小さいころからの大親友で、ずっとわかり合えていると思っていたから。

「早めに見切りつけて、辞やめたほうがいいわ」

「……小雪にそんなこと言われたくない」

　小雪が、むっとする。

「何よそれ。私は親切で言って──」

「違ちがうよ、小雪、全然わかってない！」

　我が慢まんできずに声を上げてしまう。

　だって、ひど過ぎる。あんまり一方的過ぎて、聞いていられない。

　いくら仲良しでも、言って良いことと悪いことがあるよ。

「演劇に向いていなかったら、努力しちゃ駄だ目めなの？　岸川くんに協力してって頼たのんだのも私だし、無駄って何？」

　それが、一番引っかかった。

「だから私は一花が」

「部長は確かに変わってるけど、舞ぶ台たいに関してはまじめな人だよ。それこそ、他ほかの誰も敵かなわないくらい」

　頭と胸の中が、訳のわからない気持ち悪さでいっぱいだ。嫌な気持ちが身体からだ中をぐるぐる巡めぐっている。

「演劇部の人間でもないのに、小雪がどうして無駄だって言いきれるの。部長にも岸川くんにも、私にも失礼だよ。頑張ってるのに」

「だからその努力が無駄になるんじゃないかって言ってるの」

　小雪もベッドから下りて、ふたりで睨にらみ合ってる。

　他の子たちがここにいなくて良かった。

「小雪には関係ないでしょ、口出ししないで！」

「こっちは親切で言ってるのに！」

「小雪のそれは、親切じゃない！　押しつけでしょ！」

「何よ、一花のわからず屋！」

「そっちこそ！　小雪なんて、もう知らない！」

　部屋を飛び出して、ドアをばたんと閉めて。

　廊ろう下かの壁かべにもたれて、深いため息をつきながらがっくりと項うな垂だれる。

　むかむかとした苛いら立だち半分、やっちゃったという後こう悔かいが半分。

（……あんな風に言いたい訳じゃなかったのに）

　相手が小雪だから甘えて、相手が小雪だからこそ、わかり合えないことにショックを受けた。

　あーあ。

　自己嫌けん悪お。
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　運動部系は新人戦が近いせいか、ラウンジには結構生徒たちが集まっていた。

　部活ごとに固まってミーティングしたり、私たちみたいに基礎練している人たちもいる。

　ラウンジの床ゆかはふかふかのカーペット敷じきなので、持ち込みのヨガマットは必要なかったかな。

「……ふたりだけの部って、他に、ないね」

　体をぐーっと捻ひねって準備体操をしながら、エア素す振ぶりをしている岸川くんに話しかける。

「どこの部活も皆みんな、一年生だけでも結構人数いるね」

「運動部は、そこそこ人数多いもんな。羨うらやましいことで」

「うちの一年生って、あとひとりいるんだよね？　今日も来ないの？」

　一応、私を含ふくめて六人いることになっているらしいけれど。

「私、岸川くんと部長以外、まだ見たことないんだけど……合宿には来てる？　どのクラスの人？」

「──合宿には来てると思うけど」

　岸川くんが、辺りを見回す。

「気配がないから、わからないんだよなあ……それより」

　岸川くんが、私のすぐ傍そばにしゃがみこむ。

「さっきからずっと、元気ない顔してるけど。筋肉痛ひどい？」

　心配そうな顔。

　この人のこういうところが、優やさしいなあと思う。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　平気なふりしていたんだけどなあ。

　演劇部相手に、強がりは通用しなかったみたい、と苦く笑しようする。

「違うの。出て来る時に小雪とね、ちょっと喧けん嘩かしちゃったから……」

「白島が？　笹本と喧嘩!?」

　岸川くんが仰のけ反る。

「……そこまで驚おどろく？」

　幼なじみ歴が長い私たちだから、喧嘩したことは多い。

（でもそれは小さいときの話で、大きくなってから言い合いしたのなんて久しぶりかも……）

　思えば小雪は出で逢あったころからお姉さんタイプで、私の面めん倒どうをよく見てくれた。

「あ……いや。だって、白島って喧嘩しなさそうな感じだったから。笹本も面めん倒どう見み良さそうなタイプだし」

　そうだよ。

　小雪は昔からしっかりしていて、自じ慢まんの親友。だから──あんな風に言われたのが、悲しくて悔くやしい。

「何があったか知らないけど、早めに謝った方がいいんじゃない？　そんな今にも泣き出しそうな顔しているくらいなら」

「……………………やだ」

　いくら小雪でも、許せない。

　むしろ、小雪だから許せないのかも。

　演劇部のことを悪く言われて悲しいし、それは絶対に許せない。

（でも……小雪が誤解しているのは、私がきちんと説明していなかったから、かも）

　毎日話をしてるけど、私の気持ちと小雪の気持ちがすれ違っていたのなら──私にも、責任があるかもしれない。

「白島と笹本って、付き合い長いんだろ？」

「……幼よう稚ち園えんから一いつ緒しよ。家も近くてね、小中高と全部同じ。家族同士も仲良いし」

「すげえ。ほとんど双ふた子ごみたいなもんじゃん」

（なんで小雪はあんなこと言い出したのかな。私、小雪の気に障さわるようなことしたかな……）

　喧嘩をしているときは怒おこっていても、後で必ず寂さびしくなる。

　これは、相手が小雪でなくても同じ。

　でも、小雪相手だと寂しさが段だん違ちがいだ。

　泣かないように唇くちびるを嚙かみ締しめて、腹筋に集中する。

「……ええと白島、腹筋できるようになったじゃん！　えらい！　この分なら、合宿の後すぐに脚きやく本ほんもらえるよ、きっと」

　折せつ角かく、岸川くんから基き礎そ練の太たい鼓こ判ばんを押して貰もらっても。

　すなおに喜べなかった。

　無言のまま練習を続ける私の傍で、岸川くんがぼやく。

「……まあ、脚本が出来上がってればの話だけど。今回オリジナル新作でいくから、仕上がりがいつになるかわかんないんだよなぁ。間に合うかな」










　部屋に戻もどると、小雪はもう眠ねむってしまっていた。

　ヒロミちゃんとアヤちゃんが、しーっと唇に人差し指を立てる。

「笹本さんね、ちょっと頭が痛いんだって。だから早めに寝ねるって」

「私たち、隣となりの部屋に遊びに行くんだけど」

　うるさくしたら笹本さんがかわいそうだから、と同室のふたりは声を小さくひそめる。

「白島さんも来ない？」

　私は、ちらっと二段ベッドの上段を見上げた。

　毛布にくるまっているから、小雪の顔は見えない。身じろぎひとつしない。

「うん……ありがとう。でも、やめておくね」

　起きていても眠っていても、小雪をひとりにしたらかわいそうだ。

「私も、ちょっと疲つかれたからもう寝る」

「そう？　じゃあ行って来るね。就しゆう寝しん前の点呼までには戻るから」

　そう言って、ヒロミちゃんとアヤちゃんが出かけていく。

　私と小雪だけが取り残された部屋は、がらんとしてちょっと寒かった。

　ベッドに潜もぐり込んで、こっそりとため息をつく。

　筋肉痛はアスレチックなんてやったせいで一層ひどくて、体のあちこちがきしきし痛むけれど。

　それよりも、胸のほうがもっとずっと痛かった。

（喧嘩なんて、するつもりじゃなかったのに）

　小雪と一緒に寝るのなんて修学旅行以来だから、ずっと楽しみにしていたのに。

　合宿の夜は、皆でお喋しやべりしたりして、楽しく過ぎていくと思っていたのに。







　窓の向こう、夜の森でふくろうが鳴いている。

　高校に入って初めての合宿の夜は。







　がっかりするぐらい、寂しかった。
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　高校生活は色々と目まぐるしい。

　小雪とぎくしゃくしたまま、合宿から帰って来た。

　お昼休みに、部室へと急きょ呼び出される。

「脚本が上がったんだ。放課後に本読みをするから、今のうちに渡わたしておくよ。白島さんもようやく基礎練をクリアできたことだし、ちょうどよかった」

「ありがとうございます。あ、これ、お土産みやげです」

「お気き遣づかい痛み入るよ」

　軽井沢で岸川くんと選んで買ってきたお土産を渡すと、代わりにどさっと渡されたのがプリントの束だ。

「脚本、今朝完成したばかりだよ。と言っても、細かい手直しはしていくけど。異世界ファンタジーの入り混じった現代もの。俺と白島さんは人間で、敬介は鬼おにの役ね。悪あつ鬼き」

　プリントは束ねられていないので、それを各自、好きなバインダーやファイルに使いやすいようにまとめればいいらしい。

「大筋の変へん更こうはないからね。あと、本番までのスケジュール表もつけたから、頭に入れておいて」

　脚本は、こうして見るとわりと分厚い。

　一時間弱のオリジナル芝しば居いだ。今回は、前回と違ちがって現代劇。

「私、脚本って初めて見ます」

　いざ渡してもらえると、かなり嬉うれしくてドキドキする。

　私は、どんな舞ぶ台たいで初舞台を踏ふむんだろう。

（ちゃんと脚本もらえていた後なら、小雪とあそこまで言い合いにならなかったかも……）

　と考えて、改めて気づく。

（私、かなり引きずってるな──）

　結局あの喧嘩から、小雪とは一言も口を利きいていない。朝の駅でも会わなかったし。

「白島さん？　どうかした？　軽井沢で風邪かぜでもひいたのかい？」

「いえ、何でもないです。脚本をもらった感動に浸ひたっていたっていうかその他諸もろ々もろ色々ありまして」

「そう？　体調管理には気を配るようにね。プロの使う脚本はちゃんと製本してあるけど、うちはそんな余よ裕ゆうはなくてね。でも、内容のおもしろさは折り紙付きだよ」

　部長は、脚本を黒いファイルにまとめていた。すでに付ふ箋せんがいくつも貼はりつけてあって、読み込んだ痕こん跡せきがある。

　部長の舞台にかける情熱、恐るべしだけど。

　──今朝出来上がった脚本を、お昼休みまでの間に読み込んでいるっていうことは。

（それ以上はあまり追つい及きゆうしないでおこう）

　偶ぐう然ぜん自習とかがあったに違いない。うん。

「本読みをしてから数日は、白島さんの特訓かな。次のテストが終わったら即そく立ち稽げい古こに入る予定だけど、ちょっと間が空くのが嫌いやだねえ」

　スケジュール表を見ながら、岸川くんがちょっと意外そうな顔をした。

「……あれ。でもこれ、わりと稽古期間を長めに取ってません？　部長にしては珍めずらしいですね？」

「ああ、それはもちろん。だって、白島さんの特訓が要いるだろう？　いつもみたいなペースで芝居を組み立てられないだろうから、できるだけ多めに取ったんだよ。一応、出番は絞しぼれるだけ絞ったんだけどね」

「なるほど」

　現代ファンタジー『ヒガンノハナ』。

　現代に生きる高校生・佐さ名めい泰たい央おう役は部長で、泰央を魔ま道どうに引きずり込もうとする闇やみの悪鬼・雑ざつ鬼き丸まるが岸川くん。

「私は、亜あ湖こ……？」

「僕の妹の役だよ。台詞せりふは少なめだけど、出番は結構ある。役者はこの三人しかいないからね。敬介は今回、殺陣たてを思いっきりやってもらうことにしたから、思う存分暴れていいよ」

「まじですか」

　あ。

　岸川くん、かなり嬉しそう。

（よっぽど殺陣が好きなんだな）

　中庭での立ち合いしかまだ見たことないけど、あのときもかなり恰かつ好こ良かったし。

「役者は三人で回して、舞台搬はん入にゆうその他力仕事は今回も生徒会の連中が引き受けてくれたよ」

「それは助かります。あの人たち、なんだかんだで慣れてますから」

　こうして、私の特訓は始まった。




　　　　＊




　脚きやく本ほんを見ながら、キャストが台詞を声に出して読んでいく。

　渡り廊ろう下かのど真ん中で円えん陣じんを組んで座っているのは別として、これがいわゆる『本読み』。

　場面転てん換かんや台詞のないシーンのタイムロスを考こう慮りよしながら、全体的にどういう流れでどれくらい時間がかかるのか、この本読みの段階で割合はっきりわかる。

　それを終えてから、部長が話し始める。

　ジャージ姿の部長と岸川くんはあぐらを組み、私はヨガマットを敷しいて、その上にぺたんと腰こしを下ろしたまま。

「演劇プランというか……脚本の行間というか役の背景ね、それについてちょっと話しておく。この芝居は登場人物が三人しかいないし、空間を埋うめるのはかなり難しい。雑鬼丸の敬介は、人間臭くささを全部捨てて悪鬼に成り切ってほしいんだ。見た目もメイクや鬘かつらで化けてもらうし、動きもね。人間離ばなれしたほうが、より悪鬼に見えやすいから」

　岸川くんが、ちょっと不心得顔で頷うなずく。

「はあ……まあ、努力はしてみます」

「刀は舞台用の作り物だけど、殺陣そのものは本格的にやろう。本気で僕を仕留めるつもりで来てくれれば、殺気も迫はく力りよくが出るだろうし。殺陣シーンは見せ場だから、音おん響きようや照明も凝こってもらって、見み応ごたえのあるシーンにしていきたいんだ」

（岸川くん、大変だあ）

　なんて、他人ひと事ごとのようにふんふんと聞いている場合じゃなかった。

「亜湖はね、台詞が少ない分、佇たたずまいがかえって難しいかな？　なにしろ泰央が人間として踏み留とどまる最大の理由で、弱みで、最愛の相手だ。それなりの人物像を作ってほしい。両親は他界していて、泰央と亜湖はお互たがいしか家族がいない。普ふ通つうの兄妹きようだいより関係性が強いし絆きずなもある。でも単なるシスコンブラコンという意味にはしたくない。泰央と亜湖の間には、雑鬼丸が理解できないような深い絆がある。白島さんには今回、それを体現してほしいと思ってる」

　えーと。

　それは、大変そう。

「雑鬼丸は人間の尺度では測れないけど、生まれてから今に至るまでの背景を考えて、あと何故なぜ泰央に執しゆう着ちやくするのか、そういう思考も芝居の中に織り込んでいくよ。基本的に雑鬼丸は孤こ独どくだ。孤独だからこそ、亜湖という存在がいる泰央が憎にくらしい、妬ねたましい、羨うらやましい。わかる？」

　すらすらと、部長が述べる。

　脚本だけじゃなく、芝居は脚本の奥深くからじっくりしっかり創つくり込んでいくんだ──知らなかった。

　目から鱗うろこがぼとぼと落ちてる気分。鱗てんこ盛り。

「亜湖は泰央と兄妹だから、家庭環かん境きようとかを共有してる。その辺りは一いつ緒しよに創るとして、亜湖は一見しただけでも守ってあげたくなるような妹像にしてほしい。おとなしい少女と優やさしい母性の共存だね」

「……はあ」

「髪かみ型がたや衣装のイメージは、こんな感じ。まだラフに描かいただけだけど」

　部長のノートを覗のぞき込むと、亜湖はセーラー服やワンピースなど、お嬢じよう様さま風だ。

　雑鬼丸は、和風とロックな感じが入り混じってる。

　泰央は詰つめ襟えりの制服と、普段着はデニムとかシャツとか。

　私は納なつ得とくして頷く。

「ああ、わかる。泰央はＴシャツとかのラフな感じより、ボタンダウンのシャツですよね。それもオフホワイト系。ストイックな雰ふん囲い気きに合ってると思います」

「だよね。黒シャツって感じじゃないだろう？　良家の子息のイメージなんだよね」

　岸川くんも口を開く。

「部長、眼鏡どうします？　泰央は眼鏡してる設定ですか？」

「本番は外すよ。殺陣やるのに眼鏡は邪じや魔まだろう」

「それにしても……」

　私は、部長が手にしたままのノートを更さらに覗き込んだ。

「見た目がこういう風に描いてあると、結構わかりやすいですね」

「それが演出家の仕事だからね」

　部長が、ちょっと言葉を区切る。

「脚本に書かれた二次元の世界を舞台上で三次元に起こすのが、演出だよ」

　すぐにはちょっと意味がつかめなくて曖あい昧まいな顔をしていると、部長が構わず続ける。

「舞ぶ台たいっていうのは、僕は生き物だと考えてる。テレビや映画は、スクリーン越ごしに観みるだろう？　舞台の最大の特とく徴ちようは、役者の息いき遣づかいをダイレクトに感じてもらえることだよ。そういう意味でも、敬介の殺陣はかなり今回の売りになる」

「殺陣は、俺ひとりじゃできませんよ」

「僕も、身体からだ作りをもう始めてる。それに泰央は応戦一方だから、動きの鮮あざやかさや身軽さはそっちに任せる」

　陰いんに陽にプレッシャーをかけられて、岸川くんがひくっと唇くちびるの片かた端はしを引き攣つらせた。

「努力はしますよ努力は」

「心配ないよ。剣けん道どう部の部長との手合わせであのレベルなんだから」

　どうやら部長は、岸川くんに雑鬼丸を演じさせることも考えて、あの入部テストをやらせたみたい。

「芝しば居いの芯しんとして、最終的に泰央は雑鬼丸の誘ゆう惑わくを振ふり切って成長するし、亜湖も雑鬼丸の存在を知って、その恐きよう怖ふを乗り越こえる。雑鬼丸は初めての挫ざ折せつを味わう。それぞれの終わり方もしっかり頭の中に入れておいて。役として舞台でちゃんと生きられるようにね」

「はい」










「じゃあ、行ってきますんで」

　制服に着き替がえた岸川くんが挨あい拶さつに来たのを、渡わたり廊下にいる私と部長とで見送る。ここ数日はこれが恒こう例れい行事だ。

　岸川くんは、基き礎そ練や軽い打ち合わせが終わったら、すぐに学校を出て行ってしまう。

「敬介。師し匠しようによろしくね」

「伝えておきます。じゃ、白島。頑がん張ばれよ」

「はーい。行ってらっしゃい」

　岸川くんは芝居より殺陣たてを先に完成させるため、これから道場に通うのだ。しばらくはこのパターンが続く。

「さ、こっちも始めよう」

　部長がベンチに腰こしかけ、私は真ん前に立つ。

「岸川が殺陣を覚えて来る間に、白島さんは最低限の芝居ができるようにならないとね。まずは亜湖の立ち方歩き方、喋しやべり方から重点的にやっていこうか」




　　　　＊




　明日あしたからはテスト期間に入るため、部活動が一いつ切さい禁止だ。部長からそう説明を受ける。

「敬介も白島さんも、テスト明けまでに脚本を完全に暗記しておいて。立ち稽げい古こに入ったら脚本は手放してもらうからね」

「はい、わかりました」

　高校のテストは、科目がやたらと多い。国語だけでも現代文と古典のふたつあるし、社会も現社に歴史、英語も筆記とリーディングがあるし！　そして苦手の理数系も。

「まあともかくふたりとも、テストの健けん闘とうを祈いのる」
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　テスト期間が始まると、唐とう突とつに掃そう除じがしたくなるのはどうしてだろう。

　日曜日の午前中から部屋中に丁てい寧ねいに掃そう除じ機きをかけたり、机の引き出しの中を整せい頓とんしたり、筆記用具を意味もなく並べ直したりして、ようやくノートを開いても。

　なかなか勉強する気になれない。

　私の部屋はわりと狭せまいけど、その分お気に入りのものしか置いていない。

　小さな机と椅い子すに、ベッド。壁かべ際ぎわにクローゼットがあって、あとは小物をあちこちに置いたり飾かざったりしている。

「くつろげる空間だと、勉強せずにのんびりしちゃうから良くないよー……」

　椅子の背もたれにもたれかかって、ぐーんと腕うでを伸のばす。

　今日は一日勉強の予定なので、服装は思いっきりラフにしてみた。

　Ｔシャツの上にパーカーを合わせて、だぼっとしたシルエットの半はん端ぱ丈たけボトム。

　お昼ご飯も済ませて、お腹なかいっぱい。

　テスト勉強をしなければ、とは思うのだけれど。

「あーもー……」

　花咲高校は一年生の一学期から進路調査が行われ、テストの結果は希望進路と直結してくるから、シビアなのもわかっているけれど。

「全然集中できない……！」

　他ほかに、気になることがありすぎるから。

「脚きやく本ほんはもらったばかりだし、小雪とはあのまんまだし」

　ふーっとため息をついて、鞄かばんに入れっぱなしにしてある脚本を取り出す。机に置かないで鞄にしまってあるのは、せめてもの抵てい抗こうだ。

「この状態で勉強してもきっと、頭に入らないだろうなあ……」

　脚本は、オフホワイトのバインダーで綴とじた。

　もう何回か目を通してあるけれど、まだまだ読み込めていないし、暗記なんて夢のまた夢。

「暗記するなら数学の公式、歴史の年号、英単語のスペルが先なんだけど……」

　──どう考えても、脚本の方が魅み力りよく的。

　ついつい、脚本を目で追ってしまう。

　誘惑に負けないように、鞄にしまってあるはずなのに。

　これじゃあ台無しだ。

「家で勉強するのは、無理かな」

　私は脚本を閉じて、椅子から立ち上がった。










「図書館行って来るね」

　ママに一声かけてから、私は勉強道具を小さめの鞄に入れた。学校用の鞄ではなくて、シンプルなトートバッグを使う。

　必要最低限の荷物だけを持ち、自転車に乗って、図書館へと向かう。

　家から図書館へは、自転車で十分くらい。バスを使うよりも自転車の方が、図書館へ行くには近道を使える分早い。

　受験勉強のときも、小雪と一いつ緒しよにしょっちゅう図書館へ行っていたから、部屋でうだうだしているよりは有意義な時間が過ごせるはず。

（脚本は家に置いてきたから、うっかり誘惑に負けちゃわないで済むし！）

　図書館前の道路で信号待ちをしていたら、後ろから突とつ然ぜん声をかけられた。

「あれ？　白島？」

「岸川くん」

　シンプルなＶネックのトップスにデニムを合わせた岸川くんは、大きなスポーツバッグを軽々担かついでいた。

「……どうしたの、その大荷物」

　いつも制服やジャージ姿で会ってるから、私服だとなんだかちょっと。

（感じが、違ちがう）

　大人っぽいっていうか──こうして見ると、男の人だなあっていう感じがする。しっかりした首筋とか、私とは全然違って筋肉のついた腕とか。

　私服って、本人が思っている以上に性格出るよね。

　岸川くんは、ラフで似合っている上に、センス良い。

「これ？　道場帰りなんだ。テスト前だから、今日で最後だけど」

「ああ、殺陣のシーンの。私、岸川くんの演やる雑鬼丸、早く見てみたい」

　岸川くんが笑いながら首を横に振ふる。

「秘密の特訓中です。師匠が殺陣の監かん修しゆうを引き受けてくれて助かったよ。テストが終わったら、部長も道場に通うことになってる。あ、白島の稽けい古こはちゃんと終わらせてから道場に行くから心配すんな」

　殺陣だけじゃなく、雑鬼丸の役は、基本の動きからしてかなりの運動能力が求められる。

　高くジャンプしたり、素す早ばやい身のこなしをしたり。

　岸川くんは部長の要求する動きを習得するために、連日道場通いを続けている。

「時々師匠って言ってるけど、それって、岸川くんのお祖父じいさん？」

　昔お祖父さんに習ったって、前に言ってたような気がする。

「いや、それは古武道のほう。殺陣たては得意な人がいるから、そっちを紹しよう介かいしてもらってる。偏へん屈くつな人だけど、殺陣のセンスが抜ばつ群ぐんなんだ」

「岸川くんて、本当に殺陣好きだよね。きっかけとかってあるの？　知りたい」

「あんまりよく覚えてないんだけど、最初はやっぱり祖父さんの影えい響きようかなあ」

「お祖父さん何者」

　岸川くんが、ふっと思い出し笑いをする。

「部長がさ、最初はワイヤーアクションをやりたいって言い出して大変だったんだ」

「ワイヤーアクションって、フライング？　空を飛ぶやつだよね？」

　派手だし目立つし面おも白しろい仕し掛かけなんだけど、時々、プロがきちんと注意していても事故があると聞く。

「そう。悪あつ鬼きらしく、最初のシーンでバーンと飛んで登場しろって。殺陣のときも空を飛んだりしたら派手だし、雑鬼丸らしいだろうって言われたんだけど」

　ここで小さなため息。

「ワイヤーアクションって金かかるし、プロに指導してもらわないとだし……大会規定でも十中八九許可が下りない。結局無理ってことで話がついて。まあもともと、舞ぶ台たい装置に派手に金かけられるほど部費ないし」

　そう。

　それで、部長のイメージする『悪鬼らしい俊しゆん敏びんな動き』は、全部岸川くんが人力で努力している。

「役作り的にも、佐名兄妹きようだいと一緒にいるわけにはいかないからね。孤こ独どくにやってマスよ」

　演出担当でもある部長の指示で、通し稽古の日まで、私は岸川くんの『雑鬼丸』に会えない。

　部長はひとりで主役も演出もタイムスケジュールも全部受け持って、本当に舞台に関することは何でもこなす。

（練習始まってからは、一層生き生きして、美び貌ぼうも冴さえ渡わたってたもんなあ……）

「練習が予定より早く終わったから、ついでに図書館へ寄ろうかと思ってたら、白島が自転車に乗ってたからびっくりした。家近いの？」

「うん」

「自転車には絡からまったりしないんだ？　ロープみたいに」

「そのネタは引っ張らないで」

　あっはっは、と岸川くんが笑う。

「悪い悪い」

　信号が青になったので、私は自転車を押して歩いた。

　隣となりを、ごく自然に岸川くんが歩く。

「白島って文系？　理系？」

「文系。岸川くんは？」

　花咲高校は、一年時は文系理系が結構ごちゃまぜになっているみたい。

「理系……てか、得意なのは数学。じゃあ、来年からはクラスが別になりそうだなあ」

「そうだね。二年から、クラス分けも進路別だって言ってたもんね」

「一学期中に進路希望の紙も提出しなきゃなんねえし」

「入学早々、結構忙いそがしいよね」

　私が自転車を駐ちゆう輪りん場じように止めに行く間、岸川くんはずっと一緒にいてくれた。

（先に図書館に入っちゃって全然構わないのに。岸川くん、荷物だって大きくて重そうだし）

　こういうところが、岸川くんは意外なくらいフェミニスト。

　岸川くんとは知り合ってすぐのときから、気負うことなく自然に話せる。

　クラスの男子とかも普ふ通つうに喋しやべれる方なんだけど、岸川くんはちょっと違う。考え方が似ているのか、話していて楽しい。

　ていうか。

　お互たがい私服で会うのって、どうしてかちょっと照れくさい。

（もうちょっと可愛かわいい恰かつ好こうしてくれば良かったかな）

　岸川くんと会うとわかっていたら、スカートくらい穿はいてきたのになあ。

「白島」

「何？」

「文系ってことは、現国得意？」

「現国も古典も好きだよ」

　岸川くんが、荷物片手に拝むポーズをする。

「教えて」

「いいよ。その代わり、数学教えて！」

　ギブアンドテイクだね。




　　　　＊




　勉強を一区切りつけて外に出たら、もう真っ暗だった。

「もう暗いね」

　そう言いながら、自転車を駐輪場から引っ張り出す。

「白島、家近いって言ってたよね？　どれくらい？」

「自転車で十分くらい」

「送ってくよ」

　え、と私は一いつ瞬しゆん本気で驚おどろいた。

「いいよ、よく来てる道だから慣れてるし。第一岸川くんが遠回りになるんじゃない？　家どこ？」

「電車使うけど……いいよ、別に急いで帰る必要ないし。暗い中、女の子ひとりだと危ないだろ。いくら自転車に乗ってるとはいえ」

「……でも」

（送ってくれて、そのあと電車で自分のうちまで帰るのって、結構遅おそくなるんじゃないのかな）

　男の子って大変だなあ、と思う。

　それに。

　こんな風に女の子扱あつかいされるのは初めてで、勝手に胸がドキドキした。

　中学のときに帰りが遅くなって、男女一いつ緒しよに皆みんなで帰ったときとは違ちがう。塾じゆくが終わるのが遅くなって、ママが迎むかえに来てくれたのとももちろん全然違う。

　くすぐったいような気き恥はずかしいような、妙みように照れくさくて、それでいてほっと安心する気持ちはなんだろう。

　車通りの多い国道の歩道を、自転車を押して歩く。

「岸川くん。荷物、自転車に載のせる？　重くない？」

「重くない。平気」

　大きなスポーツバッグ、傍はたから見ていても重そうなんだけどな。

「何で？」

「何ででも」

　何で荷物を載せないのか理由を訊きいたけど、岸川くんはちょっと笑うだけで答えてくれなかった。

「それにしても、白島が現国得意で助かった……！　俺あれわからないの、これを書いたときの作者の気持ちを推察しろ、とか。そんなの、本人にしかわかんないっての」

「あれはねえ、本文の中に絶対隠かくれてるの。指定された文字数を意識して見つけ出せば簡単なんだよ。読み解くにはコツがあるの」

　それよりも。

「私は、これからの人生に数学は必要ないと思う……もうお別れしたい。せっかく教えてもらったけど、全然数字に興味が持てない！」

「待て待て待て、公式さえ覚えておけば簡単だから。それこそ、出題される問題なんてパターン化しているから」

　車が背後から通り過ぎて、パーッとライトで一瞬辺りが明るくなる。

「そういえば、笹本は？　白島と同じ文系？」

「小雪は、歴女」

「は？」

「基本的に頭良いんだけどね、ものすごい歴史好きなの。好きな時代の話はやたら詳くわしいよ。興味ないところは全然勉強しないって言ってたけど」

「笹本って、まだちゃんと喋ったことないんだけど。理系が得意なのかと思ってた」

「ああ、理系女子に見られること多いね」

　岸川くんは、わざと小雪の話に持って行ったのだろう。

　私の表情と声が強こわ張ばったのを見て、心配そうな顔をしている。

「白島、まだ笹本と揉もめてんの？」

　気の重い話題になると、途と端たんに足取りも重くなるのが不思議。

　私の目線も、ぐっと下に落ちる。

　真っ暗なアスファルト。

「……うん」

　幼なじみというものは厄やつ介かいなもので。

　いつも一緒にいる分、喧けん嘩かをするとお互いどうしたらいいのかわからない。

　朝別々に登校しようとしても、家が近いし──同じ通学路で同じ時間帯なので、どうやっても、ちょっとした偶ぐう然ぜんで一緒になってしまうことが多いし。

　お昼休みもどうしようかなと思って教室でぐずぐずしていると、小雪が黙だまっていつも通り私の正面の席に移ってくるから、結局一言も口を利きかないまま、一緒にお昼を食べることになる。

　そんな風になってもまあ、別の場所に行こうとか、別の人と食べようとは思わないけど。

　謝るタイミングは、完全に逃のがしてしまった気がする。

「白島たちの喧嘩って、ある意味女子らしくないのな」

「え？　どういうこと？　男子っぽい？　殴なぐり合いとかはしてないよ？」

「違ちがくて。女子の喧嘩って中学のときに見たんだけど、仲の良かった女子ふたりがいきなりすげー険悪になって、お互い陰かげで悪口とか言い合っててさ。白島たちはお互いの悪口言わないだろ？　ふたりして黙りこくって昼飯食ってるっていうのは、同じ教室で見てると、別の意味で怖こわいけど」

　確かに、喧嘩中だけど、小雪の悪口を人に言おうとは思わない。

「だって、私のこと心配してくれているのはわかってるし……でも、だからって部長を悪く言ったり演劇部を悪く言ったりしてほしくはないし……」

　譲ゆずれないことがあるから、喧嘩になるのだ。

　そこがまだちゃんと納なつ得とくしきれていないから、謝ろうにも謝れない。

　でも、喧嘩したばかりのころよりは、小雪の言いたいこともだいぶ消化できた気がする。

「お互い遠えん慮りよなくものが言えたりする仲だから、行き違うこともあるんだろ。でもまあ、揉めてるってのは精神的にしんどくないか？」

「──すごく、しんどい」

　少しだけ声が震ふるえて泣きそうになったけれど、意地でこらえた。

　ここで泣いたって何にもならない。

「……ちょっとここで待ってて。すぐ戻もどる」

　岸川くんが、通りすがりのコンビニの中に入っていく。

　その間に、私は気持ちを落ち着かせる。

　車が何台も何台も、道路を通り過ぎていく。

（大だい丈じよう夫ぶだよね？　泣きそうになったの、気づかれていないよね）

　もう五月も終わりに近いのに、今夜はちょっと肌はだ寒ざむい。

　すぐに戻って来た岸川くんが、ビニール袋ぶくろを手にしている。

「どっちがいい？」

「……？」

　手の中を覗のぞき込んでみると、温かいミルクココアと、ミルクティー。

「……ココア」

「ほい」

　ココア代を出そうと思って自転車の籠かごに入れたトートバッグに手を伸のばすと、やんわりとその手を押さえられた。

「要いらない。俺の奢おごり」

「そんなの悪いよ」

「いいって。それと、これ食べない？　俺、腹減っちゃってさ」

　ビニール袋の中には、紙に包まれたほっかほかの肉まんがふたつ。

　それを見た途端、私のお腹なかがきゅう、と情けなく鳴った。




　　　　＊




　自転車を置いて、コンビニのイートインで肉まんにかぶりつく。

「あったか……おいし～」

　私がはふはふ食べている間に、岸川くんは二、三口でぺろりと肉まんを平らげてしまった。

「……もの足りない」

　と呟つぶやいて、ピザまんを追加で買って来る。

「白島も食べる？」

「ううん。夕飯前だから、ひとつで充じゆう分ぶん」

　あつあつの肉まんをゆっくり食べていると、横から、ふと顔を覗き込まれる。

「猫ねこ舌じた？」

「違うよ」

　岸川くんが私の顔をじっと見て、それからほっとしたように笑う。

「良かった。大丈夫そうだな」

（──岸川くん、気づいてた）

　肉まんは無事にお腹の中へ消え、あったかいココアを飲むと、だいぶ気持ちが落ち着いた。

　お腹が満たされると、心にも余よ裕ゆうが出て来るみたい。

「岸川くんは、友達と喧嘩したらどうする？」

　仲直りのヒントがほしくて、尋たずねてみる。

「そうだなあ……」

　岸川くんが、飲みかけのミルクティーを手にしたまま、ちょっと視線を落として、そのままじっと考え込む。

「俺だったら……」

　親身になって考えてくれる人が居るって、すごい安心感がある。

　高校に入って出で逢あったばかりだけど、岸川くんは私の中で、小雪と同じくらい大きな位置を占しめている。
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　黙って一いつ緒しよにいても苦にならないし、困ったことがあると一緒に考えてくれる。

　いいな、この感じ──ここのところ心がささくれていたから、余計そんな風に思う。

　岸川くんが、小さく首を横に振ふった。

「わからないな。ただ時間を置いて頭を冷やして、それから」

「それから？」

「簡単に謝れたら、そもそも喧嘩にならないだろうしなあ……」

「そうなの！」

　不意に岸川くんが忍しのび笑いをもらす。

「何？」

「いや……ちょっとな。そういや、テスト前なんだよな。今」

「何を今いま更さら」

　目元に笑いを残したまま、岸川くんが教えてくれた。

「テスト期間中、一度部長を捜さがしてみな。珍めずらしいものが見られるから。たぶん、少しは元気が出ると思うよ」










　テスト最終日。

「あ、部長。おはようございま……」

　校門付近の生徒たちの中に見覚えのある美び貌ぼうの主を見つけたものの、なんだかいつもと様子が違う。

　表情は虚うつろで髪かみもぼさぼさ、まるで抜ぬけ殻がらが歩いているみたい。口の中でなにかぶつぶつ言っているからか、周りは皆みんな部長を遠巻きに避さけて歩いていく。

　ある意味、いつも通りと言えばいつも通り？

「…………す？」

「嫁よめと別居……テスト期間中は嫁と別居……」

　岸川くんの言っていた意味がよく分かった。

　ご愁しゆう傷しようさまです。
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（──喉のどが痛い）

　喉が痛くて、飲み物食べ物どころか唾つばを飲んでも痛い。

　部室にて。

「あー、これはあれだね。喉が腫はれたね。完全にやっちゃったね」

　喉の様子を見た部長に、そう診しん断だんされる。

　小雪とぎくしゃくしたままテストが終わり、成績はなんとか目標キープできて、それはそれで良かったんだけど。

（全然良くない！）

　物事がうまくいかないときは、とことんうまくいかない──それを私は今、まさに身をもって味わっている。

　今朝起きたときから喉の調子がなんとなく悪かったんだけど、日中、あれよあれよという間に悪化してしまった。

　昼休みに保健室に行って先生に診みてもらったところ、喉が腫れているだけで熱はないし、風邪かぜではないみたい。

「喉を温めきっていないうちに、無理に発声練習とかしなかった？　不調だと気づかなかったの？　あーあー、結構重じゆう症しようだなあ……敬介、喉のど飴あめか何か持ってる？」

　たった数日の立ち稽げい古こで、声がガサガサに嗄かれている有様で。

　芝しば居い中は、普ふ通つうに喋しやべるだけでは台詞せりふが成り立たない。

　台詞を聞き取りやすく、はっきりと感情を示すために、大きな声を出さなくちゃいけない。

　そのために早口言葉で滑かつ舌ぜつを良くしたりもするのに、肝かん心じんの喉を痛めてしまうとは、我ながら情けない。

「今日はもう帰っていいよ。それじゃ稽古にならない」

（え）

「家に帰ってよく休んでおいで」

　ちょっと意外で驚おどろいた。

　今までの部長のイメージだと、喉が腫れても稽古優先、な気がしていたんだけど。

　私の表情を読み取ったのか、部長が不満そうに顔をしかめる。

「病人に無理をさせるほど鬼き畜ちくじゃないよ、僕は。第一、今の時期に喉が悪化したら本番に響ひびいてきかねない。休めるうちに休んでおいて。行けるようなら病院にも行って」

　そうだ、と部長が岸川くんに振り返る。

「亜湖の稽古が出来ないから、今日からしばらく殺陣たてのシーンを固めようか。ちょうど、まとまった時間が欲しかったところだ」

「そうですね」

「ということで白島さん。気にせず、ゆっくり休んで早く治してね。喉が治ったら稽古を再開しよう。脚きやく本ほんの読み直しだけは欠かさずにしておいて。脚本をきちんと読んでいるかいないかは、観客にはすべてお見通しだからね」

　それと、と部長が続ける。

「明日あした、衣装合わせをするから。全員分クリーニングから上がって来たんだ。髪型を作れるようなものを持参してね。ブラシとか櫛くしとか、ヘアゴムとか。色々合わせてみてから決めるから」










　ほとんど放ほうり出されるみたいに帰されたから、久しぶりに夕方の早いうちに家に着いた。

　ドラッグストアに寄って喉飴と喉スプレーを買って来たし、まずは、うがいからだ。

　そのうちにママが帰ってきて、私の声を聞いてびっくりしてた。

　夕食も喉に優やさしい鍋なべ焼やきうどんにしてもらい、ゆっくり食べて、早めにベッドに入ろうとして──机の上に置いた脚本に目が留まった。

　時計を見ると、午後九時ちょっと前。

（まだ寝ねるには早すぎるし）

　身体からだを冷やさないように部屋着を一枚余分に羽織って、蜂はち蜜みつ味の喉飴を口に入れながら、机に座る。

　バインダーを取り出して、机の上に広げる。

（こんなにまとまった時間があるのも久しぶりだし。ゆっくりゆっくり、落ちついて脚本を読んでみよう）

　もう暗記しているけど、脚本は何度読んでも無む駄だにならないって部長が言っていた。

（大体、役作り自体がよくわからないんだよね……）

　脚本の行間を読み込んで、亜湖の背景を創つくり上げろとずっと言われている。

　部長が言っていた以外にも、亜湖の内面を創り上げなくちゃいけない。

　脚本を読み終わっても、私の中の亜湖のイメージが浮うかばない。ぼんやりと霞かすんでいて、よくわからないような感じで、もやもやしたまま。

（背景って言われても……何？　泰央の妹だってこと以外は、どうすればいいんだろう……？）

　考え込みながら、部屋の中をなんとなく見回す。テスト期間中に気合いを入れて整理整せい頓とんしたばかりなので、部屋の中は綺き麗れい。

　勉強机の上の棚たなには、お気に入りの小物スペースがある。

「……あ。これ、小学校のときのプロフィール帳だ。懐なつかしい」

　小さめのアルバムみたいなプロフィール帳。小学校を卒業するときに、プロフィール帳を買ってそれぞれ交こう換かんすることが友達同士の間で流行はやった。

　手書きで書くから、結構時間がかかったなあと思い出す。

（名前とか誕生日とか血液型とか細かいことまで書くから、わりと大変なんだよね。クラスの女子ほとんど全員と交換したから、枚数半はん端ぱなかったし）

　友達も皆みんなお気に入りの香かおりつきペンを使ったりシールでデコったり、それぞれ工く夫ふうしてある。

　小雪のページは、他ほかの子と比べると字がちょっと大人っぽい。

（小雪は昔から、こういうのを最初は嫌いやがるんだけど。でも結局は楽しんでるんだよね）

　しばらくプロフィール帳を眺ながめていて、はっと気づいた。

（亜湖も、これをやってみたらいいんじゃない？）

　そう言えば私は、亜湖のことを何も知らないのだ。

　亜湖という名前で、泰央という兄がいることくらいしか知らない。

　それで、書いてある台詞を覚えて喋っているだけ。

（誕生日も血液型も、性格も──どんなことが好きで、何が苦手か。そんなことも知らないなら、上手うまく演じられないのも当然だ）

　慌あわてて通学鞄かばんから適当にノートを引っ張り出して、即そく席せきのプロフィール表を作る。

（まずは、名前！　それから誕生日と血液型と、あと好きな食べ物、嫌きらいな食べ物。好きな動物、苦手な動物、性格の長所、短所……）

　知りたいと思う項こう目もくを書き出して、『亜湖』に成り切って答えを埋うめていく。

　何かに取り憑つかれたみたいにノートを埋め尽つくして、私の中で『亜湖』が出来上がっていく。

　おとなしくて、心優しい女の子。

　脚本に書いてあるのはそれだけで、情報が足りない。だから自分で埋めていく。

　私との違ちがいを、くっきりと際きわ立だたせていこう。そうすれば、きっと亜湖が引き立つ。わかりやすくなる。演じやすくなるはずだ。

（私と違って、亜湖は数学もできそう……ていうか、理科が得意そうな気がする。泰央とふたりして、わりと理知的兄妹きようだいだし）

　脳のう裏りに浮かぶ亜湖は、まだ後ろ姿だ。顔が見えない。

　でも、これまでよりずっと近しく、親しく感じられる。

　亜湖。

　私が初めて演じる貴女あなたに。

　早く、会ってみたい。

（そのためには）

　蜂蜜味の喉のど飴あめをもうひとつ、口の中に放り込む。

　早く喉を治さなくちゃ。




　　　　＊




　うちのママ特製の朝食はとても美味おいしくて、そしてたぶん、世間一いつ般ぱん的にはちょっとおもしろい。

　今日は、トーストにお味み噌そ汁しるがついてきた。

「ごめんねえ、ご飯炊たくの忘れちゃったの」

　ちょっとうっかりさんな所があるママは、時々これをやる。今日と逆バージョンで、おにぎりとコーンスープとか、ミネストローネとご飯とかがセットで出てくることもある。

「でも美味しいわよ、トーストとお味噌汁。お味噌汁は身体が温まるから、残さないでね」

　大根とワカメのお味噌汁。これ、好き。

　喉ががさがさしているから、お味噌汁の汁っ気が嬉うれしいし。

　お味噌とトーストのバターが合うのがちょっと意外。

「うん、美味しいよ」

「まだ声がかすれてるわね。学校休まなくて大だい丈じよう夫ぶ？　病院行く？」

「今日一日、なるべく喉を使わないようにすれば大丈夫だと思う」

「そお？　こんなにひどいとちょっと心配だわ……そうだこれ、昨日の夕方、小雪ちゃんがうちに来てくれたの。忘れていたわ」

　ママのエプロンのポケットから取り出されたのは、マスクだった。

　シンプルな白いマスクだけれど、中に濡ぬれたシートを挟はさむタイプの。

「小雪ちゃん、一花が喉が痛いこと知ってたのね。一花に渡わたしてって言って、マスクだけ渡して本人はすぐ帰っちゃったんだけど」

　小雪は家が近いから、ママ同士もお友達だ。

「御お夕飯、一いつ緒しよにどうって誘さそったんだけどね」

　まだママには、小雪と喧けん嘩かしたことは話していない。ママも気づいていないはず。

「最近小雪ちゃん、忙いそがしいのかしら。全然遊びに来てくれないわね。寂さびしいわ。今度遊びに来てって言っておいてちょうだい。マスクのお礼も忘れないでね」

「…………うん」

　私はそう言って、マスクを制服のポケットにしまった。




　　　　＊




「じゃあ、衣装を合わせようか。まずは亜湖からだ」

　ということで、今日は衣装合わせ。

　大きな鏡が部室のどこからか発はつ掘くつされたので、その前でチェックする。

　ちなみに着き替がえる際には、部長と岸川くんが外に出て、ドアを閉める──そして着替え終わったら呼ぶ、の繰くり返し。

「亜湖の制服は、ちょっとレトロな感じが欲しくてね。良い家のお嬢じようさんだし、清せい楚そだし。ああいいね、サイズは合う？　大丈夫かな？」

「だ」

「はい、喋しやべらない。今日はボディーランゲージでいこう。それも練習になるから」

　わかりました、の代わりに、こくこく頷うなずく。

　亜湖の衣装は、黒が基調のセーラー服と普ふ段だん着ぎのワンピースの二通りある。

　部長の言う通り、おとなしいお嬢さん、な感じだ。足もとも、黒のタイツにパンプス。普段ハイソックスにローファーの私とは、感じが全然変わってくる。

　恐るべし、衣装マジック。

「ワンピースの方もイメージぴったりで良かったし、あとは髪かみ型がたとメイクをね。少し練習しよう。亜湖の髪型ねえ、三つ編みをアレンジしてほしいんだ。その長さじゃ、おさげ髪は無理だろうし。ああ、舞ぶ台たいではアメリカピンはＮＧだから使わないでね」

「アメリカピン？　何ですかそれ？」

　わからなかったらしい岸川くんが、ひょいっと会話に交じる。

「髪型を作るのに使う、黒くて細いピンのこと。あれ、照明が当たるとピカピカ光って邪じや魔まなんだ。だから髪型を固めるならそれ以外の方法を使ってくれるかい？」

　こくこく。

　ワックスとかヘアスプレーとかもあるし、そこはなんとかできそう。

「じゃあ、着替えて」

　制服に着替える。衣装合わせの間だけマスクを外しておいたので、また付け直す。

　次に、泰央の衣装を見る。

「亜湖と印象が違い過ぎても困るからね。兄妹テイストを残しておかないと」

　泰央の制服は詰つめ襟えりで、ボタンが隠かくしボタンになっている。こちらも雰ふん囲い気きはクラシック。ちなみに部長が、泰央と亜湖は同じ学校に通う設定にしている。

　ただし、男子部と女子部に分かれているらしい。

「普段着のほうは？　どうかな？」

　生き成なり色のコットンシャツに、腰こしで落とし気味に穿はいたデニム。

（うん、泰央っぽいです。亜湖より少し今風で、それでいてシンプルでシック）と言いたかったけどこれをボディーランゲージで全部伝えるのは厳しい。

　ノートを取り出して、ささっと書く。

「シャツをインで着たら、泰央っぽくないよね？　どう思う？」

　部長が眼鏡を外しながら、私と岸川くんの意見を問う。

　今日はコンタクトは用意していないので、眼鏡を外すとあまり見えないらしい。

　確かに、インすると、ちょっと泰央が神経質な感じになる。部長には似合うけど、泰央っぽくはない。

　私はふるふると首を横に振ふった。

　岸川くんも同意見だった。

「裾すそは出しましょう」

「ＯＫ。じゃあ次、敬介。帯結べる？」

「いいえ。和服なんて、剣けん道どう着ぎくらいしか着たことありませんよ」

「じゃあ、僕がやろう。動きやすくした方がいいだろうし」

「そうですね」

　ということで、私がちょっとの間外に出る。
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　別に部室にいてもいいと言われたけど、男子の着替えをまじまじと見るわけにはいかないし、その間手持ち無ぶ沙さ汰ただし。

「いいよ、白島さん。帰っておいで」

　中から呼ばれて、部室へ戻もどる。

（うわあ……！）

「どう？」

　部長が、得意そうに私を見る。

　ぶんぶん頷いて、岸川くんにも（すっごくいいよ！）と身み振ぶり手振りで伝える。

　派手な模様の着物をわざとはだけ気味に着て、その中に黒のインナーを着てる。市松模様の細帯を腰にきゅっと締しめて、足は素す足あし。

　動き方によっては、足がかなり見えそうな気がする。

「当日はメイクで地色を濃こくして、鬘かつらも被かぶろうか。地髪かエクステでいけるかなと思ってたけど、角もつけてほしいし、どうせなら派手にしよう。歌か舞ぶ伎きみたいに真っ赤な鬘でもいいかもなあ」

　大賛成の印に、こくこく頷くと、岸川くんがちょっと渋しぶい顔をした。

「俺で着せ替かえ遊びしないでくださいよ～……」

（靴くつは？　草ぞう履りとかですか？）と、ノートに書いてみる。

「敬介は素足のままだよ。あ、草履は履はいてもいいかな」

「俺は滑すべりにくいほうがいいです」

「じゃあ舞ぶ台たい稽げい古こまでに決めるか。一応用意しておけばいいし」

　鬘も探しておくね、と部長は楽しそうだ。

「はい。それじゃあ白島さんは今日はもう上がり」










（部長と岸川くんはこれから道場かぁ。いいなあ、部長は。雑鬼丸の殺陣たてがもう見られるなんて）

　演出なんだから当然だけどね。

　私だけ雑鬼丸を見ていないから、なんか疎そ外がい感だ。

　恰かつ好こうだけなら、さっき見たけど。

（早く見たいなあ。そのためにも、喉のどを治さなくちゃ。あと、亜湖の役作りを……）

　昇しよう降こう口まで行って靴を履き替えようとしたとき。

（あれ）

　鞄かばんの中に、ノートがないことに気づいた。

　亜湖のプロフィールを書いた役作りノート。

（あ、さっき使ったから。部室に置いてきちゃったんだ、きっと）

　昇降口で気づいて良かった。

（家に着いてから気づいたら悲ひ惨さんなことになるところだったわ）

　役作りを書き殴なぐったノートは、はっきり言って汚きたない、と、自分でも思う。少なくとも、女子高生のノートっぽくはない。デコなし、色なし。黒一色。

　スピードを重視すると、字が適当になるんだよね。

　自分にしかわからないような字でごちゃごちゃ書いてあるから、他ほかに読める人もいないだろう。

　トントン、とドアを軽くノックして部室に入ると。

　私のノートを、制服に着替えた松ノ木部長が手に取っていた。

「部長、それ……！」

　岸川くんは、席を外しているみたい。

「駄だ目め、声を出さない。またぶり返すよ。あと一日、喉を休めていなさい」

　ノートを返してほしいのに、部長の目は、ぐちゃぐちゃの書き込みを素す早ばやく読み取っていく。

　読めますか私の字。解読可能ですか。

　止められてしまった以上、ノートを返してほしいと声こわ高だかに言うこともできない。でも、目の前で読まれるのは──字の汚さはこの際除いても──結構恥はずかしい。

「うん…………まあ、悪くはないね。ちょっとは、白島さんの『亜湖』が見えて来たかな」

　部長が、例の美び貌ぼうでにっこり微笑ほほえむ。

「この調子で、頑がん張ばって」










　あ。

　る。

　け。

　な。

　い。

　筋肉痛の話ではありません。演技力の話です。

「うーん……」

　部長が唸うなる。

「声は戻ったけど、肝かん心じんの芝しば居いがこれじゃあねえ……」

　渡わたり廊ろう下かのベンチに腰かけて腕うでを組んだ部長が、重いため息をつく。表情も苦々しい。

「もう一回、袖そでから登場して」

　部長と向き合って、一対一で練習中。

　芝居どころの話ではないのです。最初の一歩からダメ出しされてます。今のところ、稽古場である渡り廊下の中央にすら出れない。

「亜湖はそんな風に歩かない！　ぎくしゃくしない！　のったりしない！　顎あごをひいて、背筋を伸のばして！　固まるんじゃない！」

　スパルタの嵐あらし──もう、どうしたらいいのかお手上げ状態。

（ただ歩くだけなのに、なんでこんなに難しいの……！）

「白島さんだって、家の中と外で、歩き方は全然違ちがうだろう？　亜湖はお嬢じよう様さまだ、姿勢をだらしなく崩くずしたりしない。観客に魅せる角度っていうものも必要だ。でもそんなロボットみたいに動けとは言ってないよ。やり直し！」

　この繰くり返し。

（役作りにＯＫもらっても、動くとなるとまた厳しい……）

「立ち方歩き方には、人となりが表れる。芝居の基き礎そ中の基礎だ。甘く見てもらっちゃ困る」

　私にかかりっきりになっているおかげで、部長の稽古が進んでるのかどうかもわからない。

（『泰央』、まだ見たことないんだよね）

　こんな状態で、本当に本番に間に合うんだろうか。

　だんだん、不安になってくる。

「何度も言うようだけど、この芝居はふたつの世界がある。亜湖が受け持つ人間界と、雑鬼丸の魔ま道どう世界。泰央がそのふたつのどちらを選ぶのかが、メインテーマだ」

　お芝居の練習が始まってからというもの、私は連日、部長の特訓を受けている。

　ただ台詞せりふを大きな声で言えばいいだけじゃなくて、表情とかニュアンスとか、さまざまな方向から役作りにアプローチしていかなくてはいけない──ということも、ついこの間まで完全な素人しろうとだった私は知らなかったし。

　渡り廊下での白熱した稽古で、四方八方手づまり中。

　ただいま、スランプど真ん中。

「亜湖はね、泰央にとってのストッパーなんだよ。悪あつ鬼きに誘ゆう惑わくされても堕おちない、唯ゆい一いつの理由。彼女がいなかったら、泰央はとっくに魔道に堕ちている。彼には他に守るべきものがないからね。それくらい大切な存在なんだ。だから、きみが泰央にとっての大事な妹として存在してくれないと、芝居が成立しない。棒読みの妹なんて僕はいらない」

　部長の言っている意味はわかる。

　わかるけれど、それを表現するのは難しい。

　だって、『お兄ちゃん』って呼びかける台詞だけで、八回はある。それを全部、それぞれのシチュエーションごとに微び妙みように言い方を変えなくちゃいけない。

「歩き方もまだ白島さんのままだよ。それと、台詞を言うときに身体からだが前のめりになっているけれど、普ふ段だん喋しやべるときに、そんなふうに気負ったりする？　不自然すぎて、つまらない以前に見てられない」

　ふーっとため息をついた部長が、軽く手を打ち鳴らした。

「もう一回やってみて。いいかい、泰央が雑鬼丸に連れ去られそうになる絶体絶命のシーンだ。亜湖はそこに飛び込んで、泰央を引き戻もどす。そのための『お兄ちゃん！』だよ。ちゃんと気持ちを作って言ってみて。時間がかかってもいいから……と、言いたいところなんだけどねえ……」

　眼鏡を外した部長が、指先で眉み間けんを揉もむ。

「通し稽古がぎりぎりのリミットだよ。それまでに改善しなかったら、降りてもらうしかない」

「え」

　素っ気なく宣告されて、全身が固まったのがわかった。

　全身の血が、一気にざっと落ちたみたいな。

「……そんなことをしたら、今度の大会は」

「この状態で板に乗せるくらいなら、辞退したほうがましだよ」

　そうしたら──自動的に、演劇部の廃はい部ぶが決まるだろう。

　部長が冷静に言い放つ。

「納なつ得とくできないものなんか上演できない。僕は、お遊ゆう戯ぎ会をやる気はないからね」










（通し稽げい古こがリミット……通し稽古がリミット……改善しなかったら、廃部……）

　もうその言葉がプレッシャーすぎて、頭の中をぐるぐるぐるぐる駆かけ巡めぐっている。

（──頑張らなくちゃ）

　でも、本当にできるかな。間に合うかな。

　部長の満足するラインに、辿たどり着けるかな……と。

（……そもそも、私が舞ぶ台たいに立とうなんて思うこと自体が、おこがましかったのかな）

　考えはどんどん暗い方向に落ちていき、背中もずうんと重荷を背負って丸くなる。

　休み時間の間も、暗い思考の中にどんよりと沈しずみ込んでいると。

　不意に、ぱしっと、背中を軽く叩たたかれた。

「？」

　軽い衝しよう撃げきに気づいて顔を上げると、小雪がそっぽを向いたまま、私の席の隣となりに立っている。

「小雪？」

　喧けん嘩かした日からお互たがい口を利きいてなかったんだけど、自然と声が出た。

　小雪も、ちょっと怒おこったみたいな顔をしたまま、不ふ機き嫌げんそうに言う。

「……背中が曲がってる。表情も冴さえないし、疲つかれが出過ぎよ。本番まで間がないんだから、体調管理くらいちゃんとしてよね」

　思わず、両手で頰ほおを撫なでる。

　そんなに疲れた顔してたかな。

「私と喧嘩までしてやりたいことやってるのに、何でそんな泣きそうな思いつめた顔してんのよ」

　それだけ言って、小雪はさっさとどこかへ行ってしまったけど。

（──効いたなあ。効果抜ばつ群ぐん）

　本当に、小雪の言う通りだ。

（演劇部に入りたい、舞台に立ちたいって言い出したのは私自身だもんね）

　後ろ向きにうだうだ考えていても、たぶん何にもならない。

　憧あこがれた舞台に立つ、その気持ちを大切にしよう。

（私は、私にできることを精せい一いつ杯ぱいやるだけ。頑がん張ばれ、私）




　　　　＊




　私の様子がおかしかったのか、それとも部長から苦戦具合を聞いたのか──放課後の出で稽げい古こに行く前に、岸川くんも心配そうに声をかけてきてくれた。

「亜湖、難航してるんだって？」

「……歩き方から苦労してる」

　あちゃ、と岸川くんが顔をしかめた。

「それじゃ部長、稽古中ずっと黙だまりこくってるんだ？」

「え？　ううん」

　意外なことを言われて、首を振ふる。

（黙ってるどころか）

　あのスパルタ稽古の間、部長はずっとダメ出しを続けてて息つく暇ひまもないくらい。

「逆かなあ。ダメ出しの嵐で、もうどうしたらいいのか」

「へ。あ。そうなの？」

　岸川くんが、ちょっと驚おどろいたように訊きいてくる。

「え？」

「部長、白島にダメ出ししてるの？」

「してるよ～……一歩歩くだけでダメ出しだよ」

　岸川くんが、ぱっと表情を変えた。安心したように。

「ならいいじゃん」

「え？　基礎の中の基礎ができてなくて、叩き込まれてる最中だよ？　もう時間もなくなってきてるし、不安でしかないんだけど……」

　小雪に活入れてもらったから、ちょっとは前向きになれたけど、でも。

（疲れも溜たまってきてるよなあ……）

　ふーっとため息をついて渡わたり廊ろう下かの隅すみにしゃがみこむと、岸川くんも一いつ緒しよにしゃがみこむ。

「頑張ったなあ、白島。本当に頑張った。俺、最近練習見てないから知らなかったけど。あの部長からダメ出しされてるなんて、白島すごいよ」

　え。

「……どういうこと？」

　ダメ出しって、怒られてるってことだと思うんだけど。

　違ちがうの？

「だってさ」

　岸川くんが、私をじっと見つめてやわらかく言う。

「白島が、部長がダメ出しできるレベルになったってことだよ。ダメ出しが続いてるってことは、白島が部長に喰らいついていってるってことだろうし。うん、俺が想像していたよりずっと進んでるんだな。ほっとした」

「…………そうなの？」

「演出家からのダメ出しは、否定じゃないよ。言い方はきついかもしれないけど、ほら」

　ここで岸川くんが、ちょっと言いにくそうに私から目をそらす。

「……あの人、基本がＳだから……」

　それは、知ってる。

「俺もあの人のやり方に慣れるまでにはずいぶんかかったけど、ダメ出しひとつが、理想に近づくための一歩だと思って、乗り越こえるしかない。でも、これだけは言える」

　岸川くんが頷うなずく。

「白島、すごく成長してるよ。負けてられないな」

　晴れ晴れとした顔で、岸川くんは立ち上がった。

「俺も頑張ってくる」

　岸川くんが行ってしまったあと、ひとり渡り廊下に取り残され、私は茫ぼう然ぜんとする。

（部長のダメ出しは、悪いことじゃないの？）

　改めて思い出す。

「そういえば最初の入部テストのときは黙って見てただけだけど、再テストになったら色々言われたし……」

（話にもならないと部長は黙り込んで、ちょっとましになったらあれこれ言うってこと？）

　ダメ出しのひとつひとつに応こたえるので精一杯なんだけど。

　これって。

　少しは、成長できているって信じてもいいんだろうか。










（それにしても、岸川くん）

　誰だれもいなくなった廊下の真ん中で叫さけぶ。

「そういうことは、もっと早く言って！」
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「夜間練習まで来ると、いよいよ本番が近づいてきたって感じがするな」

　いつも平然としている岸川くんが、今日は珍めずらしくちょっと緊きん張ちよう気味。

　それも仕方ないことかもしれない。

　夜間練習は、演劇部の人間にとってはちょっと特別な日だから。

　ジャージに着き替がえた私も内心、ドキドキしている。

（完かん徹てつって、したことないんだけどなあ……大だい丈じよう夫ぶかな）

　大おお晦日みそかですら、ずっと起きていられた例ためしがない。いつの間にか寝ねちゃってるんだよね。

　今日の放課後はいつもの渡り廊下ではなく、荷物を持って体育館に向かう。大道具や小道具も、全部すでに体育館の舞ぶ台たいに移してある。

　舞台稽古用の荷物の他ほかに着替えとか歯ブラシとか、お泊とまり用品を少々。

　衣装を着けてのＤドレスリハーサルもやる予定だ。進み具合を見て、メイクもするから洗面用具も必ひつ需じゆ品。

「渡り廊下は使わないの？」

「うん。教室棟とうは夜間は閉へい鎖さされるし、もう本番まで渡り廊下を使うことはないと思うよ」

「ええ～……それはなんかちょっと寂さびしいかも」

「体育館だと、本番サイズの舞台が使えるし、そっちに身体からだと感覚を慣らしていかないと。それに夜は、特に条件が良いんだ。照明も音おん響きようも、ほぼ本番と同じように出来るから」

　暗幕を張ったりカーテンで閉め切ったりしなくても室内を真っ暗に出来て、本番用の照明合わせをしたりできる貴重な機会なのだと、岸川くんが丁てい寧ねいに教えてくれる。

「夜のうちが勝負だから。眠ねむる暇はないけど、まあ、ちょくちょく休きゆう憩けいはあると思うし」

「だから土曜日の夜にやるのかな。徹てつ夜やして次の日授業あったらさすがにきついよね？」

「まあねえ」

　眠る暇がないとはいえ一応合宿扱あつかいなので、事前に親の許可が必要だった。

　ママは、「演劇部に合宿があるの？」って驚いていたっけ。

　スケジュール表のほかに、夜間練習用の新しいプリントが配られていたのを確かく認にんする。

「照明や音響の『きっかけ』の練習をしたら、とうとう通し稽げい古こかぁ」

　ハードな夜になりそう。

　ちょうど今日は、いつも体育館を使用している部が午後から試合で出で払はらっている。

　演劇部で貸し切りになった体育館に入ると、やる気満々で絶好調の部長が待ち受けていた。

　いつもより美び貌ぼうが際きわ立だっている。

　全員、もうジャージに着替えている。

「あ、来た来た。こっちだよ、敬介！　白島さん！」

　あと、残りの部員のほか、五十嵐生徒会長をはじめとするお手伝い有志の生徒たちも集まっている。

（あれ）

　なんだろう。

　なんだか、とっても目立つ人がいるような。

　部長に手招きされて、体育館中央にできた輪の中に交じる。

「白島さんにはまだ紹しよう介かいしていなかったよね？　うちの部員だよ。彼女は照明の紀き野の雫しずく、こっちは音響の赤あか里さと大だい悟ご。ふたりとも二年」

　すっと切れ長の目をしたイケメン──に見える紀野先せん輩ぱいが、私を見て小さく微笑ほほえむ。

　やだ、背はすらっと高いし色白でショートの髪かみもさらさらで、すっごい男前！

　照明担当っていうのも納なつ得とくできる。

　なんか、本人がきらきらオーラを出して発光している！

「白島ちゃん──しろちゃん？　遠くから見るより、近くで見たほうが一層可愛かわいいね。紀野です。よろしく」

　やわらかな物もの腰ごしで手を差し出されて、反射的に私も右手を差し出す。

　優やさしい、ふわっとした握あく手しゆ。

「はい！　こちらこそ、よろしくお願いします！」

　音響の先輩がちらっと私を見、すぐに視線を落とした。

（ええと……前髪が邪じや魔まで顔が見えないけど……ちょっと強面こわもてな感じ？）

　気難しい人なのかな。

「赤里先輩──白島です。よろしくお願いします」

「…………」

　返答はないけど、かすかに首が縦に振ふられたような、そうでもないような。

（どっちだろう……？）

　戸と惑まどっていると、紀野先輩が明るく笑い飛ばした。

「ああ、赤里はね、気にしないでおきな。無ぶ愛あい想そうで誰に対しても基本こうだから。でも音の才能だけはあって、ＢＧＭ選曲の他、効果音作りも上手うまいんだわ、これが」

「ちなみに紀野先輩は、見た目王子様だけど中身はオヤジだから気をつけて」

「こら、岸川！　余計なことを吹ふき込まないで！　ていうか、何で私の中身を知ってる!?」

　そうこうしている間に、結局赤里先輩は一言も声を発しないまま、部長の隣となりの音響席についてしまった。

　て。

　待て待て待て。

　どっちも、それなりにキャラが濃こい気がするんだけど。

　演劇部って、普ふ通つうな人はいないんでしょうか。

　誰か、答えをプリーズ。







　状じよう況きようを整理してみよう。

　まず、松ノ木部長。

　舞台が嫁よめと言い切る変わった人だけれども、演劇に関することには天才、奇き才さい。芝しば居いだけでなく、演出にも才能を遺い憾かんなく発揮する美貌の鬼き才さい。

　一年の岸川くん。

　普段は優しくて気き遣づかいスキルの高い、イマドキ男子。ただし、一度剣けんを握にぎるとガラッと豹ひよう変へんする。殺陣たてのこととなると武士になる。

　そして二年の紀野先輩はイケメンな美女で、照明命。あらゆるものをライトアップさせるのが趣しゆ味みなのだという。華はなやかな人だから部長が一度役者サイドに誘さそったものの、照明に徹てつする方が好きと公言して今に至る。

　赤里先輩はとりあえず寡か黙もくで、音の天才らしいということしかわかっていない。

　よくまあここまで変わった──もとい、個性的なメンバーが集まったものだ、と、いっそ感心したいくらい。

「あとひとりいるんだけど、どこにいるのかな。どうせどこかに隠かくれているんだろう。ハムスターとかリスみたいなやつだから……まあいいか。そのうち出てくるだろう。来ていることは確かだし」

　部長が、勝手にひとりで納得して話を進める。

「これで部員の面通しは済んだね。あとは、尚くん率いる生徒会メンバー、今回もよろしく」

「俺らを省略するな」

　部長がにこにこと穏おだやかな笑え顔がおをきりっと引き締しめ、両手をパン、と打ち鳴らす。

　その音が、体育館の空気の中を反はん響きようしながら伝わっていく。

「それじゃ、始めようか」

　体育館は広すぎて、いつもとちょっと様子が違ちがう。

「まずは照明合わせから。そうそう、それと、皆みんな。聞いて」

　ぱっとそれぞれの持ち場へ行きかけた部員たちが、怪け訝げんそうに足を止めて振り返る。

「通し稽古の白島さんの出来次し第だいで、大会に出場するかどうかを正式に決める。もしかしたら、今日が演劇部の最後の夜になるかもしれない」

（今夜で決まる……！）

　岸川くんをはじめとする部員たちが、顔を見合わせる。五十嵐生徒会長は一見飄ひよう々ひようとしているように見えるし、他ほかの生徒会メンバーはざわついている。







「さあ、すべてが予定通りにいかない通し稽古の夜だ。楽しもう」

　そう言って艶あでやかに笑う松ノ木部長の麗うるわしさが。

　魔ま性しようの生き物みたいに見えた。
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　舞ぶ台たいに立って、部長の指示を待つ。

　体育館は広いので、舞台正面の演出席に座った部長はマイクで指示を出す。通し稽古を始めるまでは、部長は演出席から離はなれない。

　マイクは放送部からの借り物だ。

　部長の照明合わせは、あとで個別にやる予定。

　体育館を閉め切って、おまけに学校の敷しき地ち内なので、騒そう音おんで苦情が来る心配はない。

「白島さん、赤いテープの印のところに立ってみて。もうちょっと真ん中より。そう、そこでストップ。紀野、『亜湖』にピンスポット当てて」

　舞台照明って熱い上に、とても眩まぶしいということを、初体験中。

　これは、客席なんて見ている余よ裕ゆうないかもしれない。

「ピンスポット当たっても、眩しそうな顔しちゃ駄だ目めだよ、白島さん。今のうちに慣れておいて。紀野、ピンＯＫ。敬介の殺陣シーンはホリゾントの色、青？　今できる？」

　ホリゾントは、舞台奥──背景のこと。その時々のシーンや役者の感情などに合わせて、さまざまに色を変える──それも、照明さんのお仕事。

「地明かり、ちょっと大きすぎるかなあ。直して」

　部長の鋭するどい声が、次々と飛ぶ。

　夜間練習が始まった途と端たん、照明室に閉じこもりっぱなしの紀野先輩がマイクで怒ど鳴なり返した。

「今やってるから待って！　それとちょっと役者ふたり、舞台の前の方に白いテープが貼はってあるの見える～？」

　マイク越ごしに聞こえてくる紀野先輩の声は、ちょっとハスキーで元気。

　舞台の前の方に、一直線に横切るように白いテープが貼ってあるのは目立つからわかりやすい。

「紀野先輩、見えます！」

　私は、紀野先輩の方に向かって、頭の上で丸を作った。

　照明室は、今回は舞ぶ台たい袖そでの上にあるけれど、大たい抵ていの劇場では、客席奥の突つき当たりにあるらしい。

　照明室のガラス窓の奥から、紀野先せん輩ぱいもぶんぶんと手を振って応こたえてくれた。

「それ、照明ラインね～。それ以上前には行かないで。地明かりからはみ出ちゃうから」

「わかりました！」

（舞台って本当に、いつもの渡わたり廊ろう下かとは全然違うんだな）

　つくづくそう思う。

　強い明かりで照らされて、夜の闇やみの中に不思議な空間が生まれている。

　ピンスポットの光は強くて、照らされると辺りが真っ白にしか見えない。ホワイトアウト。

　空気中に漂ただよっている、小さな小さな埃ほこりや塵ちりまでくっきり見える。

　これが意外と綺き麗れい。

「紀野、きっかけ稽げい古こは必要そうかい？」

「要いらな～い！　私を誰だれだと思ってるの。それくらい通し稽古の間に調整してやるわ！」

「わかった、任せる」

　部長と紀野先輩のやり取りがどんどん進められ、その間も、五十嵐生徒会長たちがサスペンションライトの位置を調整したり、配線をテープで仮留めしたり、てきぱきと効率よく作業をこなしていく。

　照明は専用の機械を使って明かりを調整する他に、舞台袖から照らすライトの位置調整などもしなくちゃいけない。

　当然紀野先輩だけでは手が足りないので、五十嵐生徒会長たちは大だい活かつ躍やくだ。

「私も、何かお手伝いしたほうがいいのかな……」

「役者は、今は舞台の上にいることが仕事だよ」

　私と岸川くんは舞台上で指示通りに動くだけなのに、お互たがいちょっと汗あせばんで、顔が赤くなっている。

　ただこうして立っているだけでもじんわり暑いから、動き回る本番はもっと暑くなるかもしれない。

（衣装に、汗対策が必要かも。準備しておこうっと）

「そうなの？」

「そう。俺らが立っている場所を中心に、照明がどこにどう当たるかを確かく認にんしてる。人がいるのといないのとでは、全然違うんだよ。実際に俺達が動くと、向こうも色々イメージしやすいから」

　てきぱきと進んでいるように見えても、結局照明合わせに一時間以上かかった。










　夕食には、ほかほかのお弁当が届いた。幽ゆう霊れい先生が手配してくれたみたいなんだけど、ご本人の姿は見えず。

　目玉焼きのせハンバーグとサラダのセットだった。ボリュームたっぷりで嬉うれしい。

　食後休きゆう憩けいを挟はさんで、またすぐ稽古に戻もどる。

「照明チェック待ち、今のうちに手の空いている人は休憩しておいて。紀野が終わったらとりあえず抜ぬき稽古やるから、役者はスタート前に板付きしてね」

　部長の隣となりにある大きめのテーブルの上には音おん響きよう機器が置かれ、音響担当の赤里先輩が、シーンごとの効果音やＢＧＭを流すタイミングをチェックしている。

　紀野先輩は照明室から下りて来て、舞台袖を忙いそがしく走り回っている。

　時刻はすでに夜中だというのに、いつもよりずっと賑にぎやかでバタバタしている。

　舞台照明が通常モードに切り替かえられ、眩しさから解放される。

　それとは正反対に、ずっと薄うす暗ぐらい常夜灯とうしかつけていない舞台袖に、最後の部員を発見した。

「あの…………」

　脚きやく本ほんとノートパソコンを手に、隅すみっこに引っ込んで出てこない、小動物のような女子高生がひとり。

　ずっと舞台袖の奥にいたらしい。気配がしないから、全然わからなかった。

「もしもし？　部長の妹さん……ですよね？　私、仮入部の白島です。初めまして」

　声をかけると、小さな小さな、ちょっとおどおどしたような声が返って来た。

「…………脚本担当の、松ノ木花か蓮れんです……初めまして」

　ちょっと伸のびかけの前まえ髪がみを、ピンで可愛かわいく留めている。ジャージが大きいのか、ぶかぶかの袖をたくし上げてある。

　顔は、部長に似ているかな──兄妹きようだいだと言われればそうかな程度かな、とそんなことを思っていたら、不意に深々と頭を下げられた。

「いつも、あの兄がお世話になっております」

『あの』を強調されて、なんとなく悟さとる。

（妹さん、色々と苦労しているんだろうな……）

「いえ、あの！　こちらこそ、部長にはいつもお世話になってまして」

「白島さんが入ってくれたおかげで、なんとか予選大会に参加できます。感謝しています、本当に」

「松ノ木さんが、脚本書いたんだよね？」

　脚本に小さく『作・松ノ木花蓮』と書いてあるから、ひそかに気になってはいたんだよね。

「すごいね！　部長もすごいし、演劇兄妹なんだね」

　松ノ木さんがあわあわと慌あわてる。顔が一気に真っ赤になってる。

　小さい顔に、大きすぎる眼鏡をかけているのがすごくキュート。

「そ、そんなことないです。私、目立つの苦手だし、人前で喋しやべるのも苦手で、役者になるのは到とう底てい無理で……素質ないから……」

　松ノ木さんが、だんだんうつむいていってしまう。

「脚本書けるのも充じゆう分ぶんすごいと思うけどなあ……第一、役者だけいてもお芝しば居いが成り立たないっていうの、実感した」

「え」

「舞ぶ台たいって、皆みんなで作り上げるものなんだなあ、と思って。照明の当たり方ひとつで、演出効果が全然違ちがってくるなんて知らなかった！　裏方さんの技術っておもしろいね！　こういうの見るの好き。わくわくする」

　松ノ木さんが、ちょっと驚おどろいたように瞬まばたきをして。

　それから、ふわっと嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「……ありがとう」

　松ノ木さんて可愛いなあ。

「松ノ木さんは、何組？　私、Ａ組」

「Ｂです……あの」

「はい？」

「兄と被るので、できたら、名前で呼んでいただけると……」

　それもそうだ。

「じゃあ、花蓮ちゃん、って呼んでいい？」

「あ、はい。もちろんです……！」

「私のことも名前で呼んでね。一花です」

「一花、ちゃん？」

　顔を見合わせて、にっこりする。

　うん。

　仲良くなれる予感。










「お。こんなところに居たか」

　タオルをバンダナみたいに頭に巻いた五十嵐生徒会長が、ぬっと姿を現した。暑いのか上着を脱ぬいで、白いＴシャツ姿だ。

「……尚くん」

　この呼び方は知っている。部長が生徒会長を呼ぶときの呼び方だ。

「そうか──部長の幼なじみっていうことは、花蓮ちゃんと生徒会長も幼なじみなんですね」

「おうよ。こいつは俺の妹みたいなもんだ」

　生徒会長が、花蓮ちゃんの頭を無造作にうりうり撫なでようとする。

　花蓮ちゃんが、すっと最低限の動きでそれを避さけた。

「……髪、ぐしゃぐしゃになるから嫌いや」

「花蓮はつれないなあ。困ったことがあったら、あんな頼たよりない馬ば鹿かじゃなく、何でも俺に言いなさいって口を酸すっぱくして言っているのに」

　花蓮ちゃんに避けられたことをものともせず、生徒会長が手を伸ばす。

　結局髪がぼさぼさになるまで撫でられて、花蓮ちゃんは終始複雑そうな顔をしていた。
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　通し稽げい古この前に、抜き稽古をする。

　いつも渡わたり廊ろう下かでは私に付きっ切りで特訓してくれる部長が同じ舞台上にいるのは、正直変な感じがする。

（ていうか、部長と一いつ緒しよにお芝居するの、初めてだわ）

　照明の当たる舞台に立っても、どうしたらいいのかわからず、ちょっともじもじする。

　部長がジャージの上着のファスナーを外して、不意に優やさしく私を見つめて微笑んだ。

（あれ？　いつもの部長の表情と違う……？）

　見かけよりもずっと大きな手で、ぽんぽんと頭を撫でられる。

「!?」

「……亜湖。心配しなくていい。何があっても、お前のことは俺が守るから」

　その瞬しゆん間かん、ひらめいた。

（もう、部長は部長じゃない。『お兄ちゃん』なんだ……！）

　部長じゃないから、厳しい表情をしない。亜湖を優しく庇ひ護ごしてくれる泰央そのもの。

　すっと背筋を伸ばした立ち方も歩き方も、いつもと全然違う。

「……！」

　ぞくっと、背中から悪お寒かんのようなものが走った。

　熱くてざわざわするものに身体からだを撃うち抜かれて、頭の芯しんが痺しびれる。

（ああ……この感覚は知ってる。覚えてる）

　秋の定期公演を観みたときと同じだ。

　目の奥の光に至るまで、部長は泰央そのもの。

　だったら私は、亜湖に成り切ればいい。ふっと身体が楽になった気がして、ふんわりと唇くちびるが綻ほころんでいくのがわかった。

　だって、目の前にいるのは優しくて頼りになる、お兄ちゃんだ。緊きん張ちようする必要なんて何もない。

　この世でたったふたり──お互たがいしか頼れる存在のいない、孤こ独どくな兄妹だ。

　だからこそ、強い絆きずなで結ばれている。

　亜湖がいなくては、泰央が人間世界に留とどまっている理由がない。

　亜湖は泰央の最大の弱みであり──同時に、途と轍てつもない強みでもある。

　泰央も亜湖も、お互い支え合わなくては存在することができない。

「おいで、亜湖」

　差し伸のべられた手に。

「うん」

　私は、すなおに腕を伸ばした。
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「シーン稽古終しゆう了りよう。一息入れようか」

　部長のその声に、張り詰つめていた空気がわっと解ほどける。

「白島」

　岸川くんに手招きされる。

「今のうちに腹ごしらえしておこう。あっちのテーブルに、買い出しがあるよ」

　誘さそわれるままに、舞台から下りる。

　腕うで時ど計けいをちらっと見てみると、そろそろ、夜中の十二時だ。普ふ段だんならとっくに眠ねむくなっている時間だけど、確かにお腹なかが空いている。

　買い出しはコンビニのおにぎりやサンドイッチ、インスタントのスープや菓か子しパンなど、メニューが豊富だった。

　高校生の総勢十人分だから、ものすごい大量だ。これは、生徒会のメンバーがさっき、一番近いコンビニまでわざわざ買いに行ってくれたもの。

　私はハムとレタスのサンドイッチを、岸川くんは特大サイズの焼き肉おにぎりとカップ麵めんを選んで、適当な場所で食べ始める。

「疲つかれた？　ぼーっとしているみたいだけど、眠い？」

「ううん、まだ大だい丈じよう夫ぶ……」

　初めて尽づくしのことばかりで興奮しているのか、頭の芯が冴さえていて、全然眠くならない。

「それより、こんなに大人数でいることに慣れないかも」

　しばらく、稽古は部長とふたりきりだったから。

　ちょっと笑うと、岸川くんも、わかるわかる、と頷うなずいた。

「先せん輩ぱいたちはしばらく部活に来てなかったもんな。打ち合わせとかは部長の教室で済ませていたみたいだし」

「いっつも、夜間練習まで部活に来ないの？」

「いや、今回はちょっと先輩たちが忙いそがしかっただけ。それに、渡り廊下での練習は何度か見に来ていたらしいよ」

「うそ。全然知らなかった。どこにいたんだろう」

「練習の邪じや魔まにならないように、隠かくれてたんだよ。生徒会長たちは、本番も手伝ってもらうから、毎回大体夜間練習から参加してる」

「……なるほど。私、知らないことばっかりだ」

「初めてなんだから、そんなもんだよ。裏方のことは部長が全部仕切っているから問題ない」

　それにさ、と岸川くんが続ける。

「さっきのシーン、袖そでから見てたけど。ちゃんと亜湖になってたじゃん。この間より更さらに上達してたんで驚おどろいた」

「部長がね」

「え？」

「部長が、上手うまく乗せてくれたの」

　操あやつられていた、と言ってもいいかもしれない。

　泰央がそこにいたから、私は亜湖として反応しただけ。

「自分がどう演技したか、よく覚えてないの。ただ部長がお兄ちゃんに見えて、その通りに動いただけ」

「部長がその気になれば、まあ、そのくらいはできるか……」

　驚くくらい自然に亜湖に気持ちが切り替かえられて、舞ぶ台たいに立っていても、ほっとするほど気が楽だった。

　波にさらわれるように、ナチュラルに亜湖を引き出してくれたのは、部長の演技力だ。

　改めて思う。

「──部長って、本当にすごい人なんだね」

「それは、俺も同感」

「すごすぎて、手のひらで転がされて悔くやしいっていう気持ちも湧わいてこないなぁ……」

　サンドイッチを頰ほお張ばる。

　まだまだ、部長のレベルに達するのは遥はるか先のことだ。

　今はまだ足もとにも及およばない。比べることすらおこがましいレベルだ。

（……上手くなりたいな）

　心の底からそう思う。

（ただ舞台に立てて満足するんじゃなくて、上手く演じられるようになりたいな）

　先は長そうだけどね。




　　　　＊




　休きゆう憩けいが終わり、部長が椅い子すから立ち上がった。

「役者、板付き」

　部長も役者だから、通し稽げい古こを監かん督とくすることはできない。

　いざ、通し稽古だ。

「……うー、緊張する……」

　私の出来次し第だいで、大会に出場できるかどうかが決まる。演劇部が存続できるかどうかが決まる。そう思うと、膝ひざが震ふるえる。

　部長の代わりに監督作業を引き継ついだ花蓮ちゃんが、演出席にちょこんと座り、マイクに語りかける。

「……紀野先輩、体育館の照明消してください」

　ぱち、と音がして、体育館の中が真っ暗になる。

「開演ブザーは鳴らしません。緞どん帳ちよう開けから始めます。尚くん、緞帳上げて」

　ブザーは、夜の体育館には響ひびきすぎるから。

　するすると、音もなく緞帳が上がっていく。

「よーい」







　照明のつく一いつ瞬しゆん手前。

　今が一番、緊きん迫ぱくの瞬間とき。







「スタート」




　　　　＊




「泰央を我が物とするためには、お前の存在が邪魔だ。目め障ざわりな小こ娘むすめ」

　舞台用の、作り物の刀がひゅっと空気を切り裂さく。

　唸うなるような空気の振しん動どうが耳のすぐそばで響いて、思わず振ふり向いた私は次の瞬間、心臓が止まるかと思った。

　冷れい徹てつに、冷れい酷こくに私を見下ろす鬼おにの目がある。

　その視線の冷たさに、にじみ出る表情に、気き迫はくに、ただただ圧あつ倒とうされる。

　クライマックス直前、亜湖が初めて雑鬼丸に襲しゆう撃げきされるシーンだ。

（ここにいるのは岸川くんじゃない。本物の、悪あつ鬼きだ……）

　初めて目にする、悪鬼の禍まが々まがしさ。

　亜湖は泰央と違ちがって、普通の人間だ。悪鬼に対たい抗こうする能力なんてひとつも持っていない。

　悪鬼の姿を実際に目にするのも初めてだ。

「ひ……！」

　逃にげようとしたところを、雑鬼丸に腕うでを摑まれ、いとも簡単に捻ひねり上げられる。

　突つき飛ばされて、目の前に切っ先を突きつけられる。

「──泰央が執しゆう着ちやくしないよう、塵ちりひとつ残さず消し去ってくれるわ」

　殺される──本当にそう思った。身体からだの芯しんから怯おびえて震える。

　憎にく々にくしげに吐はき捨てた雑鬼丸から逃げなくてはならないのに、脚あしが震えて立てない。動けない。

　だから呼ぶ。

　この世界で、一番頼たよりになる大切な人を。

「助けて、お兄ちゃん……！」

「亜湖！」

　部長演じる泰央が飛び出して来て、猛もう然ぜんと雑鬼丸に立ち向かう。

「下がってろ、亜湖！」

「おのれ、どこまでも邪魔な小娘め……！」

　泰央が躍おどりかかり、雑鬼丸が捨て台詞ぜりふを残して立ち去る。

　そののち、泰央が雑鬼丸と直接対決するシーンがある。

「お前がいる限り、あの妹は常に悪鬼につけ狙ねらわれる運命にある。お前が原因だ、佐名泰央」

　この雑鬼丸の台詞に、泰央はひどいショックを受ける。

「俺がいることが……亜湖を苦しめているのか…………？」

　執しつ拗ような雑鬼丸の罠わなに嵌はまり、泰央はとうとう魔ま道どうへと堕おちかける。

　人間としてのすべてを捨て、悪鬼となるしかないのか──意識も悪鬼に変へん化げしかけたところを止めるのは亜湖だ。

「そっちへ行かないで、お兄ちゃん！　戻もどってきて……！」

　悪鬼としての能力と命も持って生まれてしまった泰央と、弱い人間としての命しか持たない亜湖。

　泰央は雑鬼丸の誘ゆう惑わくを振り払はらい、亜湖のためにも、自分自身の人生を生きると強く誓ちかう。

「俺は魔道には堕ちない──亜湖がいる限り、決して！」

　獲え物ものを取り逃がした雑鬼丸の無念の余よ韻いん、運命によって定められた、亜湖の残り僅わずかかな命──さまざまな問題を抱かかえながらも、佐名泰央はもう逃げない。

「まっすぐに、前だけを見つめて生きる──それが、亜湖の望みでもあるのだから」










　幕が下りるのを、初めて舞ぶ台たい側から見た。

　舞ぶ台たい袖そでのボタンひとつでするすると下りてくるあの緞帳が、実はとても重くて危ないものなのだと、通し稽古が始まる直前に説明されて初めて知ったばかりだ。

（一トン近くある代しろ物ものだから、絶対に真下へは立たないことって言われたっけ……）

　そのために舞台には、きちんと印をつけてあるのだけれど。

　正直言って、全然そこまで気が回らなかった。

　初めての通し稽古は、出ハケや衣装替がえ、小道具の段取り確かく認にんなどもあって、あたふたしている間に終わってしまったような気がする。

「緞帳下ろすタイミング、もうちょっと早くしてください。遅おそいです。照明も合わせて。そこのところは場当たり稽古で決めれば問題ないと思いますが、最低でも五秒詰つめて下さい」

　時間を計っていた花蓮ちゃんが、部長愛用の年代物のストップウォッチを止めて、軽く合図を送る。

「はい、緞帳が下り切ったところで──通し稽古終しゆう了りようです。お疲つかれさまでした」

「それじゃ、緞帳上げるよ。紀野～！　体育館の明かりつけてくれる？　花蓮、全部で何分かかった？　誤差どれくらいあった？　許容範はん囲いだったか？」

　部長は一瞬で泰央から部長へと切り替わり、さまざまな指示を出し始める。

　幕が下りると同時に、私はへなへなと舞台の上に座り込んでしまった。

　芝しば居い中の興奮と高こう揚ようが一気に冷めて、息苦しいくらいの後こう悔かいが押し寄せてくる。

「一段落したら、舞台に全員集まって。結果を伝える」










　今の私は、部長の目にどう映っただろう。

　やり遂とげたあとの心地ここちよい達成感と同時に、ひどく不安になる。

　部長が頷うなずいてくれなかったら、私はこのまま演劇部にはいられないし、演劇部そのものも廃はい部ぶになるしかない。

（それでも、中ちゆう途と半はん端ぱな舞台で妥だ協きようするのだけはいやだって、部長が）

　人生でこれくらい本気になったことはないくらい、集中した。それだけは胸を張って言えるけれど、その結果が誰だれにも認められなかったら悲しすぎる。

　私の一いつ所しよ懸けん命めいの結果は、どうだっただろう。部長の顔を見るのがすごく怖こわい。

　でも、見ない訳にはいかない。

　目をそらしたくない。

　煌こう々こうと明るい舞台の上で、部長は少しの間、腕うで組ぐみをしたままちょっと顔を傾かたむけて、じっと私を見ていた。もう、妹を見つめる泰央の顔をしていない。

　舞台を嫁よめと言い切る、芝居狂ぐるいの部長に戻っている。

　部長が何て言うかが気になって、できることなら目をそらして、うつむいてしまいたいくらいだったけれど。

　座り込んだまま、私は顎あごを上げて、部長をまっすぐに見つめ返した。

「集中力を使い果たして、放心してるって感じだね」

　確かに、ものすごく疲れた。頭の中ががんがんして痛い。

　でも、それだけじゃない。

　心の奥で、何かがちりちり燃えてる。

「これできみは、憧あこがれの舞台に立ったわけだ。満足したかい？」

　舞台に立てたことは、本当に嬉うれしい。

　でも、それだけじゃなくて。

「何か言いたいことはある？」

　ちりちりひりひり、切ないくらいに胸の中で燃えているのは、悔くやしさだ。

「……もっと声を大きく出したかったのに、途と中ちゆうで小さくなっていきました。注意されていたタイミングで台詞がうまく言えませんでした」

　なにより、部長演じる泰央や岸川くんの雑鬼丸に圧倒されっぱなしで、まともに演技なんてできていなかった気がする。

「姿勢も途中から崩くずれた。体力がない証しよう拠こだよ。一時間もないんだから、体力配分を考えないとね」

　散々体力をつけろと言われた理由も痛感した。

　舞台に立っている間は、ものすごく消しよう耗もうする。

　まるで幕が下りるまでの間、ずっと全力疾しつ走そうしているみたいに。

「はい……」

　岸川くんや他ほかの人たちも、私たちの様子を固かた唾ずを吞のんで見守っている。

　それはそうだろう。私の出来次し第だいで、今度の大会の出場が決まるのだから。

　部長が、つと紀野先せん輩ぱいたちに視線を向ける。

「紀野、どう思った？　今日の稽古を全体的に見て」

「悪くなかったんじゃない？　何より、松ノ木のスパルタにここまでついてきてくれたんだから、私としては文句ないけど？」

「赤里は？」

「…………」

　特に、言いたいことはなかったみたい。

「花蓮は」

「──お兄ちゃんこそ、どうなの」

　部長が、眼鏡のブリッジ部分を人差し指で、ちょい、と上げた。

「僕は、出来としては不満だ。不完全だし煮に詰つまってないし、敬介も体力配分間ま違ちがえただろう。最後のほう、息切れしてた」

　やべ、と岸川くんが顔をしかめる。

「ばれてましたか」

「ペース配分はきちんとしていくこと。雑鬼丸が息切れしていたらみっともないよ」

「気をつけます」

「それで、白島さんのことに話を戻すけど」

　私は、緊きん張ちようしながら続きを待った。

「最後まで舞台に立ちきった。そこは評価するよ。僕は、中途半端に投げ出す輩やからが何より嫌きらいだ」

「え」

（それって…………？）

　どういう意味が含ふくまれているかを理解するのは、私より岸川くんのほうが早かった。

「やったな、白島！」

　岸川くんが満面の笑えみを浮うかべて、私に駆かけ寄る。

　嬉しそうに、私の両りよう肩かたに手を置いて揺ゆさぶる。

「おめでとう！　部長が許可したんだ、これで一いつ緒しよに大会に出られるぞ！」

　あ。

　そうだ、すっかり部長とか廃部とかに気を取られていたけど。

「一緒に」

　大会に出られる。

「この部に、いられるんだ……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくと、岸川くんが応じる。

「そうだよ」

　ということは。

「私、まだ、舞台に立てる……？」

　答えは即そく答とうで返ってくる。

「もちろん！」
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（──…………………っ）

　大会に出場できる。

　じわじわじわじわ、喜びが足もとからお腹なかを伝って、心臓に伝わって、今──やっと、脳に伝わる。

　私は飛び上がった。

「やった～！」

「おめでと、しろちゃん」

「一花ちゃん、おめでとう……！」

　口々に祝福してもらって、嬉しさ全開。

　ぱっと、一いつ瞬しゆんでそれまでの緊張とか苦労とか疲つかれとかが吹ふっ飛んだ。何これ、すご過ぎる。

　この嬉しさは、半はん端ぱじゃない。

「それからね、白島さん」

　部長に声をかけられて、はっと我に返る。

「はい？」

「雑鬼丸に刀を突つきつけられたときの表情、良かったよ。一いつ般ぱんの人は、なかなか、あんな風に自然に腰こしを抜ぬかすことはできないんじゃないかな。感心したよ。いやあ、あれには僕も驚おどろいた」

「……むしろ一般人だから、本気で腰を抜かしたんですけど……」

　あれは心の底から本心で、お芝しば居いなんかじゃなかった。

「え、そうなの？」

「だって、普ふ通つうに生きていたら、切っ先を突きつけられるようなことはないでしょう？」

「そう？　僕は結構しょっちゅうだけど」

「俺もです」

　岸川くんが片手を軽く挙げるのはまあわかるけれど、部長は一体全体どんな理由で!?

「私も、あるかな～」

「……」

　赤里先輩までもが、こくりと頷いたから本気で驚いた。

「先輩たちまで!?　どういう事情です!?」

「友人女子につきまとうストーカーを撃げき退たいしたときに。相手がナイフ持っていたから、顎あごの骨をキックで蹴けり砕くだいてやったわ」

　あはは、と快活に紀野先輩が笑うけれど。

（それ、笑っていいとこかな!?）

「赤里先輩も、なにか事情が……？」

　恐おそる恐る尋たずねてみると、またしてもこくりと頷うなずきを返される。

　カオス。

　この状態を、誰だれかなんとかしてください。

　巻き込まれていないのは松ノ木兄妹きようだいだけで、花蓮ちゃんはいつの間にか舞ぶ台たいから姿を消している。

　またどこかに籠こもっているのかと思ったら、舞ぶ台たい袖そでで、五十嵐生徒会長に捕つかまっているらしかった。

　部長が、満足そうににっこり微笑ほほえむ。

「うちの部は、仲が良くて何よりだ」

　あなたのその目は節穴ですか。

　お芝居しているときの観察眼はどこに行った。

「まあともかく、さっきの感覚を忘れないでおいて。新しん鮮せんさも、芝居の大切な要素のひとつだから」

　こほん、と部長が咳せき払ばらいした。

「とにかく、もうちょっと基き礎そから鍛きたえないと使えない。ということで、三十分休きゆう憩けいしたら今度はＤドレスリハに入る。メイクと着き替がえを済ませておいて」

「はい！」

　その他にも、小道具を片付けたり水分補給しておいたり、気になるシーンのおさらいをしておいたり。

　三十分なんて、きっとあっという間に過ぎるだろう。

　各自に、それぞれのダメ出しを簡単にメモしたものが渡わたされる。

「部長、容よう赦しやないな」

　岸川くんが、うっすら笑う。挑いどむように、楽しそうに。

　その表情の意味が、とてもよくわかる。

　ダメ出しは、次へ進むための糧かて。ちょっと苦い良薬。

　次の稽けい古こでは、前の稽古よりも自分が上手うまく演じられるような、根こん拠きよのない自信がある。舞台の上では、役者は魔ま法ほうにかかるのかもしれない。

　最大の難関であった通し稽古を何とかクリアできて、ほっとしたのと同時に。

（楽しい……！）

　楽しくて楽しくて仕方ない。

　夜が明けるまでには、まだ時間はたっぷりある。

　亜湖として生きる、という感覚が、初めて摑つかめた日だった。

　たぶんこれが、頼たよりないながらも私が踏ふみ出した、役者としての最初の一歩。










　夜間練習は夜明けまで続いた。

　何回か通した後、朝になってから、ようやく終しゆう了りようする。

　眠ねむくて眠くて、頭が朦もう朧ろうとして。

　そのあとどうやって家に帰ったのか、あんまりよく覚えていない。
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　夜間練習のあとからは、本番に向けて最後の追い込み期間だ。

　朝練も始まって、毎朝、少しずつシーン稽古を重ねている。朝は、さすがに通すほどの時間は取れない──他ほかの部も体育館を使うので、結構注目を集めてしまうのがちょっと恥はずかしい。

　でも今日は、久しぶりに外に出ている。

「平日の昼間に外にいるって、変な感じ」

　教員研修で授業が午前中で終わる日だったので、皆みんな家に帰り、制服から私服に着替えて、市民文化ホール最も寄よりのターミナル駅で再集合することになった。

　私服だけど、汚よごれてもいい、動きやすい恰かつ好こうをしていかなくちゃいけない。

　水色のチュニックに、細身のデニムを合わせることにした。

　亜湖のイメージって、なんとなく水色なんだよね。衣装のワンピースも水色だし、そのせいかな。

　待ち合わせの駅に着くと、まだ誰も来ていなかった。

　何本かの電車が乗り入れている大きな駅だから、使う電車も結構バラバラなんだろう。

（大体部長とか、家がどこら辺なのかも知らないし）

　待ち合わせ場所は、駅の改札を出た大きな銅像の正面。女の子の銅像が建っていて、ここが待ち合わせの定番の場所だ。

　私も何回かここを待ち合わせに使ったことがある。

　人通りの多いターミナル駅だけど、平日の午後は、さすがにちょっと人が少なめ。

　朝と夜は、通勤ラッシュでごった返す駅なんだけど。

　広いロータリーに立っていると、ゴトゴトと、しょっちゅう電車が通り過ぎていく音が耳と頭に直接響ひびく。

「予定より一本早い電車に乗れたからかな……場所、間ま違ちがってないよね」

　ちょっと不安になってきょろきょろしていると、ぽんと肩かたに手を置かれる。

「白島」

　Ｔシャツに長なが袖そでのシャツ、デニムというシンプルな恰好の岸川くんがすぐ後ろにいて、びっくりした。

「岸川くん。早いね」

「白島こそ。俺が一番乗りだと思ってたから、びっくりした」

「ふふ」

「わざわざ家に帰って着替えるなんて、面めん倒どうだよなあ。制服でそのまま行ければいいのに」

「そうだねえ」

「職員の研修日だから、今日は顧こ問もんすらいないし」

「あ。ねえ、訊ききたかったんだけど。幽ゆう霊れい先生、夜間練習の時はいた？」

　夕食のお弁当を差し入れてくれたことしか知らない。

（お礼言いたかったんだけどな）

「いたらしい。存在感なかったけど」

「いたの!?　私、ずっと気をつけてたのに」

「気配ないからな。ある意味、舞ぶ台たいの黒子に向いているんじゃないかと思うんだけど」

「本番には来るのかな？」

「たぶんね。顧問はやることが結構多いから」

　お喋しやべりしながら、部長たちの到とう着ちやくを待つ。

「部長たち、次の電車で来るかな」

　電光板を見ながら言うと、駅の大時計じゃなくて腕うで時ど計けいをちらりと見た岸川くんが頷うなずく。

「時間から言って、そうだろうな」

「市民文化ホールって、この駅から歩き？」

「歩いて十分かからないよ。行ったことない？」

「あると思うけど、あんまりよく覚えてないの。でも、近いね」

　花咲高校の場当たり稽古の順番は、最後の方だ。午後四時からの一時間。

「話し合いで決まることもあるし、くじ引きで決めることもあるんだって」

「今回は、くじ引きで決めたの？」

「そうらしいよ」

　岸川くんは本当に、今回が初はつ舞ぶ台たいとは思えないくらい色々よく知っている。

「場当たり稽古って、実際何をやるの？」

「大会の──市民文化ホールの舞台を一日借り切って、参加校がそれぞれ予行演習をするんだよ。装置の搬はん入にゆう搬出、照明の場所合わせ、役者はバミリだな。一時間しか持ち時間がないから芝しば居いは通せないけど、うまくいけば気になるシーンの抜ぬき稽げい古こくらいはできる」

「バミリ？」

「役者の立ち位置の目印だよ。夜間練習のとき、舞台に印つけてあっただろ？」

「ああ、あの蛍けい光こうテープのやつ？」

「そうそう。あれは部長や紀野先せん輩ぱいが、あらかじめつけておいてくれたやつ。あれと同じように、ピンスポットの当たる位置とかに、場当たり稽古のときに印をつけるんだ。本番で照明から外れたりしないために」

　あとはまあ、劇場の大きさに合わせた声の出し方を身体からだで覚えて、空間の大きさに慣れることかな、とさらっと言われて、やることの多さに頭がついていかない。

「岸川くんは、なんでそんなに慣れてるの。中学のとき、演劇部じゃなかったんでしょ？」

「一応剣けん道どう部だったけど。去年一年、ほぼ部員見習いみたいなものだったから」

　どこかのホームで、電車が着いたらしい。

　ざわめきと一いつ緒しよに、改札口から乗客たちが出て来るのが見えて、その次の瞬しゆん間かん。

「え」

「うわ」

　私と岸川くんは、同時に息を詰つめた。

「やあ、敬介、白島さん！　待たせちゃったかな!?」

（ひえええ）

　爽さわやかに、めっちゃ爽やかにホームから改札を通って歩いてくる部長が。

（目……！　目がちかちかする……！）

　鮮あざやか過ぎる、目に痛いくらいの黄色の幾き何か学がく模様のシャツに、これまた色のはっきりとした赤あか紫むらさきの革かわズボンという、見せる暴力的な服装をしていて。

　花蓮ちゃんはちょっと居い心地ごこち悪そうにうつむいて、できるだけ部長と距きよ離りを取っている。その気持ちはとてもよくわかる。

　一緒に乗り合わせたらしい五十嵐生徒会長は慣れているのか何なのか、全然部長の服装を気にしている様子も見せず、堂々としているのがかえってオソロシイ。

「…………お洒落しやれ？　部長のセンスって、お洒落こじらせた感じなの？　あれは、お洒落の域に入るの？」

　今まで、部長の私服なんて見たことがなかったから知らなかった。

　岸川くんが、片手で目を覆おおったまま、俺も部長の私服は見たことなかったんだけど、と唸うなるように声を絞しぼり出す。

「天は二物を与あたえずかぁ……ホントに、制服のままで来れば良かった」

　同感。










　場当たり稽古からの帰り道。

（時間が飛ぶように過ぎていくって、本当のことなんだなぁ）

　そんなことをしみじみ考える。

　今週末が、いよいよ大会本番だ。

　場当たり稽古が終わってすぐに帰って来たから、いつもより帰宅時間が早い。

　私はちょっと考えて、まっすぐ帰宅しないで寄り道することにした。正しくは、小雪の家のあるマンションのエントランスの前で、ちょっとうろうろしている。

（ずっと渡わたしそびれてたんだよね、チケット……）

　会場は、市民文化ホールの小ホールだ。学校からはわりと近いし、うちの高校の出番は午後三時から。

　授業を受けたあとでも──演劇部関係者はこの日は公休日──充じゆう分ぶん間に合う。

「来てくれるかなあ……」

　大会は一いつ般ぱん開放していないので、部外者は、招待チケットがないと観みることができない。

　小雪に渡したくて、チケットはずっと持ち歩いていたのだけれど。

　渡すタイミングが全然摑つかめなくて、ぐずぐずしているうちに今日に至ってしまった。

（活を入れてもらったものの、仲直りはできてないんだよね……）

　マスクのお礼もまだ言ってない。

　インターフォンを押そうと手を伸のばしたその時、中のエレベーターホールから小雪がひょこっと出て来たので、心底びっくりして飛び上がる。

「うわきゃあ！」

「──何よその、化け物にでも遭あったみたいな反応は」

　襟えりのざっくり開いたトップスに、お気に入りのやわらかいロングスカートを合わせた小雪も、さすがにちょっと驚おどろいた、同時にちょっと怒おこったみたいな顔をしている。

「えっと、あの」

　いきなりここで小雪に会うとは思わなかった。

　気まずい沈ちん黙もくが落ちたけれど、私は勇気を振ふり絞って口を開いた。

「小雪に、これを渡そうと思って来たの」

　しわしわにならないよう、スケジュール帳に挟はさんでいたチケットを取り出して、差し出す。

「本番、観に来てほしいの」

　喧けん嘩かもしたけど、小雪には、私の努力の成果を見てほしい。

「お芝居は正直なところまだまだだけど──私、頑がん張ばるから。頑張ってるから」

　そう言うと、目を瞠みはっていた小雪の顔が、くしゃっと歪ゆがんで、それからすぐに微笑ほほえみの形になった。

「一花が頑張ってることくらい、ちゃんと知ってるわ」

　照れているときや泣きたいとき、小雪は意地でも涙なみだを見せない。

「────ちょうど良かったわ。私は、そのチケットをもらいに行くところだったのよ」
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　大会前日の放課後は、引っ越こしでもするみたいに慌あわただしかった。

　部員たちは部長に、それぞれの受け持ちをきっちり分担されている。

　校舎前に横付けされたトラックに、次々と荷物を運び込む。

　力仕事を主に担当しているのは、部員男子と生徒会の役員さんたちと、それから部長のクラスメートの有志数人だ。

（夜間練習のときに見た顔が多いかな……この人たち、いっつもお手伝いしてくれているのかな）

　紀野先輩と花蓮ちゃんが体育館に残って、荷物を運びやすいように準備したり、散らかした道具類の撤てつ退たい作業をしている。

　私はトラックのすぐ傍そばにいて、リストを片手に、荷物の積み込みをチェックするのが今日のお仕事。

　今にも雨が降り出しそうなじっとりした空気で、ただでさえ重労働中の部長も岸川くんも既すでに汗あせだくだ。

「白島。大道具は、あと二回で運び終わる」

「はーい、了りよう解かい。予定通りだね」

　手にしていた予定表のチェックリストに印をつける。

　ちょっと休きゆう憩けい中の岸川くんが、私の手元を覗のぞき込んでくる。

「ねえ。私、大型トラックの中なんて、初めて見たよ」

　引っ越しをするときくらいしか、こんな大きなトラックの中を見る機会は、そうないと思う。

「いや、これは中型だよ。今回はそんなに荷物が多くないし」

「舞ぶ台たい装置、全部持っていくんだね……照明まで」

「もちろん。持って行かなきゃ仕方ないだろう？　全部本番で使うんだから。こういうときは生徒会の先せん輩ぱい方が手伝ってくれるから、本当に助かる」

「ふん。生徒会なんざ、しょせん便利屋だからな。生徒からの要望があったら無視できない」

　サスペンションライトを担かついできたジャージ姿の五十嵐生徒会長が、ぼやく。入れ替かわるようにして、岸川くんがまた体育館へと戻もどっていく。

「さー、あとひと頑張り！」

　体育館から狭せまい階段を下りてトラックの荷台まで運ばなくちゃいけないから、量が多いとかなりしんどい。

　白のＴシャツにジャージ、頭にバンダナを巻いて、今日の生徒会長はかなりガテンな感じ。

「サスペンションライトって、重いんでしょう？　それを持てるなんて、やっぱりすごいですね」

「お、新入りのちび。まあ、毎回手伝わされているからな。どうだ、惚ほれたか？」

「私、ちびじゃありません！」

「尚くん、手がお留守になっているよ。遊んでないで次運んで」

「手伝ってやってるんだからいいだろ、これくらい。ふー、暑あち」

　ぶちぶち文句を言うけれども、生徒会長もわりと気合いが入っていて楽しそう。

「白島さん、こっちの手荷物のチェック始めて」

「はい！」

　足りないものがないか、時間通りに装置が運べるか、チェック事じ項こうはわりと多い。

「メイクボックスは中身も確かく認にんしておいてね。下手したら口紅とかカビているかもしれない」

「夜間練習のときは大だい丈じよう夫ぶでしたけど……一応、ものすごく注意して見ておきます」

　トラックの中には、バラされた大きな舞台装置が次々と運び込まれていく。小さな荷物はその隙すき間まに詰つめていく。

　この運び方がまた変わっていて、もっとも注意するのは、舞台装置に傷をつけたり壊こわしたりしないこと──応急処置できるように、必要な道具類は持っていく。

　その次に、搬はん入にゆうするときにもっともスムーズに舞台設営できるように、組み立てる順番を考こう慮りよして荷台に詰めていくこと。

（舞台が、こんなに色々細かいところまで考えて作られているなんて、知らなかった）

　最近は、こういう知らなかったことをひとつひとつ知るのがおもしろくて仕方ない。

「白島さん、漏もれはない？　平気そうかな？」

「今のところ大丈夫です」

　部長の作った予定表に、持っていく物の細かいリストが載のっているから、チェックはそれに従えばいい。

　脚きやく本ほんの頭につけられた予定表には、大道具の搬はん入にゆうと設営にかかる時間や、芝しば居いが終わって搬出撤てつ収しゆうするまでの時間も、きっちり書き込んである。

「松ノ木部長、紀野さんが呼んでますけど」

　お手伝いの生徒にそう言われて、部長が体育館へ戻っていく。

「白島さん、ちょっとここで待っててね。尚くんは？」

「俺はちょっと一息入れるわ」

「わかった」

　うっかりすると真夏日レベルにまで気温が上がる、梅雨つゆ入り直前。

　風がぜんぜん吹ふいていないから、湿しつ気けがまとわりついて余計に暑く感じる。

　重い荷物を持って何往復もした五十嵐生徒会長が、荷台の積み込み口にもたれかかり、ふーっと大きな息を吐はいた。

「あー、しまった。タオル持ってくりゃ良かった。忘れた」

　汗が目にしみるのか、目を眇すがめる。

「あ。これで良かったらどうぞ」

　ジャージのポケットに入れておいたタオルハンカチを取り出して差し出す。

「お、いいの？」

「はい。まだ予備のハンカチも持ってますから」

　生徒会長が顔を拭ぬぐって、もう一度、気持ちよさそうなため息をつく。

　そしてしばしの沈ちん黙もくのあと、まじめな顔を私に向けた。

「なあ」

「はい？」

「……あいつは、お前を色々と困らせてないか？　舞台に関することだと、無む茶ちや苦く茶ちややるだろ？」

『あいつ』が誰だれのことを指しているのかは、すぐにわかった。

「そりゃあ特訓は厳しいですけど、困ってはないですよ」

「そうか──良かった」

　生徒会長が、ほっと肩かたの力を抜ぬく。

「あの性格だろう。入部しようとする生徒は今までいたんだが、どれも長続きしなくてな。正直、ちびちゃんがここまで粘ねばるとは思ってなかった」

　私は思わず、笑えみを浮うかべる。

（ここの幼なじみも、付き合いが長い分素す直なおになれないパターンだ。私たちと一いつ緒しよ！）

「大丈夫です。そもそも、へこたれるくらいなら、入部テストの段階で逃にげてます」

「──そうか。うん、そうだよな」

「生徒会長と部長って、仲良いですよね」

「えー……そう見えるかあ？」

「見えます」

　一いつ瞬しゆん黙だまったあと、生徒会長が機き嫌げん良さそうに肩を揺ゆらす。

「そう言われるのは珍めずらしいな。大たい抵ていは仲が悪いと思ってるぞ。いっつもああいう調子だから」

　確かにお互たがいに顔を合わせれば口くち喧げん嘩かみたいになっているけれど、私にはそれが嫌いやな喧嘩には見えない。

「部長って、生徒会長を相手にしている時は好き勝手言いますけど、普ふ段だんはそうじゃないんですよね。生徒会長には気を許しているっていうか、心を許しているっていうか」

　生徒会長が、ふ、と鼻を鳴らす。

　わざとらしく顔を背そむけている辺り、かなり照れているのかもしれない。

「ま、付き合いが長い分、色々あるからな」

「生徒会長も、こうやってお手伝いしてくれていますし？」

「俺は下心があるから良いんだよ」

「下心？」

「まあ、俺のことはいいんだよ。それより訊きいてみたかったんだが」

　生徒会長が、ずい、と身を乗り出す。

「ちびちゃんは、なんで演劇部に入ろうと思ったんだ？　女優志望か？」

　残りの荷物を段ボールにまとめてトラックに積み込んでいた岸川くんが、話に入ってくる。

「観みたらしいですよ、去年のあれ。な、白島」

「……？　うん」

「ああ、あれな。そうか、そういうことか。もしかして、レディ・グレイ演やったやつが憧あこがれとか、そういうパターンか？」

　う。

　図星。

「そうなんです。ご本人にはまだ会えてないんですけど」

　主演の人は、もう卒業しちゃったのかな。

　岸川くんと生徒会長が、なんだかにやにやしている。

「よーし、搬入練習と荷物の積み込み、これで終しゆう了りようー！」

　疲つかれも見せずに部長が階段を駆かけ下りて来て、その後ろに紀野先輩や花蓮ちゃんも続く。

「朝イチで、このトラックが文化ホールに入る。皆みんな、忘れ物はないね？　あるなら明日あしたの午前中に思い出してね」

　そう言われると、何度も確認したくなってしまうのが人間の性さがというもの。

「ちょっと待って松ノ木。もう一回見て来る！」

　紀野先輩が、下りて来たばかりの階段をすごい勢いで駆け上っていく。

「それにしても、毎度毎度、こんな疲れることをよくやるよな」

　今日だけでも搬入の練習を数回繰くり返した生徒会長が言うと、部長も苦笑いを返すしかない。

「大会の持ち時間は限られているから、舞ぶ台たい裏にかかる時間は少しでも節約しておかないと。今回は結構芝居が長めだし、前の高校が押したりしたら直で影えい響きようが来るからね」

「へーえ、そういうものか。結構面めん倒どうなんだな」

「うん、手のかかる嫁よめなんだ。そこがまた可愛かわいいだろう？　一ひと筋すじ縄なわではいかなくてゾクゾクするよね」

「お前のそういう発言はとことん残念だな」

　持ち時間は一時間半、芝居に必要な時間は一時間弱。

　二十四時間後には、もう本番が終わっている。

「黙だまっていれば見られる容姿をしているし、才能だってあるんだから、すなおに役者をやってりゃいいのに。ひとり芝居でもやれば楽勝で全国行けるだろうが」

「僕は、役者より演出のほうが好きなんだよ。役者も、まあ……嫌きらいではないけどね。欲よく張ばると、どうしてもしわ寄せが来るから」

「そのこだわりと突とつ拍ぴよう子しもない奇き行こうと妙みようなファッションセンスさえ直せば、生徒会にほしい人材なんだけどなぁ。きっと、女子の支持票がおもしろいくらい入るぞ」

　それを全部直したら、部長じゃなくなっちゃうと思う。

「ま、女子の票は俺ひとりで充じゆう分ぶん稼かせげるけどな」

「はいはい。お世辞抜きで、尚くんは男前だと思うよ。生徒会長としてもやり手だし」

「だろ？　だったら最初から廃はい部ぶ命令に従えっての」

「それとこれとは話が別。自分で決めたんだから、うだうだ言わない」

　紀野先せん輩ぱいが、賑にぎやかに階段を駆け下りて来た。

「確かく認にん終了！　漏もれなし！」

　お手伝いメンバーが、おー、と歓かん声せいを上げる。

「じゃあ、次は白島さんの出番」

「はい、始めます！」

「お。ちびが何かやるの？」

　腕うでまくりして、私はトラックの荷台に乗り込んだ。

「男じゃ潜もぐり込めない大道具の隙すき間まに、緩かん衝しよう材ざいを挟はさんでもらうんだ。小道具も隙間に埋うめ込む。明日、僕たちが大道具を搬はん入にゆうしている間に、女子チームには小道具を持って走ってもらわなくちゃいけないからね」

「ああ、なるほど」

「私は最初から照明室に入るし、しろちゃんと花蓮に頑がん張ばってもらうしかないな。赤里も音おん響きようブースに入るし」

「花蓮は鈍どんくさいからいまいち不安だし、白島さんがいてくれて助かったよ」

「なるほど。適材適所ってやつだな」










　トラックが学校の敷しき地ち内から出て行くのを校門で見送り、あとはだらだらと部室に戻もどる。

「泣いても笑っても、明日が本番かあ」

　先を歩く紀野先輩が、そう言ってうーんと伸のびをした。

　雲が晴れて、外は夕焼けのオレンジ一色。

　この後はもう、稽けい古こはない。

　制服に着き替がえて鞄かばんを取って、明日は朝から文化ホールに向かう。

　なんとなく寂さびしいような感じがして、お腹なかの底が落ち着かない。

　部室棟とうに入っていく先輩たちの後ろ姿を見送りながら、私の隣となりを歩く岸川くんが、ちょっと小さな声で言う。

「──さっきさ。白島、生徒会長と結構喋しやべってたよな」

「え？　ああ、うん。そうかも」

　トラックの傍に張りついていた私には、結構『待ち』の時間があったし。

「色々お喋りしたよ。部長のこととか」

「ふうん」

　何かを言いたそうな目をした岸川くんが、私をちらっと見て、それからさりげなく息を吸い込んだ。

　夕暮れ色が、岸川くんの全身を眩まぶしく染める。

「あの、さ」

「何？」

「白島、生徒会にスカウトとかされなかった？」

　あは。

　何を言い出すんだか。

「されてないされてない、大だい丈じよう夫ぶ」

　私は手をひらひらと振ふってみせた。

「もしスカウトされても、私は演劇部以外興味ないの。岸川くんたちと一いつ緒しよがいいし、他ほかのどこにも行かないよ」

　岸川くんが、驚おどろくほど安心したように笑う。

「そうか。……それなら良かった」
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　本番の日の朝。

　前日のうちからどんなに入念に支し度たくをしておいたって、当日の朝はバタバタする。

「行ってきます」

　慌あわただしく──でも朝ごはんはしっかり食べて──玄げん関かんに向かった私を、今日もお仕事のママが見送ってくれた。

「緊きん張ちようし過ぎないのよ。一花らしく、頑張りたいことを頑張って来なさい。ただし、怪け我がには気をつけてね」

　仕事の都合で今日来られないことを、ママは前からものすごく残念がっていた。

　もう高校生だし、ママが観みに来たら気き恥はずかしいような気がするし。

　でも、内心残念なような気もする。

「顧こ問もんの先生が録画してくれるっぽいから。それもらったら観てね」

「わかったわ。行ってらっしゃい」

　ママも朝は忙いそがしいんだけど、毎日、必ずこうやって見送ってくれる。私は、これが大好き。

　思えば受験の日の朝も、ママは同じことを言ったっけ。

　車に気をつけてとか転ばないように注意してとか、事故に遭あわないようにとか無事に帰ってくるようにとか。

　ママの言いたい色々なことをひっくるめての、『怪我に気をつけて』。

　愛されてるなあと思うし、親心だなあともしみじみ思う。

　私は気持ちを落ち着けて、もう一度しっかりと、お腹の底から元気な声を出した。

「それじゃ、行ってきまーす！」










　大会は、開会宣言から始まった。

　審しん査さ員長の挨あい拶さつがあったり、結構物々しい。

　花咲高校の出番は三校めで、午後三時からだ。

　文化ホールのロビーで、気合いマックスの部長がきらきらきらめいている。

「トラックは文化ホールの駐ちゆう車しや場にもう待機している。午前は一校めの演目の見学、昼食を繰くり上げて早めに済ませて、午後イチから各自ウォーミングアップを控ひかえ室で。メイクしながらタイムスケジュールの最終確認をするから、そのときが最後の全員顔合わせだね」

　舞ぶ台たい設営には、蛍けい光こうテープと布ガムテとビニールテープが欠かせない。

　布ガムテは普ふ通つうのガムテに比べると高価だけどその分強度が強いので、必ひつ需じゆ品だ。

　花蓮ちゃんも生徒会長も、裏方スタッフは皆みんな舞ぶ台たい袖そでにいるときは、ひとりひとつ、布ガムテを携けい帯たいしている。

　今は開会式が終わったばかりなので全員制服を着ているけれど、このあと私たち役者勢はメイクのためにジャージに着替えて、それから衣装を着る。裏方スタッフは全員、服装を黒でまとめる予定。

　黒のＴシャツにブラックデニムで、動きやすく、かつ目立たないようにするのが、スタッフのドレスコードみたい。

　大会審査員の先生方は、全部で五人いた。

　高校演劇協会の偉えらい人とか、演劇界でそこそこ有名な人とか、演劇評論家とかで──当然といえば当然だけど、知ってる人はいなかった。

「午前中、他のお芝しば居いをゆっくり観られる気が全然しない……その間、最終の本読みでもしていたい……」

　ぶつぶつ言う私の背後から、制服をびしっと着こなした紀野先せん輩ぱいが、ぬっと現れる。

「駄だ目めだよ、しろちゃん。他校の舞台を観るのは勉強になるし、大会参加の義務でもあるんだから。あとの交流会でそれぞれの感想を出すことになってるし」

　時々、他校の人が紀野先輩に軽く挨拶していく。

　大会も何度か経験すると、お互たがい顔見知りになるみたい。

「第一、うちの地区は全国でも有数のレベルの高さなの。おもしろい作品が多いし、観ないともったいないよ」

「うわあん、紀野先輩が部長みたいなこと言う～……！」

「まあ、そうガチガチにならないで、リラックス、リラックス。今からそれじゃ、本番までもたないよ？」

　紀野先輩が、よしよしと背中を撫なでてくれる。

　紀野先輩からはいつも、ふわっと爽さわやかな良い匂においがする。

　切りたてのグレープフルーツみたいな、フレッシュでぱっと気分が明るくなるような。ボディークリームかな、ハンドクリームかな。

「──まあ、あっちはもう緊張マックスで手て遅おくれみたいだけどさ」

「え？」

「ほら、あっち。隅すみの自じ販はん機きの横」

　紀野先輩が指差す方向──色々な制服姿の生徒たちが溢あふれ返るホールのロビーの片かた隅すみで。

　緊張のあまり青ざめてガチガチ震ふるえる花蓮ちゃんを、いつも余よ裕ゆうの五十嵐生徒会長が、なんだか慌てふためいた様子で宥なだめていた。

　生徒会長がおろおろしているというのは珍めずらしい。

「……花蓮ちゃん、大丈夫かな……」

「お。他人の心配ができるくらいなら、しろちゃん、結構余裕あるよ。大丈夫、大丈夫。あれ？　そう言えば岸川はどこに行ったの？」

　あいつも初舞台だろうに、と紀野先輩が辺りを見回す。

　赤里先輩は黙だまって近くにいてくれるけど、相変わらず言葉数は少ない。

　ていうか、ほとんど声を聞いたことがない。

「部長と、控え室に下準備に行ってます。雑鬼丸がメイクに一番手間がかかるから」

　そう。

　岸川くんは悪あつ鬼きに見えなければいけない役なので、メイクも相当に作り込む必要がある。

「それじゃ、私たちは先に客席に行こう。そろそろ一校目が始まる」

「はい……」










「二校目の演目を最後まで観ていたら間に合わないから、観たかったら集合時間までに撤てつ収しゆうしてきて──敬介だけは早めにメイクに入って。他の皆も舞台の妨さまたげにならないように、最初から客席の端はしにいるとかして、絶対に他校の邪じや魔まにならないようにね」

　それが、演劇部流の礼れい儀ぎだ。

　他校はライバルだけど敵視せず、お互いにリスペクトし合うことが大事。

　とはいえ他校の公演中にそこまで器用に撤収できる自信がないので、私も、二校目の舞台は最初から観なかった。

　今流行はやりのドラマをリメイクした作品だと大会パンフレットに出ていたので、ちょっと興味はあったんだけど。

　後日録画の鑑かん賞しよう会があるから、それまで我が慢まんする。

　紀野先輩たち裏方スタッフは時間に余裕があるので、途と中ちゆうまで観覧チーム。

　早めに控え室に入ったのは結局、私と岸川くんだけだった。

「白島。部長は？」

「見てないの。朝から客席にいたりいなかったりして、どこで何しているのか、全然わからない」

「まあ、部長だからなあ」

　半ば強ごう引いんに納なつ得とくして、岸川くんはもうメイクに取りかかっている。

　文化ホールにある多目的室のいくつかが、今日はそれぞれの高校の控え室として提供されている。

　普通の会議室みたいな部屋の真ん中にテーブルをいくつか繫つなげて、メイクができるように即そく席せきの楽屋を作る。テーブルの上にひとりひとつ、卓たく上じよう鏡を置いて並べる。

　小さな手鏡だけじゃ舞台メイクはしづらいし、かといって劇場の楽屋みたいに備え付けの大きな鏡もないからね。

　メイクに必要な小物も、部室のあの樹海の中に埋うもれていたものだ。

　あの中から使えるものを探し出すのは大変だった──私は、女優ミラーと呼ばれる鏡を貸してもらえることになった。

　鏡の上下左右に電気がつくようになっている鏡のことで、別名ハリウッドミラー。

　なんだかセレブな響ひびき。

　テーブルの上には、こまごまとしたメイクアップ用品が広がっている。

　その隙すき間まに、誰だれかが買って来た飲み物とかおにぎりとか、菓子パンとかがランダムに交じっている。お昼ご飯用だけど、誰かはお弁当を持ち込んだみたい。

　可愛かわいいお弁当箱とマグボトルが並んでいて、まるでその一角だけ、ピクニックにでも来たみたい。

「これ、誰のかな」

「松ノ木じゃね？」

「花蓮ちゃん？　うーん……ちょっと違ちがう気がする」

「紀野先輩とか」

「赤里先輩だったらギャップがステキすぎる」

「気になるなら、後で訊きいてみたら？」

「うん」

　他愛たわいもない話をするのは、しーんとした控え室で、黙っていると余計に緊きん張ちようするから。

　岸川くんも同じなのか、付き合ってくれるのがありがたい。

　何回も練習したから、岸川くんの手て際ぎわは良い。

　舞ぶ台たい化げ粧しように欠かせないもののひとつがドーランで、これは厚めのファンデーションのようなもの。カバー力が強くて、汗あせをかいても落ちにくい。

　舞台では汗をかくから、これ必ひつ須す。

　赤いドーランで鼻立てと呼ばれる下処理をして、ハイライト部分に白いドーランを軽く載のせる。これをしないと、舞台上で恐おそろしいのっぺらぼうが出現する。

　そのあとフェイスケーキという粉を水で溶といて刷は毛けで顔全体に塗ぬって延ばす。そのあと粉を全体的に軽く叩たたいて、下地が完成。

　雑鬼丸のイメージに合わせて、ドーランは茶色系で色の濃こいものを使い、首にもドーランを塗る。首の後ろは塗りにくいので、私がちょっと手伝う。

　意外と忘れられがちなのは、耳。

　地の色が褐かつ色しよくの肌はだという設定なので、観客の目に触ふれる部分は全部塗らなくちゃいけない。当然足もなので、ちょっと──いや、かなり大変そうだ。

「あとで落とすの、苦労するんだよなあ」

　雑鬼丸の衣装は着物をベースにしてるけど、小物がレザーだったりと、ロック風が混じってる。

　ちなみに衣装のコーディネートはすべて松ノ木兄妹きようだいで、衣装係の私の仕事は綻ほころびそうな裾すそを縫ぬったり、洗せん濯たくしてアイロンをかけたくらい。

　あと、部長が前に言っていた通り、ボタン付けもした。

「岸川くん、結局手て袋ぶくろすることにしたの？」

「薄うす手での革かわのやつをな。素す手でにドーラン塗るだけでも良いんだけど、なんか手が滑すべりそうな気がして嫌いやだったから。殺陣たてのシーンで刀が飛んだら洒落しやれにならない」

　おお。

　殺陣師は、今日も殺陣に命をかけている。

「指空きタイプの革グローブで、いい感じの見つけたんだ。これで、あとは指先だけ塗る」

「ドーランて、なかなか落ちないよね。紀野先せん輩ぱいが、とっておきのクレンジング差し入れしてくれた。髪かみはどうするの？　付け毛かウィッグ被かぶるかでぎりぎりまで部長と迷ってたよね？」

「あー、ウィッグ被る。紙かみ袋ぶくろの中に入ってる、黒の長ちよう髪はつ取って」

「銀髪の方にしなかったの？　見てみたかったなぁ、岸川くんの銀髪姿」

「黒でやる。長い分、動きが出るってことになったから。角もつけるし。銀だと浮うきすぎるって部長も言ってた。ウィッグのブラッシング頼たのんでいい？」

「いいよ」

「ていうか、白島はまだ化粧しなくて平気なの？」

　岸川くんは目じりをわざと切れ上げるように書き込んだり、全体的に野性味溢れる仕上がりになっている。

　私はジャージに着き替がえてからメイクをして衣装を着るけど、岸川くんはジャージのズボンに穿はき替えただけで、上は潔いさぎよく何も着ていない。

　ドーランを塗る範はん囲いが多いとはいえ、上じよう半はん身しん裸はだかでいられると、なんとなく目のやり場に困ってしまう。

　着付けにも、今回一番時間がかかるのは岸川くんだ。でもその分、一度舞台に上がったら衣装替えはない。

　私は一回、部長は何回かある。

　汗をかくと途と端たんに着替えづらくなるから、毎回、間に合うかどうか緊張してる。

「亜湖はあんまり作り込まないし、衣装も制服と普ふ段だん着ぎだけだし」

　メイクもドーランとフェイスケーキは使うけど、岸川くん用のと違って薄うすめのピンクを使う。

　商業用の大劇場と違ってそれほど大きくない舞台だから、付け睫まつ毛げはしないし、亜湖はもともと化粧っ気がない役だから、メイクもそれほど濃くする必要がない。

「髪も、ちょっとまとめるくらいだし」

　練習も何回かしてあるから、手順に戸と惑まどうこともないし。

「メイク終わったら、着替える前に昼飯食べておくわ。万が一衣装を汚よごしでもしたら、俺、部長に殺される」

「私も、そろそろ始めておこうかな。予定より早いけど……あとになって慌あわてたくないもんね」

　ブラッシングの終わったウィッグを岸川くんのそばに置いて、まずは顔を洗いに洗面所へ。

　控ひかえ室のある場所は舞台とは離はなれているから、別世界みたいに静かで、人通りもほとんどない。

　私たちがそれぞれメイクをしているところへ、部長がやってきた。

「あ。もう始めてるんだ？　気合い充じゆう分ぶんだね。感心感心。僕は先に腹ごしらえしてからにするよ」

　そう言って、隅すみに置いておいた荷物の中から取り出したのが、大量の焼きそばとおにぎり。

「見事に炭水化物ばっかりですね」

「即そくエネルギーになるからね。これくらい食べておかないと体力もたない。あ、はいこれ。良かったら皆みんなも食べて。たくさん買って来たから」

「おまんじゅう、ですか？」

　手のひらに載っかる、ころんと小さなおまんじゅうが、テーブルにいくつも並べられる。

「あんこは吸収早いから。あと、こういうときの甘いものは、ほっとするから。緊張感は結構だけど、身体からだに余計な力が入っているのは良くないからね。白島さん、あんこは漉こし餡あん派？　つぶ餡派？」

「こ、漉し餡派です」

　もっと突つっ込んでいうなら、黄身餡が好き──というのは胸の中に収めておく。

「敬介も体力勝負なんだから、糖分摂せつ取しゆしておけ」

　部長は抜ぬかりなく、緑茶のティーバッグまで持ってきてくれていた。

　メイク用品のおしろいっぽい匂においに、緑茶の良い匂いが混じる。

　緑茶とおまんじゅう効果でほっこりして、短い間だけだけど、めちゃくちゃ和なごんだ。

「──ピクニックでもしてるのか、あんたらは」

　そのあと、控え室に入って来た紀野先輩にそう突っ込まれたけどね。

　私のお昼ご飯はサラダとお赤飯おむすび。

　お赤飯は好物だし、おめでたいイメージがあるから、なんとなく験げん担かつぎ。

　エネルギー補給もしっかりして、本番は刻々と近づいてくる。










「どう？　メイクおかしくない？　ドーラン濃くない？　ちゃんと、亜湖になってる？」

　控え室に着替え場所はないけど、白くて大きなパーティションがあったので、その奥を女子の更こう衣い室代わりに使ってる。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと亜湖だよ。可愛かわいい……」

　花蓮ちゃんがにっこりしながら太たい鼓こ判ばんを押してくれたので、心底ほっとする。

　亜湖には私にはない『大和やまと撫子なでしこ感』が必要だったので、髪はあえてちょっとレトロな感じの三つ編みにしてリボンをつけ、衣装のセーラー服に黒タイツを合わせて、靴くつもぴかぴかのパンプスだ。

　舞台でうっかり脱ぬげたりしないように、透とう明めいなストラップをつけておく。靴の裏には滑り止どめスプレーが必ひつ須す。

「白島さん、着替え終わったなら出て来て。最終チェックするから」

　男子はそのまま控え室で着替えだ。岸川くんは、赤里先輩がフォローについている。

　紀野先輩は、部長のヘアメイクを手伝っているみたい。

「はい」

　亜湖に大人っぽい口紅は似合わないから、ベースはベビーピンクの口紅で、心持ちグロスを載のせた。

「うん、うん、いいね。亜湖のイメージそのものだ」

　部長にストレートに褒ほめられると、異様に全身がくすぐったくなって変な感じ。

「部長、もう半分くらい泰央入ってません？」

　部長は泰央が入ると、途端にシスコン気味になる。妹想おもいの優やさしいお兄さん設定だから、らしい。

「あはは。亜湖を見たら、つい、ね」

　その言葉に、ちょっとほっとする。

　泰央の妹として、合格ラインだという証しよう拠こだ。

　部長も手早くメイクを終えて、トレードマークの眼鏡を外す。

「舞台だと、眼鏡は邪じや魔まになるからね。レンズが入っていると光っちゃうし」

　そう言って、コンタクトレンズを入れる。それが終わったら、いよいよ舞ぶ台たいの搬はん入にゆう口へ移動だ。

　緊きん張ちようはしているけど、悲ひ愴そうな感じにならないのはきっと──皆が、いてくれるから。

（いつの間にか私、演劇部の人たちといると安心するようになったなあ……）

　衣装に身を包んだ部長が、椅い子すから立ち上がった。

「さあ、皆。行くよ」










　一度ホールの外に出て、建物の外をぐるっと回って舞台裏手に向かう。

　舞台装置の搬入口は、トラックの荷台からすぐ荷物が運べるように、舞ぶ台たい袖そでの突き当たりにある。これは、重い荷物や大きな装置を運び込む際にはとっても便利だ。

「はける舞台袖の、客席から向かって右が上かみ手て、左が下しも手て……」

　この呼び方、まだ馴な染じんでないんだよね。

　舞台と客席では向き合うから、役者にとっては左側が上手、右側が下手。なんだかややこしいことになっている。

（──間ま違ちがえない自信ない、かも）

　この舞台は体育館や渡わたり廊ろう下かみたいに馴な染じみがない分、不安だ。一昨日おととい場当たり稽げい古こに来たばっかりだけど。

　もうすぐ、前の高校の本番が終わる。

　舞台が終わって搬出が終わったら、すぐさま私たちの時間になる。

　それぞれの持ち時間は、大会規定で厳しく決められている。持ち時間を一秒でも過ぎたらアウト。だから、一分一秒たりとも無む駄だにはできない。

「──生徒会長たちが、何回も大道具を運ぶ練習していた理由って、これだったんだ……」

　ブースに籠こもる紀野先せん輩ぱいと赤里先輩は別として、他ほかの裏方メンバーは全員運び込む荷物に手をかけて、すでに臨戦態勢に入っている。

　本番が、もう目の前まで迫せまってきている。

　不意に、今すぐここから走り去りたいような気分に襲おそわれる。

　花咲高校を受験するときだって、ここまで緊張しなかったと思う。

　心臓がバクバクして、お腹なかが痛いのか何なのか、落ち着かない。手が、すごく冷たくなってる。

「ねえ……」

　心臓が、今にも口から飛び出しそう。

　仕上げとばかりに、軽いストレッチをして体を温めている岸川くんの衣装の裾すそを、ちょっと引っ張って訊きいてみる。

　雑鬼丸がストレッチしてる光景って、普ふ段だん見たら絶対におもしろいんだけど。

　今日は、そんな余よ裕ゆうはない。

「はける舞台袖の上かみ下しも、間違えたら、どうしたらいいんだっけ……」

　答えは、間かん髪ぱつを容いれずに返って来た。

「ホリゾントの裏を走る。とりあえず、舞台には戻もどっちゃ駄だ目め」

「……ホリゾントってなんだっけ」

　ああもう、全部ちゃんと教えてもらっているはずなのに、緊張しすぎて何が何だかわからなくなってる！

「どうしようどうしよう、間違えたらどうしよう」

　頭がぐるぐるする！

「ちょっと落ち着け白島、大丈夫だから」

　岸川くんが、私の肩かたに両手を置いた。

　大きくて、あったかい。

　そのまま、宥なだめるような優しい声が頭の上から降ってくる。

「上手には松ノ木が、下手には生徒会長がそれぞれ待機していて、トラブルがあったらちゃんと対処してくれるから」

　自じ称しよう『何でも屋』の生徒会長は、抜ばつ群ぐんの安定さで今日も演劇部に駆かり出されている。

「白島は出ずっぱりっていう訳じゃないし、舞台上でもし何かあったら、ほぼずっと部長がいる。今日までずっと練習して、白島はちゃんと出来るようになった。大丈夫だよ」

「本当に？」

　甘えているのはわかっているけれど、後押しがほしい。

　背中をぽん、と押してもらえたら、きっと、ちゃんと前に進める。

「本当に、出来ると思う？」

　岸川くんが、ちょっと困ったような顔をした。

　肩を通して、私の不安が伝わってしまったのだろう──私、ずっと震ふるえている。

「俺は──まあ、俺もちゃんとした舞台に上がるのは今回が初めてなんだけど。試合には慣れてる。試合に出るときはいつも、負けることは考えない。勝つことだけを考える。そうじゃないと、試合前に自分自身に負けたような気持ちになるから」

「よしよし。その分なら、どうやら敬介は大丈夫そうだけど……というより、初はつ舞ぶ台たいでその度胸はたいしたものだね」

　それまで大会貸し出しの古いインカムをつけて、舞台の進行状じよう況きようをリアルタイムでチェックしていた部長が、私の顔を見てふっと微笑ほほえんだ。

　部長は出番ぎりぎりまで、全体の監かん督とく作業をするためにインカムを手放せない。

　でも、髪かみ型がたや服装はすでに全部『泰央』だ。

「見事に緊張しているね、白島さん。顔が強こわ張ばってる」

「は、い」

「それが正常だよ。大だい丈じよう夫ぶ、役者なら誰だれもが本番前には緊張する」

「え……？　まさか、部長も、ですか？」

「もちろんだよ。僕だって人間だもの」

　本当かよ、と岸川くんがぼそっと呟つぶやいたけれど、部長には聞こえなかったみたい。

　もしくは、聞こえなかったふり。

「練習は何度だって出来る。でも本番は一度きり。すべてをぶつけるチャンスは、一度しかないんだ。この緊きん張ちよう感かんを不安に感じる人もいれば、心地ここちよいと思える人もいる。それは千せん差さ万ばん別べつ、十人十色」

　部長の色素の薄うすい髪が、午後のお日様の光を浴びてきらきら光る。

　こうやって見ると、部長は本当に綺き麗れい。

　まっすぐ立って、凜りんと前を向いている。

「本番前に、最後のアドバイスをしてあげる」

　部長は、この緊張感を楽しんでいる──理由はないけれど、ふとそう思った。

　楽しんでいる。

　本番を迎むかえることが嬉うれしくて仕方ないと、全身から想いが溢あふれている。

「たとえ台詞せりふを忘れようと出番に遅おくれようと、絶対に動どう揺ようしないこと。役やく柄がらに集中しておきさえすれば、あとは僕たちがフォローするから心配しなくていい。わかった？　役者は絶対に、一度でも立ち止まったらアウトなんだよ」

　そう言った部長が、インカムを片手で押さえて少し離はなれた場所へ走っていく。

　前の高校の舞台が終わったらしい。客席からの拍はく手しゆが聞こえる。

　ということは、今がカーテンコール。もう数分したら、花咲高校の持ち時間に入る。

　岸川くんが、自身を落ち着かせるかのように深呼吸した。

「観客がいてこその舞台だよ、白島。定期公演を観みて憧あこがれたんだろう？　今日は、俺たちがその役目だ」

　ぞくぞくとした背中の震えに、熱が灯ともる。

　身体からだをいっぱいに燃やして、舞台で輝かがやくためのエネルギーに変える。

「あと、もうひとつ──舞台の上では、部長は最強だ。安心して、ついて行こう」

　岸川くんに、背中を、ぽん、と軽く押されて。

　顔の強張りがようやく解ける。

「……うん……！」

　勇気、出た。

「皆みんな、搬はん入にゆう用意。じきに搬入口の扉とびらが開くよ」

　戻って来た部長の表情が、かすかに曇くもっているのがわかる。

「ここでひとつ、緊きん急きゆうの連れん絡らくが入ったんだけど」

「何ですか？　何かトラブルでも？」

　眉まゆ根ねを寄せた岸川くんも、私と同様、嫌いやな予感を感じ取っていたのだろう。

　こういうときの嫌な予感は、本当によく当たる。

「前の高校の大道具トラブルで、搬出が予定よりも遅れそうだ。この分だと」

『泰央』仕様の部長が、腕うで時ど計けいをちらっと確かめる。

「うちの時間帯にまでずれこんでくる。まあ、うちの持ち時間が削けずられる訳じゃないし、これくらいの誤差はいつものことだ」

　それでも、一分一秒を計算してある緻ち密みつなスケジュールが狂くるわされることは間ま違ちがいない。厳密に計算された予定が少しでも狂うのは、あまり良い気分はしない。

　正反対の場所にある搬出口から搬出作業が始まったと同時に、こちら側の搬入口の重い扉がぎいっと音を立てて開かれる。

「さあ、始まるよ。皆、円になって」

　さっと全員で集まって、手を出して全員の手のひらを重ね合わせる。

「花咲高校演劇部──行くぞ！」

　部長の気合い入れの声に、全員で呼応する。

「はい！」







　出だしは順調だった。

　花咲高校演劇部オリジナル新作、現代ファンタジー『ヒガンノハナ』。







　どこにでもいるごく普ふ通つうの高校生・佐名泰央は生まれつき、やたらと霊れい能のう力が高い。

　普通の人間には見えない、この世に暗あん躍やくする悪あつ鬼きの姿が見えてしまうだけでなく、従わせることさえできてしまう──普段は、その能力をできる限り抑おさえ込んでいるけれど。

　そんな泰央を邪じや魔まに思った悪鬼のひとり・雑鬼丸は泰央の能力を手に入れるため、泰央自身を悪鬼として魔ま道どうに堕おとそうと、あの手この手で仕し掛かけてくる。

　雑鬼丸の執しつ拗ような誘ゆう惑わくに泰央がなびかないのは、泰央には絶対に守り通すと決めた妹・亜湖がいたから──。







　亜湖は、何の能力も持たない。ちょっと繊せん細さいで物静かな、おとなしい女の子だ。

　知らず知らずのうちに悪鬼の争いに巻き込まれそうになったり、行方ゆくえがわからなくなった泰央を捜さがしに行ったりする。

　出番はちょこちょこあるけれど、全体的にそんなに長くない。

　泰央を魔道に強ごう引いんに引きずり込もうとする雑鬼丸の岸川くんのほうがずっと出番が多く、主人公の部長は衣装替がえのとき以外は、ほぼ出ずっぱり。

　岸川くんが殺陣たての技わざを存分に発揮できるようにと部長が企き画かくを立てただけあって、雑鬼丸は舞ぶ台たい所狭せましとばかりに走り回っている。

　雑鬼丸の担当するのが、お芝しば居いの『動』の部分。

　私は、『静』。

　ピンスポットが当たるシーンでは、バミリの位置にきちんと立つこと。

　泰央が悪鬼にかどわかされかけるシーンで「お兄ちゃん！」と呼びかける台詞は重要なので、絶対にタイミングを外さないこと。

　はける舞ぶ台たい袖そでを間ま違ちがえないこと。

（ここまでは、全部大丈夫）

　幕が開いてぱっと照明が灯った瞬しゆん間かんの、真っ白な恍こう惚こつに包まれる瞬間を、私はきっと一生忘れないだろう。

（すごい……！　新しく、生まれ変わったみたいな気持ち）

　スポットライトを浴びて、役者は新たな命を得るのかもしれない。

　客席にいる全員が観ている舞台の、私は登場人物。

　憧れた光の当たる場所に、今、私はいる。

　身が引き締しまる緊張感が、とても気持ちいい。

　でも。










　舞台の魔ま物ものは、次の瞬間牙きばを剝むいた。




　　　　＊




　薄うす暗ぐらい袖そでで着き替がえなくてはならない衣装替えも無事済んで、舞台は滞とどこおりなく進んでいた──はず、だった。

　その瞬間までは。

　舞台の上では、泰央と雑鬼丸が互ご角かくの戦いを繰くり広げている。

　雑鬼丸の紡つむぐ誘惑に泰央が飲み込まれかけ、闇やみに堕ちかけ──そこへ亜湖が現れて、泰央は正気を取り戻もどす。

　そのきっかけとなる、大切な台詞だった。

　照明を落とし、真夜中のように暗い舞台の上。

　泰央と雑鬼丸が互たがいに打ち合い、戦う姿を、ピンスポットだけが闇の中に浮うき上がるように照らし出している。

　打ち合う音は赤里先せん輩ぱいが絶ぜつ妙みようなタイミングで差し込み、紀野先輩の指揮する照明が、ふたりの戦いの緊きん迫ぱく感かんとスピード感を最大限にまで高める。

　部長の狙ねらった演出効果は抜ばつ群ぐん、芝居はクライマックス。

　亜湖は少し離れた場所にいることを示すために、舞台の片かた隅すみで、真上から淡あわい照明に照らされる。

（あれ……？）

　ぱっと、頭が真っ白になった。

　亜湖が台詞せりふを続けなければ、芝居が続かないのに。

　台詞を言わなくてはいけないのに。

（次、何て言うんだったっけ……）

　ぎく、と身体が強こわ張ばった。

（…………台詞が、出てこない…………!?）

　噓うそだ。

　クライマックスのシーンで台詞が飛んだことなんて、今までの練習の中でも、一度もなかった。

　亜湖の台詞で、泰央が正気を取り戻し、悪鬼を退ける──盛り上がったシーンの流れを変える、大切な転機となる台詞だ。忘れる訳がない。

「……あ……」

　台詞が続かない。焦あせるあまり、声がかすれる。

　心はものすごく焦っているのに、頭の中は真っ白で、台詞がかけらも出てこない。

（……どうして……!?　『お兄ちゃん』じゃなくて、『戦いをやめて』でもなくて……何だった……？　亜湖の言わなくてはならない、大切な台詞は）

　視線が強張って、冷や汗あせが流れる。

　呼吸が変なふうに乱れて、息をすることすら一瞬忘れていた。

（亜湖の台詞、亜湖の台詞っ……！）

　焦りが瞳ひとみからにじみ出て、頰ほおが震ふるえるように引き攣つるのを、私はどうにもできなかった。

（どうしよう……どうしたらいいの……!?　私、どうしたら……っ!?）







『たとえ台詞を忘れようと出番に遅おくれようと、絶対に動どう揺ようしないこと。役やく柄がらに集中しておきさえすれば、あとは僕たちがフォローするから心配しなくていい。わかった？　役者は絶対に、一度でも立ち止まったらアウトなんだよ』







　一秒がこれだけ長く感じたことなんて、今までに一度もない。

　入部テストの最初のときも、こんなに怖こわくなかった。

　泣き出しそうに震える喉のどを、私はぐっと引き締めた。

　ここで立ち止まってはいけない。

　それだけは、絶対に守らなくちゃ駄だ目め。

「──お兄ちゃん…………私……」

　台詞が続かないのなら、アクションを。

　だらりと垂らしていた両手を、祈いのるように胸の前で組み合わせる。

　声が出なくなったときにボディーランゲージをしていたことも、今ここにこうして繫つながるはず。

（助けて……！）

　通じるだろうか。

　私は亜湖に意識を集中させたままだから──助けを求めるのは、兄である存在しかいない。

　そして──妹の必死の思いに、その人は真っ先に気づいてくれた。

「亜湖…………？」

　私の不自然な様子は、同じ舞台に立っている部長に、それから岸川くんへと確実に伝わっていったらしい。そしてたぶん、舞台袖にいる裏方にも。

「──お前、妹に何をした!?」

『泰央』が叫さけぶ。

（──そんな台詞、脚きやく本ほんにない……部長が、アドリブ入れてる……？）

　あ。

（私が台詞を思い出すまでの、間を繫いでくれてるんだ……）

　亜湖の次の台詞は照明や音おん響きように必要な『きっかけ』だから、飛ばすわけにはいかない。

　一瞬、ほんの一瞬だけ。

　戸と惑まどった表情をした岸川くんは、すぐに部長のアドリブの続きを受けた。

「……さあな。ただの人間風ふ情ぜいに興味はない」

　短く呟つぶやいて、束つかの間中断された殺陣を続ける。あらかじめ振ふりをつけた殺陣のパートはもう終わっているから、ここからは完全に部長と岸川くんのアドリブだ。

　そうなると、圧あつ倒とう的に雑鬼丸のほうが強い。

　剣けんの腕うでの差は歴然としていて、だんだんと泰央が追い詰つめられていく。

「……くっ……！」

　紀野先輩と赤里先輩が、打ち合わせ以外の動きをする舞台を必死にフォローしてくれている。

（部長が、ピンスポットの届く位置から外れかけてる……）

　そこで、はっと思い出した。

「そっちへ行かないで、お兄ちゃん……戻ってきて……！」

　それまで必死に持ちこたえていた泰央が叫ぶ。

「俺は魔道には堕ちない──亜湖がいる限り、決して！」

　この台詞で、シーンは再び脚本通りに動き始めた。










　袖そでに入った途と端たん、涙なみだと震えが同時に込み上げて来た。

　失敗した。

「ごめんなさい……！」

「まだ気を抜ぬくな、終わってないんだから」

　ほぼ同時に袖に引っ込んだ岸川くんに鋭するどく言われる。

　袖は薄うす暗ぐらくて、ライトが眩まぶしい舞ぶ台たいの上には部長だけが残っている。今は泰央の独白シーン。

「……だって」

「白島も、まだ出番があるだろう。泣いたらメイクが崩くずれるし声も出なくなる」

「もう駄目だよ、もう無理」

　あの、真っ白になって恐きよう怖ふに凍こおりつく瞬しゆん間かんは、二度と味わいたくない。

　たかが数秒、されど数秒。

　その数瞬がきっと命取りになる。演劇歴の長い審しん査さ員の先生たちに、あの不自然な間がわからなかったわけがない。

「泣くんなら、舞台が終わったあとだ。あとでならいくらでも泣いていいし、付き合う。でもまだ幕が下りていない間は、『亜湖』だ。白島に戻るな」

　私は、首を横に振ろうとした。

　涙が喉のど元もとまで込み上げてきていて、我が慢まんできそうにない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、一花ちゃん。まだ挽ばん回かいの余地はあるから、気持ちを乱さないで集中して」

　青い顔をして、それでも励はげましてくれる花蓮ちゃんのいる上手袖に、ホリゾント裏を突つっ切って、下手袖に待機しているはずの生徒会長までやってきた。

「一瞬寿じゆ命みようが縮んだな。大丈夫か？」

（やっぱり、皆みんな気づいたし……私が立て直すまでの間、ものすごく大変な思いをさせてしまった）

　皆が一いつ所しよ懸けん命めいフォローしてくれて、それで私はなんとか台詞を絞しぼり出しただけ。

　もし、また同じようなことがあったら。

　上手うまく繫げる自信なんて、かけらもない。足が竦すくんで動かない。

「や……」

「大丈夫だ！　絶対に助けてやるから！」

　次の出番まであまり時間がない岸川くんが、私の手をぎゅっと握にぎり締しめた。

　強く、強く。

　ドーランと革かわ手て袋ぶくろの匂においのする、汗だくの手だ。

　殺陣たての練習で、前よりマメが増えてる。

（……私がミスしたせいで、余計な殺陣までしたから）

　でもこの手は、私を振り払はらわない。見捨てない。

（あったかい）

「──芝しば居い時間の残り、あと十分」

　花蓮ちゃんが、時間をチェックする。

「予定より一分三十秒オーバー……ただでさえ前の学校のタイムロスの煽あおりを受けて、搬はん入にゆうに三分オーバーしているから、持ち時間の残りが……」

「大丈夫だ。それくらい、撤てつ収しゆうで挽回できる」

　生徒会長が頼たのもしくそう言ってくれるけど、もともと撤収はぎりぎりの時間しか設定されていないはず。

「でも、大会規定の持ち時間は……一秒でもオーバーしたら入賞はできなくなる……」

　花蓮ちゃんの泣き出しそうな声に、岸川くんの声が重なった。

「挽回のチャンスはまだある！　最後まで全力を尽つくす。後こう悔かいするなら全部やり尽くしたあとだ。白島、松ノ木も。気持ちで負けるな。最善を尽くして、あとはどんと構えてろ」

　その言葉がいつもの岸川くんで、でも姿は完全に雑鬼丸のままで。

（さっき、私を殺そうとした人が、今は励ましてくれてる）

　岸川くんが、じっと私を見ている。

　目は岸川くんのまま。

　頑がん張ばれ頑張れって、エールを送ってくれている。

　私は、しっかりと視線を合わせてこっくり頷うなずいた。

　──うん。できる。

　大丈夫。

　絶対に、負けない。

　私は、ぐっと気合いを入れ直した。




　　　　＊




　私たちがカーテンコールで緞どん帳ちようの前に出て挨あい拶さつをしている間に、舞台上の荷物は綺き麗れいに撤収されていた。

　搬出口から外に出ると、一気に空気の匂いが変わる。

　熱気溢あふれる舞台から、六月の午後の匂いへと。

　私たちの本番の間に、通り雨が降ったみたいだ。地面が軽く濡ぬれているし、空気も水の匂いがする。

　一気に現実に引き戻もどされてほっとするのと、終わってしまった寂さびしさとが胸の中で入り混じって、胸にぽかっと穴が空いたような感じがする。

「よぅ、終わったな。お疲つかれさま」

　にかっと笑って出で迎むかえてくれた五十嵐生徒会長の顔を見るなり、こらえていたものが崩ほう壊かいした。ものすごい量の涙が一気に溢れ出す。

　いきなり泣き出した私に、生徒会長が、らしくもなく狼狽うろたえた。

「何だ何だ、緊きん張ちようの糸が切れたか？」

　ハンカチハンカチ、とごそごそポケットを探さぐる音がするけれど、見つからなかったらしい。

　この生徒会長はいつも、ハンカチを持ち歩かない。

「タオルは、汗あせ拭ふいちまったし……」

「いいですよ、生徒会長。白島、これで我慢して」

　岸川くんの声がして、なにか布地に、ぱふっと顔を押しつけられた。
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　あったかくて、力強い。

　ハンカチではなく、タオルでもなく。もっと大きいものにすっぽり包まれて、その安心感に、さらに涙が出てくる。

（なんだろう、これ……すごく安心する）

　ひとしきり気が済むまで泣いて、気づく。

　岸川くんにハグされた状態で泣いているのだ。小さな子みたいで恥はずかしくなったけど、泣きたい気持ちには勝てなかった。岸川くんの腕うでの中は、温かくて心地ここちいいし。

　しばらくの間ぐすぐすと鼻を鳴らして、ようやく落ち着く。

「岸川くん、これ、衣装……」

「クリーニングするから平気だろ」

（皆に感謝の気持ちも込めて、もっと上手に演じたかった…………！）

　搬出トラックの運転手と何か話していた部長は、戻ってくるなり、私の号ごう泣きゆうっぷりに固まった。

「え、あ、一体何事!?　白島さん、何で泣いているんだい？」

　心底ぎょっとして、あたふたしている。

　部長は案外、女の子の涙なみだに弱いのかな。

（──案外、というのは違ちがうかも）

　だって、部長は根はとっても優やさしい。

　岸川くんをはじめとする演劇部関係の人たちは、皆優しい人たちばかり。

（私を、ちゃんと舞ぶ台たいに上がらせてくれた。幕が下りるまで、ずっと応おう援えんしてくれていた）

『泰央』が抜ぬけてすっかり素すに戻った部長が、はっと息を吞のむ。

「あ！　もしかして、尚くんにセクハラされたのかい!?　神聖な舞台で何てことを！」

「あほ！　誰だれがそんなことするか！　もうしばらく『泰央』のままでいろお前！　そのほうがずっとまともだ！」

「あの……先せん輩ぱい方。そろそろ次の高校の出番ですから、もうちょっと静かに……」

　私の背中を軽くあやして宥なだめながら、岸川くんが割って入る。

　まだひくひくとしゃくり上げながら、私はそれでも口を開いた。

「──ほっとして……でも、悔くやしくて」

　皆が、私の聞き取りづらい声に耳を澄すませてくれている。

　正直に白状するなら、こんな感じ。

　岸川くんが腕をほどいてくれたので、ひとりできちんと立つ。

　両りよう腕うでを上げて、涙でぐちゃぐちゃの顔を覆おおいながら。

「舞台に立てて、嬉うれしくて、楽しくて……だから、もっと上手くやりたかった。皆に迷めい惑わくかけたくなかった、です──ごめんなさい」

　泣きながら深々と頭を下げると、まだまだ残っていた涙が、ぽたぽた地面に落ちた。

　大きくしゃくり上げて息をする。

「あんな大事なシーンでミスして、本当にごめんなさい……！」

　一いつ瞬しゆん、しんと周囲が静まり返って。

　まず耳に入って来たのは、生徒会長の冷静な声こわ音ねだった。

「俺は演劇のことはあんまりわからないけど、傍はたから見る分には、そう悪くなかったんじゃねえの？　一瞬パニックになったのはわかったが、お前、リカバリーが結構早かったからな」

　穏おだやかに部長が頷く。

「パスが思ったより早かったからね。僕もすぐに動けたし、それ以降ちゃんと立て直してきたし。白島さん、顔を上げて。ずっと頭を下げていると、血が上っちゃうよ」

　顔を上げられない私に、しゃがみこんで下からハンカチを差し出してくれたのは花蓮ちゃんだった。

「一花ちゃん、泣かないで」

　大きな眼鏡の奥の瞳ひとみも、涙でうるうる潤うるんでいる。

「出来は、今までで一番良かったから。私が脚きやく本ほん削けずらないで、時間いっぱいまで詰つめ込んじゃったから……ごめんね、一花ちゃん」

「花蓮の脚本は問題ない。できると判断したのはこの僕だ。それにこの僕が主演したんだ、評価はそう悪くないはずだよ。敬介も、僕の続きをよく受けたね。アドリブの特訓をしていなかったわりには、上出来だったよ」

「台詞せりふはまあともかく、殺陣たてでなら、少しは時間を稼かせげるなと思って」

　一度言葉を区切って、岸川くんが目を瞠みはる。

「部長……まさか、そこまで一瞬のうちに計算していたとか？」

　自分の役どころをわきまえつつ、岸川くんの度量を考え、私が台詞を思い出すまでの時間を繫つないでくれた。

「当然だろう？」

　部長が微笑ほほえむ。いつものあの美び貌ぼうで。

「僕を、誰だと思っているんだい？」

　舞台の魔ま物ものより、もしかしたら部長のほうが本当に強いのかもしれない。

「だから言ったろ？　大だい丈じよう夫ぶだって」

　な？　というように、岸川くんがひょいと身を屈かがめ、私の頰ほおに残っている涙を親指の腹で拭ぬぐい取ってくれた。いつも私に元気と勇気をくれる、岸川くんの手。

（わ）

　とくんと、心臓がひとつ、大きく脈打った。

　舞台とは違う感じで、胸がドキドキする。

　何これ。

　何、これ。

「ともかく、ここにいる全員が、今日という日に向かってベストを尽つくしたんだから。僕は大成功だと言いたいね」

　トラックが走り去っても、私たちはまだまだ終わらない。

　メイクを落として着き替がえて、残りの学校の演目を観劇して。

　私たちの出番はもうないけど、大会は明日あしたもまだ続く。




　　　　＊




　夜になって、小雪から、

『ちょっと！　一花、一か所失敗したでしょ！　まったくもう、観みていてひやひやしたんだから！』

　と、怒いかりの電話着信があった。

『こっちの寿じゆ命みようまで縮まったわよ。一花、いきなり真っ青になるんだもの。あれは誰がどう見たってＮＧだわ』

　遠えん慮りよのない物言いに、ようやく浮ふ上じようしかけていた気持ちが抉えぐられる。

　お風ふ呂ろと夕食を済ませて、ベッドに入ろうとしていた私は携けい帯たい電でん話わを耳に当てたまま、情けない声を上げる。

「……やっぱり、一目でわかったよね？　誤ご魔ま化かしきれてなかったよね……」

　傷口に塩を塗ぬり込まれている気分だけど、私に責任があるだけに、おとなしく受け入れるしかない。

　沈しずんだ気配を察したのか、小雪の声のトーンが、ふっと変わった。

『でもまあ、なかなか良かったんじゃない？　失敗って言ったって、一か所だけなんだし。舞台、おもしろかったわよ』

　お。

　小雪の褒ほめ言葉は、割合貴重。

「おもしろかった？」

『うん。想像していたよりはるかにね。あの部長はお見事だったし、岸川くんの雑鬼丸も良かったし』

　小雪が、一呼吸挟はさむ。

『なにより、一花がすごく頑がん張ばってたわ』

　ふふ、と小さく笑う私の唇くちびるが、細かく震ふるえた。

　ああもう、泣きそう。

（今日はもうあんなに泣いたのに）

　それでもじんわり、目の端はしに涙が滲にじんでくる。

『言い過ぎてごめんね。一花のやってきたことは無む駄だじゃないって、私、しっかり観たから』

「うん」

『一花が何を目指してるのかも、ちょっとわかった気がするから』

「……うん」

『ああもう、泣かないの。明日もあるんでしょ？』

　小雪の声が耳に優しい。

　結局小雪は私が泣き止やむまで、ずっと電話を切らずにいてくれた。

『休みになったら、また遊びに行こう。ね』

「うん」







[image: シーン10]




　大会二日目の午前は、参加校の残り二校の演目と結果発表。

　午後は参加校同士の交流会に充あてられる。

　ようやく他ほかの高校の演目をゆっくり観ることができて、リラックスして楽しめた。

　本当に、このブロックは芝しば居いレベルが高いかもしれない。

「えー、それでは審しん査さ員の厳正なる協議の結果を発表します。名前を呼ばれた高校は、代表者のみ壇だん上じように上がってきてください」

　すべての参加校の芝居が終わり、いよいよ結果発表となる。

　参加校の生徒たちは全員、学校ごとに固まって、ホールの客席に座っている。

「予選通過したのは──」

　大会の最後を飾かざる結果発表で、花咲高校の名前は呼ばれなかった。

　参加七校のうち、上位二校しか次の大会には進めない。

　つまり、そういうことで。

（……私のせいだ）

　やっぱり、こうして現実を突つきつけられるとちょっとしんどい。

　どんまいどんまいと、私の真後ろに座った紀野先せん輩ぱいが背中を叩たたく。










「そして、今回は特別審査員賞が出ました」

　会場中が、ざわっとざわめいた。

　私の右みぎ隣どなりに座って長い脚あしを組んでいた部長が、首を傾かしげる。

「──審査員賞？　珍めずらしいな。辛から口くちの審査員揃ぞろいなのに」

　舞ぶ台たい上で、しかめっ面つらの審査員長のおじさんが、マイクを握にぎって続けた。

「規定時間をオーバーしたということで惜おしくも予選通過を逃のがしましたが、全体的によく奮ふん闘とうし、なにより主役の演技に鬼き気き迫せまるものがありました。よって、花咲高校演劇部に、特別審査員賞を贈おくります」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと。

「よっしゃー！」

　びっくりするくらい大きな声で叫さけんで、部長が立ち上がる。

　演劇仲間の健けん闘とうを称たたえて、満場の拍はく手しゆが贈られる。

　うわあ、と昨日とは全然別の意味の涙なみだが盛り上がって、頭の芯しんが幸福に甘く痺しびれる。

　失敗した部もある。

　舞台装置が本番中に壊こわれて倒たおれかかった部もあるし、私みたいに台詞せりふが飛んだのかそれとも別の理由なのか、芝居の流れがちょっとおかしくなった部もあった。

　すべての部が、ノーミスで終わったとは言えない。

　それでも今ここにいる全員が、達成感を味わっている。

　皆みんなで健闘を称え合い、エールを送る。










　気持ちの良い、癖くせになりそうな幕引きだった。
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　怒ど濤とうの予選大会が終わって、翌週の水曜日。

　諸もろ々もろの後片付けや本番の録画鑑かん賞しよう会かいなども全部終わって、打ち上げの日になった。別名お疲つかれさま会。

　予選大会を突とつ破ぱできなかったから、次の秋の公演まで、しばらくは暇ひまになるらしい──予選大会を通過していたら、今いま頃ごろブロック大会に向けて更さらなるブラッシュアップで、とても打ち上げなんてやっている暇はないだろう。

　場所は、いつもの渡わたり廊ろう下かだ。

　なんだか、渡り廊下に来るのは久しぶり。

　部室にはとても全員が腰こしを落ち着けてお喋しやべりしたりする余よ裕ゆうはない。

　借り出した折り畳たたみテーブルを廊下の真ん中に置いて、持ち寄りのお菓か子しと飲み物を広げて、一応立食パーティースタイル、高校生風の出来上がり。

　生徒会長は、外せない用事があるからと今日は姿を見せていない。

　そこで私たちは、部長から、びっくりするような事こと柄がらをさらっと報告された。

「え」

　びっくりして、思わず聞き直す。

「廃はい部ぶしなくてよくなったんですか？　だって、予選落ちしたのに」

「うん。特別審査員賞が効いたみたいだね」

　部長が、るんるん鼻歌を歌いながら、紙コップに入ったコーラを一気に飲み干した。

　賞を獲とったことよりも、演劇部の存続が決まったことのほうが嬉うれしいのだろう。部長はそういう人だ。

　岸川くんが、私の耳にこそっと耳打ちしてくる。

「本当は廃部に決まっていたんだけれど。生徒会長が、特別審査員賞を獲る部を潰つぶすのは惜しいとか実績がどうとか言って、学校側を説得してくれたらしい。いざとなれば、実行力のある人だから」

「生徒会長って、もしかしてツンデレ？　なんだかんだ言いながら、ものすごく協力してくれたよね？　むしろ、ほぼ部員だったよね？」

　もしかして、今日生徒会長だけが来ていないのって。

（照れくさいから、とか……？）

　意外と言えば意外だし、らしいと言えばらしいと言えるような。

　花蓮ちゃんはお手製の可愛かわいいクッキーを焼いてきてくれたし、甘いものが苦手らしい赤里先輩は、業務用サイズかと思うような量のスナックを提供してくれた。

　紀野先輩はウーロン茶をビールみたいなテンションでわはははーっと豪ごう快かいに飲んでいるし、夜間練習からお手伝いしてくれたメンバーも集まって和わ気き藹あい々あい。

（──好きだな、この部）

　改めて、そう思う。

　岸川くんや部長だけではなくて、全員が好き。

　入部前のテストから今日まで、本当に楽しかった──大変なこともあったけど。

　楽しいことと大変なことがくるくる混ざり合って、キラキラして、ちっともじっとしていなくて──演劇部って、万まん華げ鏡きようみたい。

　覗のぞき込んでみないと、中がどうなっているのかはわからないけれど。

　一度覗き込んでみたら、その魅み力りよくの虜とりこ。

「それはそうと、白島は部長の合格ラインに辿たどり着きました？」

　私が用意した一口サイズのサンドイッチをつまみながら、岸川くんがさらっと尋たずねて、やっと思い出した。

（そうだった！　部長の合格ラインに達しないと、正式な部員になれないんだった！）

　あまりにいろいろありすぎて、正直忘れていた。

（何の心の準備もなしにそれを訊きくなんて……岸川くん、結構鬼おに！　もしかして、まだ雑鬼丸残ってる!?）

　だって、結果は聞かなくてもわかっている。

　予選大会を通過できなかったのは私の責任だ。

　審しん査さ員賞を獲ろうとなんだろうと、それは事実。

（潔いさぎよく、諦あきらめるしかないよね……）

　すうっと息を吸い込んで、ぺこっと頭を下げる。

「──短い間でしたけれど、今までお世話になりました」

「え、辞やめるの？」

「え、辞めなくていいんですか」

　びっくりして目を丸くすると、部長も同じように目を見開いていた。

「だって、私が予選までに部長の合格ラインに辿り着かないと入部させないって、前に言ったじゃないですか」

「そうだったっけ？」

　部長が、しばし頭の中の記き憶おくを辿って、それから。

　思い出したように、ぽんと手を打つ。

「ああ、そうだったそうだった。夜間練習の通しでまあ一応ＯＫ出したんだった」

「いつ、どこで!?」

「僕の心の中で。言うの忘れてた」

　あはは、と部長が屈くつ託たくなく笑う。

「お願いですから、そういうのは、ちゃんと本人に言ってください！」

「そうですよ！　傍はたから見ていてもひやひやしてたんですよ!?」

「無む駄だ無む駄だ、しろちゃん。岸川も、いい機会だから覚えておきな。松ノ木はこういうやつだから」

　紀野先せん輩ぱいがため息をつきながらも仕方なさそうにそう言い、花蓮ちゃんが申し訳なさそうに縮こまる。

「本当に、兄がご迷めい惑わくをおかけします……」

　私は思わず、ふはっと吹ふき出してそのまま笑い出してしまった。

　笑いが、いつしか全員に伝でん染せんしていく。

　皆が、あまりにいつも通りで、それが嬉しくて仕方ない。

　いつの間にか、この人たちと一いつ緒しよにいる、これが日常になってた。

　当たり前のようにある、この幸せ。

　部長をはじめとする、この人たちのいる部でなければ、私はこんなに頑がん張ばれなかった。途と中ちゆうでくじけたり逃にげ出したり、投げ出したりしていたかもしれない。

　結局私は一風変わった部長の率いる、花咲高校の演劇部が大好きだから。

　ようやく笑いの発ほつ作さが収まった私に、部長が言う。

「正直なところ、一応ＯＫは出したけど、僕のラインには手も届いていないよ。かすってもいない。まだまだ何もかもが未熟だし、歩き始めたばかりのひよこみたいなものだけれど」

　辛しん辣らつです、部長。

「でも、ひよこはあっという間に成長する。予選のあとで、もっと上手うまくやりたかったって言っただろう？」

「はい」

「あれを聞いたときにね、同類だなって思ったんだ。本番を経て、もっと上手くなりたいと願えたのなら──きっとこれから、もっともっと芝しば居いのおもしろさを知ることができる。そういう部員は貴重だ」

　部長が不意に微笑ほほえんだ。

　私に目線を合わせたまま、紙コップを掲かかげる。

「白島さん。花咲高校演劇部へようこそ。新入部員を歓かん迎げいするよ」










「そうそう、交流会のアンケートをまとめたものが届いたよ」

「それぞれ見学した舞ぶ台たいの感想を書いたやつね。皆みんな、結構好き勝手に書くんだよなー。私信も結構交じってたりして、おもしろいんだよこれ」

　部長と紀野先輩が、いそいそとアンケート結果を覗き込む。

　交流会のときにアンケートを取っていたので、もちろん私たちも他校のことを書いてきた。

　最初は、部長への賛辞が延々と続く。これはもはや、当然の結果としか思えない。

『松ノ木の演技の深みに脱だつ帽ぼう。練習をどうやっているのか、今度部活見学をしたい』

『主役が、高校生とは思えないほど芝居のレベルが高かった。あれはもう反則の域』

　一花の台詞せりふが飛んだことは、舞台の先輩たちにはほぼわかっていたっぽい。

　まあ、当然だ。

『新人ちゃん、台詞飛んだけど、上手く繫つないだところが緊きん迫ぱく感かんがあって良かったよ。めげずにどんまい』

『妹役の子、ちょっとミスしたけど立て直したところが偉えらい！　初はつ舞ぶ台たいにしてはよくやったと思う』

『鬼役の殺陣たてが半はん端ぱなかった。花咲高校はとうとう暗殺者アサシンの域にまで手を出したのか』

『役者のうちふたりが新人？　フレッシュだけど素人しろうと臭くささを感じなかった。さすが松ノ木率いる花咲高校』

『照明の紀野さん、恰かつ好こ良くてファンです♪』

『紀野先輩、好きです！』

「後半、紀野先輩へのファンレターみたいに……いえ、ラブレターみたいになってる？」

　ふふふ、と紀野先輩が得意げに笑う。

「私は松ノ木みたいに残念なイケメンじゃないからね」










　打ち上げが終わって、それぞれ帰き途とに就つく。

　自然と、岸川くんと一緒に並んで駅まで歩く。

（そう言えば、岸川くんと一緒に駅まで帰るのって初めてだ）

　図書館のときとか、場当たり稽げい古このときとかは一緒になってたんだけど。

　ゆっくりゆっくり歩きながら、私は口を開いた。

「あのね。ずっと言いたかったことがあるの」

「何？」

　夕暮れの中、立ち止まって、岸川くんを見上げる。

　最近岸川くんを見ると、ちょっとドキドキする。

　この動どう悸きは本番のあと、涙なみだを拭ぬぐってもらったときからずっと続いていて、正直どうしたらいいのかわからない。

（慣れれば大だい丈じよう夫ぶなのかな。慣れる、かな……？）

　梅雨つゆ入り間近の六月終わり。きっともうすぐ雨が降るけど、気持ちはすかっと晴れやかだ。

「──ありがとう」

　岸川くんも立ち止まった。

「ん？　あ、大会のこと？　それならもう気にしないで大丈夫だって──」

「違ちがうよ」

　にっこり、満面の笑えみを浮うかべて続ける。

「全部、ありがとう。再テストのときから今まで、ずっと岸川くんを頼たよって、岸川くんに助けてもらってきた。だから、まとめて──まとめてっていうのも変だけど、ありがとう」

　岸川くんが目を瞠みはり、それから口を開く。

「こっちこそありがとう。白島がいてくれて良かった」

　どちらからともなく見つめ合って、それからお互たがい、全開の笑顔になる。

　同じ台詞を、同じタイミングで口にするから、夕焼けの中でお互いの声が重なり合った。

「「これからも、よろしく」」







【あとがき】







　皆みなさまこんにちは、河合かわいです。

　今回は高校の演劇部を舞ぶ台たいに書かせていただきましたが、タイトルが直球です。

　もう、これしかない！　というくらいにしっくり来ました。

　私はタイトルつけが苦手なほうですが、たま～に、ものすごくしっくり来るものを思いつきます。そうなると、気分的にもとてもすっきりします。作品に合わないタイトルをこねくりまわしているときの気持ち悪さといったらもう……。

　毎回タイトル案は、最低でも20から30個くらいは考えます。最高値は計測不可能です。

　そして行き詰づまったときには、気分転てん換かんをします。ペットと遊んだりお風ふ呂ろに入ったり。リラックスしていると、それまでとは違ちがう角度から考えられるようになるというか、ぴったりのタイトルが降ってくるというか。

　キャラのことに話を移しましょう。

　一花や岸川はわりと早くからキャラクターが決まっていましたが、松ノ木部長は最初、もっと変な人の予定でした（笑）。

　美形に変へん更こうしておいて良かった……本当に良かった……！

　ちなみに、部長の眼鏡めがねをアンダーリムに指定してくださったのは担当さんです。ナイスアドバイスをありがとうございました！

　イラストは、佐さ野のことこ先生にお願いすることができました。この方の描かかれる繊せん細さいな表情や質感、醸かもし出す優やさしい雰ふん囲い気きがとても好きです。自然と、一花たちのいる教室の風景や匂においが脳裏に浮うかんでくるようです。

　佐野先生、可愛かわいい一花やイケメンな岸川たちをありがとうございました！

　今回担当してくださった豆しばさま、本当にお世話になりました。豆しばさまとの入念な打ち合わせのおかげで、楽しく執しつ筆ぴつすることができました。

　私は高校時代演劇部でしたので、いろいろと思い出すことが多く、懐なつかしかったです。高校生のとき、作家になろうとは思っていなかったのですが、でもずっと物語は書いていました。

　お芝しば居いを観みるのも好きですが、脚きやく本ほんを読むのも好きでした。高校生のときって、好きなことだけを一いつ所しよ懸けん命めいやっていた気がします。

　そんな空気を、味わっていただければ嬉うれしいです。

　文末になりますが、この本に関かかわってくださったすべての方と、読んでくださったすべての皆さまに、心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　それでは、またお会いできますことを願いつつ。
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